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県民のスポーツに関する意識・活動調査の概要

１ 目 的

本県のスポーツ活動の現状を総合的に把握し、スポーツ振興における課題を抽出する

検討資料とする。

２ 調査実施者

県教育委員会スポーツ健康課

３ 調査方法

アンケート調査

４ 調査時期

平成２０年１月～２月

５ 調査対象

対 象 対象者の内訳・回答数・抽出データ等

(1) 一般県民 ２０歳以上 ３７０人（県政モニター）

(2) 小学生・中学生・ 新体力テスト・健康実態調査(H19)

高校生 学校保健統計調査(H19) 学校体育実態調査(H18)

スポーツ大好きキッズ育成事業における調査(H19)

(3) 競技団体 ４０競技団体（国民体育大会出場競技）

(4) 競技指導者 監督・コーチ １２５人（国民体育大会出場競技）

(5) 競技選手 選手 ５７４人（国民体育大会候補選手）

(6) 体育指導委員 ４４１人

(7) ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会役員 １８人

(8) 市町村体育協会関係者 １８０人

(9) 市町村教育委員会 ２８市町村教育委員会スポーツ主管課
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「県民のスポーツに関する意識・活動調査」（一般県民）

調査のまとめ

１ 調査の目的

一般県民のスポーツ活動・意識の現状を把握し、スポーツ振興における課題を抽出す

る検討資料とする。

２ 調査項目

（１） 健康・体力に関する意識

（２） 運動・スポーツの実施状況

（３） 地域スポーツ行事に関する意識

（４） 学校時代の運動・スポーツに関する意識

（５） スポーツクラブのあり方

（６） スポーツ観戦・ボランティア・公的支援について

（７） 地域スポーツの振興に期待すること

３ 調査対象

２０歳以上の県民 （県政モニター）

４ 調査時期

平成２０年１月

５ 調査方法

県政モニターよる調査

６ 回答結果

(1) 配布総数 ４６５

(2) 有効回答数 ３７０

(3) 有効回答率 ７９．６％
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①

(3.2%)

②

(2.4%)

③

(5.1%)

④

(8.1%)

⑤

(10.3%)

⑥

(8.9%)⑦

(10.3%)

⑧

(12.4%)

⑨

(12.4%)

⑩

(10.5%) ⑪

(15.7%)
⑫

(0.5%)

〔 年 齢 〕

県民のスポーツに関する意識・活動調査（一般県民）

＊ 数値は、回答数／回答者数をパーセントで示しています。

＊ 前回調査結果との比較

「県民のスポーツに関する意識・活動調査」H14.1

＊ 全国調査結果との比較

「体力・スポーツに関する世論調査」・内閣府 H18.8

「スポーツライフに関する調査」・ＳＳＦ笹川スポーツ財団 H18.6

① ２０～２４歳 3.2
② ２５～２９歳 2.4
③ ３０～３４歳 5.1
④ ３５～３９歳 8.1
⑤ ４０～４４歳 10.3
⑥ ４５～４９歳 8.9
⑦ ５０～５４歳 10.3
⑧ ５５～５９歳 12.4
⑨ ６０～６４歳 12.4
⑩ ６５～６９歳 10.5
⑪ ７０歳以上 15.7
⑫ 未回答 0.5

① 男

(49.7%)

② 女

(49.5%)

未回答

(0.8%)

〔 性 別 〕

① 男

② 女

未回答

①農林漁業者

(4.6%) ②自営業者

(11.4%)

③販売職・サービス職

(8.7%)

④技能職・作業職

(7.6%)

⑤事務職・技術職

(16.2%)

⑥経営者・管理職

(5.1%)

⑦専門職・自由業・その他

(10.0%)

⑧家庭婦人

(19.2%)

⑨学生

(1.1%)

⑩無職

(15.7%)

⑪未回答

(0.5%)

〔 職 業 〕

①農林漁業者

②自営業者

③販売職・サービス職

④技能職・作業職

⑤事務職・技術職

⑥経営者・管理職

⑦専門職・自由業・その他

⑧家庭婦人

⑨学生

⑩無職

⑪未回答
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１ 健康・体力に関する意識
○ 「あまり健康ではない」県民が増えてきた。また、「肉体的・精神的疲労感やスト

レス」を感じている人がやや増加している。 〔グラフ１－１ １－２〕

○ 体力については、「不安に思っている人」や「衰えを感じている人」が増加し、「運

動不足」や「肥満を感じている人」が増えた。

〔グラフ１－３、１－４、１－５、１－６〕

○ 自分の健康や体力については「注意を払っている人」が増えてきたが、直接からだ

を動かして、健康・体力の維持や増進を心がけている人が極端に少ない。

〔グラフ１－７、１－８〕

0

20

40

60

80

〔１－１ 県民の健康状態〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

大いに健康 まあ健康 あまり健康でない

14.414.3
18.4

61.3

73.3

67.6

24.2

11.712.7

0

20

40

60

80

100

〔１－２ 肉体的疲労・精神的疲労〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

肉体的疲労 精神的疲労

感じない感じる 感じない感じる

20.717.3

79.381.9

27.526.5

72.673.2

0

20

40

60

80

〔１－３ 体力の自信度〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

不安がある普 通自信がある

20.3
22.9

30.0

65.767.7

61.4

13.7
9.08.1

0

20

40

60

80

100

〔１－４ 体力の衰え〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

ほとんど感じない衰えを感じる

16.2
10.3

83.8
89.5
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0

20

40

60

80

100

〔１－５ 運動不足〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

あまり感じない運動不足を感じる

32.0

17.7
12.4

67.7

82.4
86.2

0

10

20

30

40

50

60

〔１－６ 肥満度〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

あまり感じない肥満を感じる

55.6
51.9

44.943.4
48.1

54.3

0

20

40

60

80

100

〔１－７ 健康・体力への注意度〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

あまり払っていない注意を払っている

17.4
10.5

82.1
89.2

0 20 40 60 80 100

食生活に気をつける

規則正しい生活をする

酒、たばこなどを控える

睡眠や休養をよくとる

運動やスポーツをする

日常生活で､身体運動を増やす

〔１－８ 健康・体力の維持、増進で心がけていること〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

26.6

2.4

37.4

2.4

61.7

9.7

24.3

27.3

43.9

49.1

76.2

83.0

（複数回答）
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２ 運動・スポーツの実施状況

○ 過去１年間の運動・スポーツの実施率が低下し、全国よりも低い実施率となり、過

去１年間に全く運動・スポーツを行わなかった人が増えた。

理由として、「忙しくて時間がとれない」ことが一番多くあげられる。また、「運動

やスポーツをする機会に恵まれない」「仲間がいない」「運動・スポーツ嫌い」が、い

ずれも前回調査や全国調査を上まわった。

〔グラフ２－１、２－２〕

○ 過去１年間で運動・スポーツを実施した人の、週に１日以上の実施回数は、増加し

た。ただ、全国水準よりまだ低い。過去１年間全く実施しなかった人を含めた全体の

実施率は、(32.4 ％)である。国が掲げる目標数値は、(50.0 ％以上)である。

〔グラフ２－４ ２－５〕

○ １回あたりの実施時間が短くなっている。これは、過去１年間で行った運動・スポ

ーツのベスト３を見ると、「ウォーキング」「体操」「軽い球技」となり、前回調査、

全国調査とも同じことから、身近で、手軽にでき、お金がかからず、時間をとられな

い運動・スポーツに人気が高い傾向が続いているといえる。

利用施設からも、「公共施設」「その他」の利用率が増えおり、特に「その他」では、

「自宅周辺の道路(9.7)」「自宅(3.5)」「空き地等(1.5)」での活動が多いことからも、

その傾向が強くなったといえる。

主にだれと運動・スポーツをしているかを見ても、クラブやサークルの仲間との活

動が減り、「ひとりで」「家族と」「気のあった少人数の仲間と」が増えており、この

傾向を裏付けている。

〔グラフ２－６、２－７、２－８、２－９〕

○ 運動・スポーツを行った理由を見ると、「健康・体力つくりのため」「楽しみ、気晴

らしとして」「運動不足を感じるから」の上位３項目は、前回調査、全国調査のいず

れをも上まわている。

また、今後行ってみたい運動・スポーツでは、「ウォーキング」「体操」「軽いスポ

ーツ」の順となり、「ウォーキング」「体操」のいずれも前回調査、全国調査を上まわ

った。「ウォーキング」「体操」「軽いスポーツ」は、この１年間運動・スポーツを

一度も行っていない人が、やってみたいものと一致している。

〔グラフ２－１０、２－１１、２－３〕
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0

20

40

60

80

〔２－１ １年間の運動・スポーツ実施率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

全く行わなかった１年間に行った

74.571.970.0

25.528.129.2

0 20 40 60 80

ウォーキング

体操

軽い球技

屋内運動器具での運動

サイクリング

ハイキング

ダンス

ボウリング

テニス、ソフトテニス

卓球

〔２－３ 行わなかった人がやってみたいもの〕

9.2

9.2

11.9

11.9

14.7

16.5

22.0

22.0

31.2

60.0

（複数回答）

0 10 20 30 40

週に３日以上

週に１～２日

月に１～３日

３か月に１～２回

年に１～３日

〔２－４ 運動スポーツ実施回数〕

過去１年間で運動・スポーツを実施した人の中で

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

8.8
9.1

5.0
9.6

10.9
15.8

21.9
30.2
30.1

30.5
27.9

29.7

29.1
15.1

16.6

0

10

20

30

40

50

〔２－５ 週１回以上の実施率〕
過去１年間全く実施しなかった人も含む

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

44.4

30.932.4

0 10 20 30 40 50 60

忙しくて時間がないから

する機会がなかったから

仲間がいないから

年をとったから

運動・スポーツが嫌いだから

場所や施設がないから

体が弱いから

お金がかかるから

指導者がいないから

〔２－２ １年間に運動・スポーツを全く行わなかった理由〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

0.8
5.6

2.8
4.2 8.5

9.3

17.8
4.2

9.3
4.7

12.7
13.0

10.4
14.1

16.7
17.4

21.1
18.5

4.2
14.1

19.4
5.5 38.0

43.5
51.6

57.8
56.5

（複数回答）

- 7-



0 10 20 30 40 50

３０分未満

３０分～１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間以上

〔２－６ 運動・スポーツの１回の時間〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

12.4

12.4

15.9

39.3

9.3

21.6

25.8

34.8

10.1

15.4

0 10 20 30 40 50

ウォーキング

体操

軽い球技

ゲートボール等

ゴルフ

ボウリング

軽い水泳

〔２－７ １年間に行った運動・スポーツ〕

上位５種目

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

14.6

18.7

11.7

11.6

22.0
14.7
15.0

28.0
21.2

22.6
40.1

31.3
44.2

42.3
46.3

（複数回答）

0 10 20 30 40 50

公共の施設

学校の施設

職場の施設

民間（商業）の施設

その他

〔２－８ 運動・スポーツの活動利用施設〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

（学校開放等）

（自宅周辺の道等）
12.5

18.2

23.2

20.5

5.4
3.5

19.1

6.6

39.9

47.1

0 20 40 60 80

健康・体力つくりのため

楽しみ、気晴らしとして

運動不足を感じるから

友人・仲間との交流として

家族のふれあいとして

美容や肥満解消のため

精神の修養や訓練のため

自己の記録や能力を向上させるため

〔２－１０ 運動スポーツを行った理由〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

4.4
6.0

3.9
3.2

5.5
5.8

15.2
7.1

9.7
15.0

13.2
9.7

35.4
42.9

34.8
41.2
40.7

47.1
50.0

46.7
50.6

55.0
46.7

62.6

（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30

ひとりで

家族と

気のあった

地域のクラブや

職場のクラブや

近所の人と

きまっていない

〔２－９ 主にだれと活動したか〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

サークルの人と

サークルの人と

少数の仲間と

7.5
4.6

9.8
5.0

6.9
5.4

23.6
15.4

17.2

19.7
18.4

21.2
15.5

24.7
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0 10 20 30 40 50 60

ウォーキング

体操

軽い球技

軽い水泳

ハイキング

ゴルフ

ボウリング

スキー・スノーボード

サイクリング

ランニング（ジョギング）

〔２－１１ 今後、行ってみたい運動・スポーツベスト１０〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

歩け歩け運動、散歩等

ラジオ体操、美容体操等

キャッチボール等

ワンダーフォーゲル等

モータースポーツ等

9.3
10.3

13.8

5.8

13.0

14.1

9.6

18.2

14.1

11.6

15.0

14.1

13.0

17.4
17.3

6.4

17.0
18.1

24.8

34.8

21.6

15.9

29.6

24.9

22.4
21.3

33.0

45.0

54.9

57.6

（複数回答）
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３ 地域スポーツ行事に関する意識
○ 地域や地区（市町村、町内会）で開かれるスポーツ行事への参加率が大幅に低下し

た。(-19.2)これは、市町村合併による参加機会の減少が影響していると考えられる。

また、参加してみたい行事として、「運動会や球技会等の軽スポーツ」への参加率

が減り、「体力テスト、スポーツテスト」等の個人に係わる行事への参加が増えた。

〔グラフ３－１ ３－２〕

４ 学校時代の運動・スポーツに関する意識
○ 学校時代の運動やスポーツの楽しさが、減少している。このことは、全ての学校時

代のスポーツクラブ加入率が下がっていることからもわかる。

〔グラフ４－１・４－２〕

0

10

20

30

40

50

60

〔３－１ 地域スポーツ行事への参加率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

参加したことはない参加した

60.5

43.2

56.8

37.6

0 10 20 30 40 50 60

運動会・球技大会等

スポーツテスト等

キャンプ・ハイキング等

参加したいとは思わない

選手対象の競技会等

〔３－２ 参加してみたい地域スポーツ行事〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

6.2

のスポーツ行事

の野外活動行事

の体力つくりの行事

の軽スポーツ行事

13.9

15.7

27.4

25.4

27.8

34.6

54.8

10.4

41.4

（複数回答）

0

20

40

60

80

100

〔４－１ 学校時代の運動スポーツの楽しさ〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

楽しくなかった楽しかった

16.118.4

83.9
78.1

0 20 40 60 80

小学校時代

中学校時代

高校時代

大学時代

〔４－２ 学生時代のスポーツクラブ加入率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

38.3

12.2

64.2

40.3

73.2

58.9

52.0

32.4
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５ スポーツクラブのあり方
○ 運動・スポーツのクラブや同好会への加入率は、上がった。(＋ 5.0 ～ 5.5) 職場

・学校のクラブへの加入が増えた。

ただ、今後の加入を考えている人は減少している。

〔グラフ５－１、５－２、５－３〕

○ スポーツクラブの活動形態は、多種目で、他の文化活動も体験できるクラブを希望

している。これは、前回調査とほぼ同じである。

また、スポーツクラブの目的として、健康や体力の維持・増進を重視したクラブを

あげた人が大幅に増えた。(＋ 13.8)

〔グラフ５－４、５－５〕

○ スポーツクラブの月会費として、指導者から指導を受けない場合は５０１円～

１，０００円が、指導を受ける場合は、２，００１円～３，０００円が妥当という考

えが一番多い。これは、前回調査とほぼ同じである。 〔グラフ５－６・５－７〕

0

20

40

60

80

100

〔５－１ スポーツクラブ加入率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

加入していない加入している

84.784.277.8

15.315.820.8

0 20 40 60 80

同じ地域・地区のクラブ

民間スポーツクラブ

職場・学校のクラブ

〔５－２ 加入クラブの組織〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

29.3
8.6

14.3

17.0

20.0

16.9

68.2

71.4

66.2

（複数回答）

0

10

20

30

40

50

60

〔５－３ 未加入者の今後の加入について〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

わからない加入したくない加入したい

1.5

27.0
31.1

53.3

25.926.3

45.2
47.1

37.9

0 10 20 30 40 50

他の文化活動も体験が

いくつかのスポーツが

１種目を継続的に

わからない

〔５－４ スポーツクラブに望む活動形態〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

できるクラブ

できるクラブ

できるクラブ

9.4

11.9

17.1

15.4

26.3

26.5

45.9

42.2
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0 10 20 30 40 50

健康・体力の増進を重視

人とのふれあいを重視

スポーツの楽しみを重視

活動目的の選択ができる

わからない

競技力の向上を重視

〔５－５ スポーツクラブに望む活動の目的〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

1.9
2.2

3.9
3.5

8.1

8.7

26.5
19.2

40.0
31.1

19.2

33.0

0 5 10 15 20 25 30

〔５－６ スポーツクラブに望む月会費〕
指導者から指導を受けない場合

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

10,000円～

5,001円～10,000円

4,001円～5,000円

3,001円～4,000円

2,001円～3,000円

1,100円～2,000円

501円～1,000円

1円～500円

0円

1.6

9.2
4.6

1.3
3.2

15.5
18.4
18.0

23.8

28.0
28.1

20.9
11.9

4.6
3.5

0.4
0.5

2.1

0 5 10 15 20 25 30

〔５－７ スポーツクラブに望む月会費〕

指導者から指導を受ける場合

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査

1.7
10,000円～

5,001円～10,000円

4,001円～5,000円

3,001円～4,000円

2,001円～3,000円

1,001円～2,000円

501円～1,000円

1円～500円

0円

1.1

11.2
6.0

20.6
10.5

2.2
7.3

24.9
25.7

17.2
20.8

14.2

16.2
6.0

4.4
2.2

3.5
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６ スポーツ観戦・ボランティア・公的支援について
○ 県民のスポーツ観戦率は、前回調査と同様に高い。。

〔グラフ６－１〕

○ スポーツボランティアについては、前回調査や全国調査と比較すると、約２倍とい

う大変高い活動率となった。

ただ、今後もスポーツボランティアを行いたいと考える人は、減少したが、全国調

査よりは、依然高い水準にある。

〔グラフ６－２、６－３〕

○ スポーツ大会での山梨県選手の活躍への関心度は、若干減少し、全国調査よりも下

まわった。

また、山梨県選手への公的支援について半数を超えたのは、「指導者の養成」「試合

等に参加しやすい環境作り」「経済的支援」である。これは、前回調査とほぼ同じで

ある。

〔グラフ６－４、６－５〕

○ 公的支援によるスポーツの国際大会・全国大会の誘致については、依然、高い支持

率である。

〔グラフ６－６〕

0

20

40

60

80

〔６－１ スポーツ観戦率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

ほとんど見ない視聴した直接観戦した

7.36.0

61.060.8

29.9
31.730.5

0

20

40

60

80

100

〔６－２ スポーツボランティア活動率〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

しなかったボランティアをした

92.191.5

80.8

7.98.5
16.5
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0

20

40

60

80

〔６－３ 今後のボランティアについて〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

わからないしたくないボランティアをしたい

1.7

13.9
18.1

70.4

40.642.2

20.1

46.0

37.9

0

20

40

60

80

100

〔６－４ 山梨県選手への関心度〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

ほとんど関心がない活躍に関心がある

14.717.818.9

85.282.279.7

0 10 20 30 40 50 60 70

優秀指導者の養成

試合参加への環境づくり

経済的な援助を行う

充実した施設整備

わからない

支援の必要なし

〔６－５ 山梨県選手への公的支援〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

3.5
3.1
4.1

7.7
5.8
5.4

43.1
40.9

38.9

48.2
47.1

51.1

52.5
53.8

37.7
59.5

55.7
（複数回答）

0

20

40

60

80

100

〔６－６ 公的支援による大規模大会誘致〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

よいことだ 一概にいえないよくない

11.3
18.2

11.1

2.13.92.4

85.4
74.680.0
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７ 地域スポーツの振興に期待すること
○ 地域のスポーツ振興の効果について、「高齢者の生きがいづくり」「地域のコミュニ

ティの形成・活性化」「余暇時間の有効活用」に、前回調査、全国調査と比較して、

非常に高い期待を寄せている。 〔グラフ７－１〕

○ 公共スポーツ施設に望むことは、「初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事の充

実」「身近で利用できるよう、施設数の増加」に、前回同様の４割を超える人が、期

待を寄せている。

〔グラフ７－２〕

○ 山梨県のスポーツを振興させるために力を入れるべきものとして、「年齢層にあっ

たスポーツの開発普及」「スポーツ指導者の養成」「各種スポーツ行事・大会・教室の

開催」「地域のクラブやサークルの育成」が上位となっている。

〔グラフ７－３〕

0 10 20 30 40 50 60

高齢者の生きがいづくり

地域のｺﾐｭﾆﾃｨの形成・活性化

余暇時間の有効活用

親子や家族の交流

世代間交流の促進

スポーツ施設の有効活用

子どもの体力づくり

地域の健康水準の改善

青少年の健全育成

〔７－１ 地域のスポーツ振興に期待すること〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

21.2

47.9

24.3

13.5

27.6

25.1

30.9

33.3

25.4

18.3

26.8

22.1

33.3

31.9

32.9

37.6

35.1

26.4

32.6

41.4

36.3

43.7

50.5

41.4
20.7

52.4

（複数回答）

0.0
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0 10 20 30 40 50 60

初心者向けのｽﾎﾟｰﾂ教室やｽﾎﾟｰﾂ行事の充実

身近で利用できるよう、施設数の増加

利用手続き、料金の支払い方法等の簡略化

利用時間帯の拡大（早朝、夜間等）

利用案内等広報の充実

健康やスポーツに関する情報の充実

指導者の配置

ｱﾌﾀｰｽﾎﾟｰﾂのための施設

託児施設の充実

〔７－２ 公共スポーツ施設に望むこと〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

(ﾚｽﾄﾗﾝ・ｼｬﾜｰﾙｰﾑ等)の充実

8.0

16.0
10.3
9.8

15.2
18.9

9.9
24.6

20.5

13.0
18.4

26.0

16.1
32.8

30.8
25.9

35.2
31.9

20.8
31.6
32.4

34.7

48.4
40.5

23.1
47.3

47.0

（複数回答）

0 10 20 30 40 50

年齢層にあったスポーツの開発普及

スポーツ指導者の養成

各種スポーツ行事・大会・教室の開催

地域のクラブやサークルの育成

スポーツに関する広報活動

学校体育施設の開放・整備

各種スポーツ施設（野外を除く）の整備

公共ｽﾎﾟｰﾂ施設における

野外スポーツ活動施設の整備

スポーツボランティアの支援

スポーツに関する国際交流の振興

スポーツに関する科学的研究の促進

〔７－３ 山梨のスポーツ振興のために力を入れるべきこと〕

Ｈ２０調査 Ｈ１４調査 全国調査

健康・体力相談体制の整備

11.0
8.2

6.5

17.3

7.8

18.1
16.7

12.7

20.5
21.0

18.9

18.3
12.1

21.9

11.2
24.5

21.9

32.0
37.0

28.4

16.9
19.5

30.3

26.7
42.0

36.8
26.2

31.1
38.4

37.2
42.0

38.9

（複数回答）

33.9
45.5

43.6
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スポーツに関する意識・活動調査（小学生・中学生・高校生）

１ 本県児童生徒の体力の実態 新体力テスト・健康実態調査(H19)より

(1) 過去からの体力の推移

○ 本県児童生徒の体力は，昭和 50 年代中ごろをピークに長期的な低下傾向が続いてきたが、

平成 14 年ごろから低下が鈍化し、横ばい傾向。しかし、ピーク時と比較すると依然低い水

準。

(2) 全国との比較

○ 本県と全国の総合的な体力を比較すると，全ての年齢で全国を下回り，本児童生徒の体力

は低い水準。

(3) 本県児童生徒の体力・運動能力の特徴

○ 各測定項目についてみると、筋力や柔軟性など体力系の項目は全国水準であるが、敏捷性

や走・跳・投といった技術を要する操作系の身体能力が劣っている。

各測定年度の記録の推移（ボール投げ）
小学生：ソフトボール 中高校生：ハンドボール

10

15

20

25

30

35

S38 S42 S43 S44 S49 S50 S51 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17 H18 H19

測定年度

数
値
（
ｍ
）

男子１０歳 男子１３歳 男子１６歳

女子１０歳 女子１３歳 女子１６歳

本県 10・13・16 歳のボール投げの記録の推移

男 子

25

30

35

40

45

50

55

60

65

合

計

点

（
点

）

H19本県平均 28.67 35.82 42.23 48.00 53.27 59.06 32.11 40.40 47.04 49.34 52.38 54.06 35.81 35.24 40.04 37.98

H18全国平均 29.25 37.34 43.33 49.63 55.28 60.88 33.89 43.59 50.22 51.26 55.61 58.12 41.88 41.50 43.17 43.48

H18本県平均 28.70 35.77 42.23 47.69 53.17 58.45 31.95 40.49 46.68 48.95 51.78 53.14 34.35 39.18 37.23 36.31

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳 １５歳 １６歳 １７歳 １８歳

小学校 中学校 高校

（全日制）

高校

（定時制）

各年齢の総合的な体力の本県と全国との比較（男子）

0.
60 0.

67
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.1
5
-1
.3
2

-4

-3.5

-3

-2.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

握 力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20ｍ

シャトルラン

50ｍ走 立ち

幅とび

ボール

投げ

測定項目・性別

Ｔ
ス
コ
ア
の
差

全国平均

0.
60 0.

67
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7
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.0
5

0.
24
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.8
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7 -1

.3
3
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2

-4

-3.5
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-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

握 力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20ｍ

シャトルラン

50ｍ走 立ち

幅とび

ボール

投げ

測定項目・性別

Ｔ
ス
コ
ア
の
差

全国平均

各測定項目別のＴスコアによる全国との差 （小学校）
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２ 本県児童生徒の生活習慣の実態と体力との関係 新体力テスト・健康実態調査(H19)より

(1) 運動の実施頻度について

○ 中学校期を境に、運動離れが進行する。また、１１歳（小６）において、一旦、運動離れ

が起きる傾向が見られた。女子の方が運動離れの傾向は早い。

(2) 朝食摂取の状況について

○ 朝食欠食傾向は加齢とともにその割合が増加する。中・高等学校で２０～２５％（約４

～５人に一人）、小学校でも約１０％弱が毎日朝食をとる習慣が身に付いていない。

(3) 睡眠時間の状況について

○ 睡眠時間は加齢とともに短縮し、中高において顕著である。小学校においても６時間未満

の児童が数％存在する。

男子 運動を実施する頻度の状況

22.1
32.0

44.7

57.2
62.1 61.4

71.2 70.6 71.0
62.5 59.6

51.8

13.3 13.1 14.1
19.6

43.8

43.0

34.4

29.0
27.2 28.4

19.1 17.5 15.5

15.9
12.8

15.0

24.2 23.8

34.6
17.9

17.4

14.1
13.8

10.0 8.4 7.9 7.0 8.1 9.5

14.4
14.8

18.2

38.3 35.7

28.2

23.2

16.8
10.8 7.1 3.8 2.3 2.3 2.2 3.6 3.8 7.1

12.6 14.8
24.2 27.4 23.1

39.3
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歳

小 学 校 中 学 校 高等学校

（全日制）

高等学校

（定時制）

しない

ときたま

時々

ほとんど毎日

各年齢の運動の実施頻度別の割合（男子）

男子 朝食摂取の状況

92.4 90.1 89.0 89.6 89.5 89.4 87.3
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75.7 74.1

33.3 29.8

43.6
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小 学 校 中 学 校 高等学校

（全日制）

高等学校

（定時制）

毎日食べない

時々食べない

毎日食べる

各年齢の朝食摂取状況別の割合（男子）

男子 睡眠時間の状況

82.3
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(4) 運動習慣と体力の関係について

○ 運動習慣のある児童生徒ほど体力は高い。朝食についても同様な傾向がある。

３ 本県児童生徒の健康状態の実態 学校保健統計調査(H19)等より

○ 本県の肥満傾向児童生徒の割合は男女の小学生と中・高校の男子が全国と比較すると高い。

その割合は 20 年ほど前と比べると高い水準にある。近年は横ばい傾向。

男 子 運動頻度別に見た合計点の平均値
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各校種別の肥満傾向児の出現率
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○ 本県のアレルギー性疾患（アトピー等皮膚炎など）の児童生徒の割合が増加。

４ 本県児童・教員・保護者の運動に対する意識 スポーツ大好きキッズ育成事業における調査より(H19)

○ 大人（保護者や親）は子どもに比べ，運動の機会が少なく，生涯体育・スポーツの意識が低い。教員の運

動量は多い方である。

○ 約９０％の児童が運動好きと答えている。また，大部分の保護者や教師が子どもと運動する機会を増や

したいと感じている。

○ 放課後等運動の機会があれば，参加したい児童や保護者が多く，運動に対する意識は高い。しかし，

参加したくない児童の理由には習い事・スポ少・勉強が多かったが，面倒くさいという回答も予想以上に

多かった。

○ 多忙な学校現場では，放課後等の活動の時間がとれない状況があるが，半数近くの教員が，こうした取

組の可能性を認めている。外部指導者などの力を借りながら，放課後などに何とか活動の場を持とうという

意識が，半数近くの教員から見られる。

放課後，運動の機会があれば
参加したい（させたい）ですか。 児童 保護者

参加したい(させたい) 78% 90%

したくない(させたくない) 22% 10%

計 100% 100%

運動が好きですか，嫌いですか。 児童

運動が好き 89%

運動が嫌い 11%

計 100%

教師

54%

46%

100%

放課後，週１～２回，１時間程度，
子どもと向き合う時間がとれますか。

とれません
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計

教師
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64%
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放課後運動やスポーツを指導するとしたら，
誰が指導すべきだと考えますか。

学校の教員，または，教員と外部指導者が連携して

地域や外部の指導者

計

アトピー性皮膚炎の児童生徒の割合の推移
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子どもと運動する機会を増やしたいですか。 保護者 教師

そう（多少）思っている 85% 89%

あまり（全然）思っていない 15% 11%

計 100% 100%

ふだんどのくらい運動をしていますか。 児童 保護者 教師

およそ週３日以上 49% 7% 6%

時々(週1～2日) 37% 16% 24%

ときたま(月1～3日) 10% 18% 27%

ほとんどしない 4% 59% 42%

計 100% 100% 100%

運動する時間（量）をどう感じてますか。 児童 保護者 教師

多い方だと思う 19% 2% 0%

ちょうどよいと思う 50% 7% 7%

少ない方だと思う 26% 33% 45%

ほとんどしていない 5% 58% 48%

計 100% 100% 100%
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５ 本県の学校における体育活動等の状況 学校体育実態調査（H18）

(1) 外部指導者の活用

○ 小・中学校で約半数，高等学校では約２／３の学校で外部指導者を活用している。

小学校では主に授業や体育的行事に，中・高等学校では部活動に活用している。

(2) 部活動以外の業間等の活動の実施

○ 大部分の小学校，約半数の中学校で実施している。目的の多くは，体力つくり・仲間との交流である。

外部指導者の活用 小学校 中学校 高等学校

活用している 49% 49% 69%

活用していない 51% 51% 31%

計 100% 100% 100%

業間等の活動 小学校 中学校

実施している 82% 52%

実施していない 18% 48%

計 100% 100%
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1
7

1
1

2
8

高
校

生
・
大

学
生

の
・
・
・

オ
）
大

学
生

の
競

技
人

口
が

減
少

し
て

い
る
こ
と

9
1
6

1
0

3
1
3

2
2
.5
%

4
0
.0
%

2
5
.0
%

7
.5
%

3
2
.5
%

7
5

1
7

1
1

2
8

〃

カ
）
社

会
人

（
主

に
企

業
関

係
）
の

競
技

人
口

が
減

少
し
て
い
る
こ
と

5
1
7

1
4

3
1
7

1
2
.5
%

4
2
.5
%

3
5
.0
%

7
.5
%

4
2
.5
%

1
4

7
1
1

8
1
9

企
業

の
・
・
・

キ
）
社

会
人

（
主

に
ク
ラ
ブ
一

般
）
の

競
技

人
口

が
減

少
し
て
い
る
こ
と

1
0

1
3

1
2

4
1
6

2
5
.0
%

3
2
.5
%

3
0
.0
%

1
0
.0
%

4
0
.0
%

1
3

6
1
5

6
2
1

ク
ラ
ブ
の

・
・
・

ク
）
指

導
者

が
全

体
的

に
少

な
い
こ
と

5
1
4

1
6

5
2
1

1
2
.5
%

3
5
.0
%

4
0
.0
%

1
2
.5
%

5
2
.5
%

5
8

1
8

9
2
7

ケ
）
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
指

導
で
き
る
指

導
者

が
少

な
い
こ
と

5
1
9

1
3

3
1
6

1
2
.5
%

4
7
.5
%

3
2
.5
%

7
.5
%

4
0
.0
%

9
1
3

1
3

5
1
8

コ
）
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ベ
ル

を
指

導
で
き
る
指

導
者

が
少

な
い
こ
と

4
2
2

1
0

4
1
4

1
0
.0
%

5
5
.0
%

2
5
.0
%

1
0
.0
%

3
5
.0
%

8
1
3

1
8

1
1
9

サ
）
学

校
指

導
者

が
少

な
い
こ
と

5
7

1
7

1
1

2
8

1
2
.5
%

1
7
.5
%

4
2
.5
%

2
7
.5
%

7
0
.0
%

6
2

2
0

1
2

3
2

シ
）
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が

少
な
い
こ
と

9
2
0

6
5

1
1

2
2
.5
%

5
0
.0
%

1
5
.0
%

1
2
.5
%

2
7
.5
%

1
2

1
6

1
0

2
1
2

ス
）
競

技
会

を
開

催
す
る
に
あ
た
り
施

設
使

用
日

が
他

の
主

催
者

と
か

ち
合

う
こ
と

8
1
7

7
7

1
4

2
0
.0
%

4
2
.5
%

1
7
.5
%

1
7
.5
%

3
5
.0
%

6
1
7

1
1

6
1
7

安
定

し
て
競

技
会

を
開

催
で
き
る
施

設
が

県
内

に
少

な
い
こ
と

セ
）
競

技
会

を
開

催
す
る
に
あ
た
り
施

設
に
観

客
を
収

容
で
き
な
い
こ
と

1
1

2
0

8
0

8
2
7
.5
%

5
0
.0
%

2
0
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

1
4

1
5

6
5

1
1

大
規

模
な
観

客
を

収
容

で
き
る
施

設
が

・
・
・

ソ
）
日

常
的

に
利

用
で
き
る
施

設
が

県
内

に
少

な
い
こ
と

7
1
6

1
2

4
1
6

1
7
.5
%

4
0
.0
%

3
0
.0
%

1
0
.0
%

4
0
.0
%

1
2

1
1

1
2

5
1
7

タ
）
団

体
の

運
営

費
を
十

分
用

意
で
き
な

い
こ
と

2
1
3

1
8

6
2
4

5
.0
%

3
2
.5
%

4
5
.0
%

1
5
.0
%

6
0
.0
%

2
4

2
3

1
1

3
4

団
体

の
運

営
費

が
少

な
い
こ
と

チ
）
選

手
強

化
費

を
団

体
で
十

分
用

意
で
き
な
い
こ
と

2
1
2

1
8

8
2
6

5
.0
%

3
0
.0
%

4
5
.0
%

2
0
.0
%

6
5
.0
%

5
4

2
2

9
3
1

選
手

強
化

費
が

少
な
い
こ
と

ツ
）
団

体
事

務
局

の
人

手
が

不
足

し
て

い
る
こ
と

3
1
1

1
6

9
2
5

7
.5
%

2
7
.5
%

4
0
.0
%

2
2
.5
%

6
2
.5
%

8
9

1
6

7
2
3

テ
）
団

体
運

営
上

、
必

要
な
情

報
が

得
ら

れ
に
く
い
こ
と

1
0

2
4

5
0

5
2
5
.0
%

6
0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

1
2
.5
%

1
5

2
2

3
0

3

ト
）
全

国
大

会
等

に
お
け
る
成

績
が

向
上

し
な
い
こ
と

4
1
0

2
0

6
2
6

1
0
.0
%

2
5
.0
%

5
0
.0
%

1
5
.0
%

6
5
.0
%

9
6

1
7

8
2
5

下
段

は
Ｈ
１
３
調

査
比

（
－

は
減

）
※

「
問

題
で
あ
る
」
「
深

刻
な
問

題
で
あ
る
」
を
“
問

題
で
あ
る
”
と
し
た
場

合

「
問
題
で
あ

る
」
６
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
２
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
５
減
。
「
大

変
深
刻
」
は
３

増 「
問
題
で
あ

る
」
４
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
１
減
。
「
大

変
深
刻
」
は
３

増

貴
団

体
で

問
題

と
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

欄
に

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
下

段
は

Ｈ
１

３
年

度
調

査
比

（
－

は
減

）
）

「
問
題
で
あ

る
」
３
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
２
増
。

「
問
題
で
あ
る

２
」
増
。

「
問
題
で
あ

る
」
１
増
。

「
問
題
で
あ

る
」
３
減
。
「
大

変
深
刻
」
は
５

減 「
問
題
で
あ

る
」
１
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
１
０
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
５
減
。

平
成

１
３
年

度
調

査
に
比

べ
て
（
下

段
数

字
は

Ｈ
１
３

年
度

比
）

「
問
題
で
あ

る
」
５
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
６
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
３
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
８
減
。

「
問
題
で
あ

る
」

１
５
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
か
ら
２
減
。

「
問
題
で
あ

る
」
５
減
。

-
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3
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-
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1
0

3
-
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-
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7
-
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-
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-
5

0
6

-
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-
4

-
6

-
4

6
0

-
2

-
2

-
4

9
-
8

3
-
5

-
1

5
-
3

-
1

-
4

-
3

4
-
4

3
-
1

2
0

-
4

1
-
3

-
3

5
2

-
5

-
3

-
5

5
0

-
1

-
1

0
9

-
5

-
5

-
1
0

-
3

8
-
4

-
1

-
5

-
5

2
0

2
2

-
5

2
2

0
2

-
5

4
3

-
2
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問
３

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
数

項
目

未
回

答
１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

２
）
＋

３
）

平
成

１
３
年

度
調

査
に
比

べ
て
（
下

段
数

字
は

Ｈ
１
３

年
度

比
）

未
回

答
１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

２
）
＋

３
）

未
回

答
現

状
で
よ

い
期

待
す

る
大

い
に

期
待

す
る

「
期

待
」
+

「
大

い
に

期
待

」

ア
）
新

た
な
施

設
の

整
備

2
8

1
3

1
7

3
0

「
期
待
す

る
」
５
増
。

5
.0
%

2
0
.0
%

3
2
.5
%

4
2
.5
%

7
5
.0
%

5
1
0

1
1

1
4

2
5

イ
）
既

存
施

設
の

整
備

・
有

効
活

用
1

4
2
0

1
5

3
5

「
期
待
す

る
」
９
増
。

2
.5
%

1
0
.0
%

5
0
.0
%

3
7
.5
%

8
7
.5
%

7
7

1
4

1
2

2
6

ウ
）
施

設
利

用
料

の
軽

減
化

2
1
1

1
4

1
3

2
7

「
現
状
で

よ
い
」
７
増

5
.0
%

2
7
.5
%

3
5
.0
%

3
2
.5
%

6
7
.5
%

8
4

1
5

1
3

2
8

エ
）
団

体
運

営
に
対

す
る
資

金
面

で
の

支
援

2
1

1
7

2
0

3
7

ほ
ぼ
変
わ

ら
ず

5
.0
%

2
.5
%

4
2
.5
%

5
0
.0
%

9
2
.5
%

4
0

1
9

1
7

3
6

オ
）
指

導
者

の
養

成
・
派

遣
2

1
1

2
0

7
2
7

「
期
待
す

る
」
７
増
。

5
.0
%

2
7
.5
%

5
0
.0
%

1
7
.5
%

6
7
.5
%

1
0

1
0

1
4

6
2
0

カ
）
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の

養
成

・
派

遣
2

2
4

1
1

3
1
4

「
現
状
で

よ
い
」
１
３

増
。

5
.0
%

6
0
.0
%

2
7
.5
%

7
.5
%

3
5
.0
%

9
1
1

1
5

5
2
0

キ
）
団

体
運

営
に
必

要
な
情

報
の

提
供

2
2
3

1
3

2
1
5

「
現
状
で

よ
い
」
７

増
。

5
.0
%

5
7
.5
%

3
2
.5
%

5
.0
%

3
7
.5
%

8
1
6

1
2

4
1
6

ク
）
各

市
町

村
の

ス
ポ
ー
ツ
振

興
の

促
進

2
9

2
1

8
2
9

「
期
待
す

る
」
５
増
。

5
.0
%

2
2
.5
%

5
2
.5
%

2
0
.0
%

7
2
.5
%

8
8

1
5

9
2
4

ケ
）
ス
ポ
ー
ツ
人

口
拡

大
の

た
め
の

積
極

的
な
取

り
組

み
2

4
1
8

1
6

3
4

「
期
待
す

る
」
５
増
。

5
.0
%

1
0
.0
%

4
5
.0
%

4
0
.0
%

8
5
.0
%

8
3

1
9

1
0

2
9

コ
）
総

合
型

地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成

2
1
1

1
9

8
2
7

「
現
状
で

よ
い
」
５

増
。

5
.0
%

2
7
.5
%

4
7
.5
%

2
0
.0
%

6
7
.5
%

9
6

1
6

9
2
5

サ
）
大

規
模

な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の

開
催

2
1
5

1
7

6
2
3

「
期
待
す

る
」
７
増
。

5
.0
%

3
7
.5
%

4
2
.5
%

1
5
.0
%

5
7
.5
%

1
2

1
2

1
2

4
1
6

シ
）
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団

体
間

の
連

携
促

進
3

1
5

1
9

3
2
2

「
期
待
す

る
」
７
増
。

7
.5
%

3
7
.5
%

4
7
.5
%

7
.5
%

5
5
.0
%

1
2

1
3

1
2

3
1
5

ス
）
学

校
体

育
施

設
開

放
の

推
進

2
1
3

2
2

3
2
5

「
期
待
す

る
」
４
増
。

5
.0
%

3
2
.5
%

5
5
.0
%

7
.5
%

6
2
.5
%

1
0

9
1
5

6
2
1

セ
）
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学

セ
ン
タ
ー
の

整
備

3
1
8

1
4

5
1
9

「
現
状
で

よ
い
」
８

増
。

7
.5
%

4
5
.0
%

3
5
.0
%

1
2
.5
%

4
7
.5
%

1
1

1
0

1
4

5
1
9

ソ
）
ス
ポ
ー
ツ
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

・
充

実
3

2
0

1
4

3
1
7

「
現
状
で

よ
い
」
９

増
。

7
.5
%

5
0
.0
%

3
5
.0
%

7
.5
%

4
2
.5
%

1
2

1
1

1
4

3
1
7

タ
）
会

議
室

・
宿

泊
施

設
等

を
有

し
た
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

2
9

1
3

1
6

2
9

「
現
状
で

よ
い
」
５

増
。

5
.0
%

2
2
.5
%

3
2
.5
%

4
0
.0
%

7
2
.5
%

5
4

1
0

2
1

3
1

下
段

は
Ｈ
１
３
調

査
比

（
－

は
減

）
※

「
期

待
す
る
」
「
大

い
に
期

待
す
る
」
を
“
期

待
す
る
”
と
し
た
場

合

貴
団

体
が

県
に

期
待

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
（

下
段

は
Ｈ

１
３

年
度

調
査

比
（

－
は

減
）

）

-
3

-
2

2
3

5

-
6

-
3

6
3

9

-
6

7
-
1

0
-
1

-
2

1
-
2

3
1

-
8

1
6

1
7

-
7

1
3

-
4

-
2

-
6

-
6

7
1

-
2

-
1

-
6

1
6

-
1

5

-
6

1
-
1

6
5

-
7

5
3

-
1

2

-
1
0

3
5

2
7

-
9

2
7

0
7

-
8

4
7

-
3

4

-
8

8
0

0
0

-
9

9
0

0
0

-
3

5
3

-
5

-
2
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問
４

回
答

率
Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
数

項
目

１
）
そ
う

思
う

２
）
そ
う

は
思

わ
な
い

３
）
わ

か
ら
な
い

未
回

答
１
）
そ
う

思
う

２
）
そ
う

は
思

わ
な
い

３
）
わ

か
ら
な
い

未
回

答
そ
う
思

う
そ
う
は

思
わ

な
い

わ
か

ら
な

い
未

回
答

ア
）
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計

画
に
数

値
目

標
を

明
示

し
、
そ
の

達
成

度
を
継

続
的

に
検

証
す
べ

き
で
あ
る

2
1

1
0

8
1

5
2
.5
%

2
5
.0
%

2
0
.0
%

2
.5
%

1
7

9
1
1

3

イ
）
公

共
施

設
の

運
営

な
ど
、
積

極
的

に
民

間
に
委

託
す
べ

き
で
あ
る

1
5

1
3

1
1

1
3
7
.5
%

3
2
.5
%

2
7
.5
%

2
.5
%

1
1

1
7

7
5

ウ
）
財

源
が

限
ら
れ

る
時

代
な
の

で
、
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド
）
よ
り
も
ソ
フ
ト
の

整
備

を
重

視
す
べ

き
で
あ
る

1
4

1
7

7
2

3
5
.0
%

4
2
.5
%

1
7
.5
%

5
.0
%

9
1
8

7
6

エ
）
既

存
の

事
業

を
積

極
的

に
見

直
し
、

事
業

効
果

が
薄

れ
た
も
の

は
積

極
的

に
廃

止
す
る

1
3

1
7

9
1

3
2
.5
%

4
2
.5
%

2
2
.5
%

2
.5
%

2
3

9
4

4

オ
）
総

合
型

地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成

を
積

極
的

に
す
べ

き
で
あ
る

1
9

1
0

1
0

1
4
7
.5
%

2
5
.0
%

2
5
.0
%

2
.5
%

2
6

2
8

4

下
段

は
Ｈ
１
３
調

査
比

（
－

は
減

）
回

答
数

問
５

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
数

ア
）
ク
ラ
ブ
か

ら
の

指
導

者
派

遣
等

の
協

力
要

請
が

あ
れ

ば
積

極
的

に
協

力
す
る

3
4

１
増

。
8
5
.0
%

3
3

イ
）
ク
ラ
ブ
へ

の
協

力
は

不
可

能
で
あ
る

2
２
減

。
5
.0
%

4

未
回

答
4

回
答

数
1
0
.0
%

回
答

率
3

下
段

は
Ｈ
１
３
調

査
比

（
－

は
減

）
Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
数

問
６

１
）
平

日
２
）
土

３
）
日

・
祝

日

４
）
学

校
休

業
期

間
中

（
長

期
休

業
等

）

１
）
平

日
２
）
土

３
）
日

・
祝

日

４
）
学

校
休

業
期

間
中

（
長

期
休

業
等

）

土
日

ア
）
ジ
ュ
ニ
ア
を
対

象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教

室
9

1
8

2
2

1
0

2
2
.5
%

4
5
.0
%

5
5
.0
%

2
5
.0
%

2
5

イ
）
指

導
者

を
対

象
に
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
事

業
等

3
1
0

2
5

3
7
.5
%

2
5
.0
%

6
2
.5
%

7
.5
%

5

ウ
）
少

年
種

別
選

抜
チ
ー
ム
の

強
化

練
習

会
8

2
5

3
1

1
9

2
0
.0
%

6
2
.5
%

7
7
.5
%

4
7
.5
%

エ
）
少

年
種

別
選

抜
チ
ー
ム
の

合
宿

・
県

外
交

流
事

業
5

2
4

3
0

2
6

1
2
.5
%

6
0
.0
%

7
5
.0
%

6
5
.0
%

2
0

オ
）
成

年
種

別
選

抜
チ
ー
ム
の

強
化

練
習

会
1
3

1
9

2
7

9
3
2
.5
%

4
7
.5
%

6
7
.5
%

2
2
.5
%

カ
）
成

年
種

別
選

抜
チ
ー
ム
の

合
宿

・
県

外
交

流
事

業
5

2
1

2
9

1
1

回
答

数
1
2
.5
%

5
2
.5
%

7
2
.5
%

2
7
.5
%

回
答

率
2
0

1
1 8 1

問
６

平
成

１
４
年

４
月

か
ら
の

完
全

学
校

週
５
日

制
の

導
入

に
つ
い

て
、
該

当
す
る
も
の

す
べ

て
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

今
後

の
本

県
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

あ
る

べ
き

方
向

性
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

欄
に

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
下

段
は

Ｈ
１

３
年

度
調

査
比

（
－

は
減

）
）

次
の

行
事

に
つ

い
て

実
施

し
て

い
る

場
合

、
主

な
実

施
曜

日
に

つ
い

て
該

当
す

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

文
部

科
学

省
で

は
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

基
本

計
画

の
中

で
、

２
０

１
０

年
ま

で
に

、
全

国
の

各
市

区
町

村
で

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

「
以

下
、

ク
ラ

ブ
」

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
標

に
し

て
い

ま
す

が
、

ク
ラ

ブ
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
（

下
段

は
Ｈ

１
３

年
度

調
査

比
（

－
は

減
）

）

完
全

学
校

週
５
日

制
の

導
入

に
向

け
て
の

新
た
な
事

業
は

計
画

し
て
い
な
い

土
・
日

曜
日

の
活

動
は

控
え
、
子

供
達

の
自

主
的

活
動

を
重

視
す
る

具
体

的
な
内

容
は

決
定

し
て
い
な
い
が

、
協

会
（
連

盟
）
の

独
自

事
業

を
計

画
す
る

土
・
日

曜
日

を
利

用
し
て
選

抜
チ
ー
ム
の

合
宿

・
県

外
交

流
事

業
を
積

極
的

に
行

う
※

土
・
日

曜
日

を
利

用
し
て
選

抜
チ
ー
ム
の

合
宿

・
県

外
交

流
事

業
を
積

極
的

に
行

う
※

土
・
日

曜
日

を
利

用
し
て
子

供
達

を
対

象
と
し
た
大

会
・
ス

ポ
ー
ツ
教

室
を
企

画
す
る

土
・
日

曜
日

を
利

用
し
て
指

導
者

を
対

象
に
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
事

業
等

を
開

催
す
る

平
成

１
３
年

度
調

査
に
比

べ
て
（
下

段
数

字
は

Ｈ
１
３
年

度
比

）

「
そ
う
思
う
」
７
減
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
８
増
。

「
そ
う
思
う
」
４
増
。

「
そ
う
思
う
」
４
増
。

「
そ
う
思
う
」
５
増
。

「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
に
転
じ

た
。

4
1

-
3

-
2

4
-
4

4
-
4

5
-
1

0
-
4

-
1
0

8
5

-
3

-
7

8
2

-
3

1

-
2 1
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１
調

査
の

目
的

２
調

査
時

期

平
成

２
０
年

１
月

１
２
日

配
付

平
成

２
０
年

２
月

１
２
日

回
収

３
調

査
対

象

国
民

体
育

大
会

出
場

競
技

（
４
０
競

技
）
の

監
督

・
コ
ー
チ

１
４
２
名

４
回

収
数

１
２

５

競
技
指
導
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
意
識
の
現
状
を
把
握
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
対
応
方
策
を
検
討
す
る
資
料
と
し
ま
す
。

山
梨
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

意
識
・
活
動
調
査

－
健

康
で

明
る

い
生

活
を

支
え

る
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
の

実
現

を
目

指
し

て
－

競
技
指
導
者
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※
当

て
は

ま
る
記

号
に
、
〇

を
お
付

け
く
だ
さ
い
。

７
割

が
回

答
５
割

が
回

答
３
割

が
回

答
３
割

Ｕ
Ｐ

前
回
以
上

３
割
Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ｎ

回
収

数
1
2
5

0
.7

0
.5

1
0

0
.0
1
3

1
0
.0
0
0

0
.0
0
7

問
１

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
（
％

）

ア
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

1
0
.8
%

イ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
指

導
員

3
4

2
7
.2
%
イ
＋
ウ

ウ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
上

級
指

導
員

8
6
.4
%

3
3
.6
%

2
3
.5
%

1
0
.1

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

エ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
コ
ー
チ

2
0

1
6
.0
%
エ
＋
オ

オ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
上

級
コ
ー
チ

1
2

9
.6
%

2
5
.6
%

1
1
.1
%

1
4
.5

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
公
認
コ
ー
チ
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

カ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
教

師
3

2
.4
%
カ
＋
キ

キ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
上

級
教

師
2

1
.6
%

4
.0
%

0
.4
%

3
.6

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
公
認
教
師
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

ク
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

0
0
.0
%

-
0
.7
%

0
.7

日
体
協
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

ケ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
ｱ
ｽ
ﾚ
ﾁ
ｯ
ｸ
ﾄﾚ

ｰ
ﾅ
ｰ

0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

コ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
ﾌ
ｨｯ
ﾄﾈ

ｽ
ﾄﾚ

ｰ
ﾅ
ｰ

0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

サ
）
（
財
）
日

本
体

育
協

会
公

認
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ｰ

3
2
.4
%

シ
）
（
財
）
日

本
体

育
協

会
公

認
ｼ
ﾞｭ
ﾆ
ｱ
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
指

導
員

1
0
.8
%

-
2
.8
%

3
.6

文
部
科
学
大
臣
認
定
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
上
級
指
導
員

ス
）
（
財
）
日

本
体

育
協

会
公

認
ｱ
ｼ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾏ

ﾈ
ｼ
ﾞｬ
ｰ

0
0
.0
%

セ
）
（
財

）
日

本
体

育
協

会
公

認
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞｬ
ｰ

0
0
.0
%

ソ
）
中

央
競

技
団

体
認

定
の

公
認

コ
ー
チ

1
0

8
.0
%

-
7
.2
%

1
5
.2

中
央
競
技
団
体
認
定
の
公
認
コ
ー
チ

タ
）
資

格
は

保
有

し
て
い
な
い

4
3

3
4
.4
%

-
1
7
.8
%

5
2
.2

資
格
は
保
有
し
て
い
な
い

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
２

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
競

技
会

参
加

資
格

を
満

た
す
た
め
に
必

要
で
あ
る

4
8

3
8
.4
%

-
3
4
.6
%

7
3
.0

イ
）
指

導
者

と
し
て
基

本
と
な
る
事

項
を
得

る
た
め
に
必

要
で
あ
る

8
5

6
8
.0
%

-
5
.0
%

7
3
.0

ウ
）
必

要
な
い

1
8

1
4
.4
%

-
1
2
.6
%

2
7
.0

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

あ
な

た
が

保
有

し
て

い
る

資
格

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

す
べ

て
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
関

す
る

意
識

・
活

動
調

査
（

競
技

指
導

者
）

「
指
導
員
」
は

2
3
.5
%
の
増
、
「
コ
ー
チ
」
は

1
1
.1
%
の

増
で
あ
っ
た
。

「
資

格
は

保
有

し
て
い
な
い
」
が

1
7
.8
%
の

減
で
あ
っ
た
。

■
平

成
１
７
年

１
０
月

１
日

よ
り
現

行
の

「
(財

)日
本

体
育

協
会

公
認

ス
ポ
ー
ツ
指

導
者

制
度

」
へ

移
行

さ
れ

た
た
め
、
準

じ
て
対

応
さ
せ

た
。

■
国

体
の

監
督

資
格

と
し
て
、
公

認
指

導
者

等
の

資
格

を
問

わ
れ

る
競

技
が

増
え
た
た
め
、
資

格
を
取

得
し
た
と
思

わ
れ

る
。

「
必
要
な
い
」
が

1
2
.6
%
減

じ
た
。

※
「
必

要
で
あ
る
」
に
つ
い
て
は

理
由

を
付

け
加

え
２
つ
の

選
択

肢
に

し
た
た
め
Ｈ
１
３
と
単

純
に
比

較
で
き
な
い
が

、
「
必

要
な
い
」
が

減
じ

て
い
る
こ
と
か

ら
「
必

要
で
あ
る
」
が

増
加

し
て
い
る
と
思

わ
れ

る
。

指
導

者
資

格
に

つ
い

て
、

お
答

え
く

だ
さ

い
。

(
複

数
回

答
可

）

Ｈ
１
３
調

査
の

７
３
％

に
対

す
る

数
字

必
要

で
あ
る

指
導

者
資

格
の

必
要

性
に
つ
い
て

4
8

8
5

1
8

保
有

し
て
い
る
資

格
に
つ
い
て
（
Ｈ
１
９
）

3
4
.4
%

8
.0
%

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ

ﾏ
ｰ
,
2
.4
%

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
,
0
.8
%

指
導
員
,
2
7
.2
%

ｼ
ﾞｭ
ﾆ
ｱ
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ

指
導
員
,
0
.8
%

上
級
教
師
,

1
.6
%

教
師
,
2
.4
%

上
級
コ
ー
チ
,

9
.6
%

コ
ー
チ
,
1
6
.0
%

上
級
指
導
員
,

6
.4
%

保
有

し
て
い
る
資

格
に
つ
い
て
（
Ｈ
１
３
）

コ
ー
チ
（
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
級
）
,
1
4
.5
%

教
師
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

級
）
,
3
.6
%

少
年
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員

・
少

年
ス
ポ
ー
ツ
上

級
指
導
員
,

3
.6
%

1
5
.2
%

5
2
.2
%

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
,
0
.7
%

ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

級
）
,
1
0
.1
%

競
技

歴
に
つ
い
て
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問
３

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
選

手
と
し
て
活

動
し
た
こ
と
は

な
い

1
4

1
1
.2
%

-
1
.9
%

1
3
.1

イ
）
中

学
ま
で
選

手
と
し
て
活

動
し
た

3
2
.4
%

2
.4
%

0
.0

ウ
）
高

校
ま
で
選

手
と
し
て
活

動
し
た

9
7
.2
%

1
.8
%

5
.4

エ
）
大

学
ま
で
選

手
と
し
て
活

動
し
た

1
9

1
5
.2
%

2
.1
%

1
3
.1

オ
）
社

会
人

の
選

手
と
し
て
活

動
し
た

5
2

4
1
.6
%

-
2
.3
%

4
3
.9

カ
）
実

業
団

の
選

手
と
し
て
活

動
し
た

8
6
.4
%

1
.0
%

5
.4

キ
）
日

本
代

表
選

手
と
し
て
活

動
し
た

2
1

1
6
.8
%

-
2
.4
%

1
9
.2

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
４

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
指

導
し
た
選

手
・
チ
ー
ム
が

県
大

会
で
上

位
入

賞
（
１
～

４
3
3

2
6
.4
%

3
.2
%

2
3
.2

イ
）
指

導
し
た
選

手
・
チ
ー
ム
が

関
東

・
全

国
大

会
で
入

賞
（
１
～

８
位

）
し
た

5
8

4
6
.4
%

-
5
.7
%

5
2
.1

ウ
）
指

導
し
た
選

手
・
チ
ー
ム
が

日
本

代
表

に
選

ば
れ

た
1
9

1
5
.2
%

-
1
.7
%

1
6
.9

エ
）
日

本
代

表
の

監
督

・
コ
ー
チ
を
務

め
た

1
0

8
.0
%

2
.4
%

5
.6

オ
）
そ
の

他
6

4
.8
%

2
.7
%

2
.1

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
５

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
必

要
で
あ
る

1
0
7

8
5
.6
%

9
.6
%

7
6
.0

イ
）
必

要
で
な
い

1
6

1
2
.8
%

-
1
1
.2
%

2
4
.0

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
６

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
支

給
さ
れ

て
い
る

4
7

3
7
.6
%

1
0
.1
%

2
7
.5

イ
）
支

給
さ
れ

て
い
な
い

7
7

6
1
.6
%

-
1
0
.9
%

7
2
.5

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
７

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
積

極
的

に
導

入
す
べ

き
で
あ
る

1
1
3

9
0
.4
%

-
3
.3
%

9
3
.7

イ
）
導

入
す
る
必

要
は

な
い

7
5
.6
%

-
0
.7
%

6
.3

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
８

ア
）
実

施
計

画
の

内
容

を
知

っ
て
い
る

3
8

3
0
.4
%

イ
）
存

在
は

聞
い
て
い
る
が

、
内

容
は

知
ら
な
い

5
9

4
7
.2
%

ウ
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

2
8

2
2
.4
%

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）「
支
給
さ
れ
て
い
る
」
が

1
0
.1
%
の
増
、
「
支
給
さ
れ
て
い
な
い
」

が
1
0
.9
%
の
減
で
あ
っ
た
。

「
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
」
が
3
.3
%
の
減
、
「
導
入
す
る

必
要
は
な
い
」
が

0
.7
%
の
減
が
あ
っ
た
。

現
在

の
ス

ポ
ー

ツ
指

導
に

か
か

る
報

酬
（

謝
金

・
交

通
費

含
む

）
に

つ
い

て
、

お
答

え
く

だ
さ

い
。

運
動

部
活

動
へ

の
外

部
指

導
者

の
導

入
に

つ
い

て
、

お
答

え
く

だ
さ

い
。

ス
ポ

ー
ツ

指
導

に
よ

る
報

酬
の

必
要

性
に

つ
い

て
、

お
答

え
く

だ
さ

い
。

県
の

「
山

梨
県

ス
ポ

ー
ツ

振
興

実
施

計
画

」
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
2
.4
%
～

-
2
.4
%
の

幅
で
増

減
が

あ
っ
た
。

あ
な

た
の

指
導

歴
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
一

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

あ
な

た
の

競
技

歴
を

該
当

す
る

も
の

を
一

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
3
.2
%
～

-
5
.7
%
の
幅
で
増
減
が
あ
っ
た
。

「
必
要
で
あ
る
」
が

9
.6
%
の
増
、
「
必
要
な
い
」
が
1
1
.2
%
の
減
で

あ
っ
た
。

問
７

補
足

「
十

分
に
信

用
で
き
る
人

物
で
あ
る
か

ど
う
か

が
最

大
の

問
題

で
あ
る
。
（
事

件
、
事

故
が

多
い
た
め
）
」

「
必

要
に
応

じ
て
」

「
積

極
的

と
は

言
え
な
い
も
の

も
あ
る
の

で
は

な
い
か

と
考

え
る
」

「
必

要
性

は
あ
る
」

「
や

り
方

を
考

え
て
」

競
技

歴
に
つ
い
て

3
1
4

2
1 8 5
2

1
9

9

指
導

歴
に
つ
い
て

1
91
0

6

3
3

5
8

報
酬

の
必

要
性

に
つ
い
て

1
6

1
0
7

報
酬

の
支

給
状

況
に
つ
い
て

4
7

7
7

外
部

指
導

者
の

導
入

に
つ
い
て

7

1
1
3

山
梨

県
ス
ポ
ー
ツ
振

興
実

施
計

画
に
つ
い
て

2
8

3
8

5
9

文
部
科
学
省

ス
ポ
ー
ツ
振

興
基

本
計

画
に
つ
い
て

4
1

3
0

5
4
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問
９

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
１
）
計

画
の

内
容

を
知

っ
て
い
る

3
0

2
4
.0
%

9
.5
%

1
4
.5

イ
）
２
）
存

在
は

聞
い
て
い
る
が

、
計

画
内

容
は

知
ら
な
い

5
4

4
3
.2
%

-
4
.9
%

4
8
.1

ウ
）
３
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

4
1

3
2
.8
%

-
4
.6
%

3
7
.4

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
1
0

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
１
）
施

設
目

的
・
利

用
方

法
等

を
知

っ
て
い
る

2
2

1
7
.6
%

8
.4
%

9
.2

イ
）
２
）
実

際
に
施

設
を
見

学
・
利

用
し
た
こ
と
が

あ
る

2
0

1
6
.0
%

1
0
.7
%

5
.3

ウ
）
３
）
存

在
は

聞
い
て
い
る
が

、
内

容
は

知
ら
な
い

6
1

4
8
.8
%

-
1
.6
%

5
0
.4

エ
）
４
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

2
2

1
7
.6
%

-
1
7
.5
%

3
5
.1

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
1
1

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
１
）
プ
ラ
ン
の

内
容

を
知

っ
て
い
る

3
2

2
5
.6
%

1
7
.1
%

8
.5

イ
）
２
）
存

在
は

聞
い
て
い
る
が

、
内

容
は

知
ら
な
い

4
1

3
2
.8
%

-
3
.4
%

3
6
.2

ウ
）
３
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

5
2

4
1
.6
%

-
1
3
.8
%

5
5
.4

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
1
2

ア
）
１
）
知

っ
て
い
る

1
1
4

9
1
.2
%

3
8
.9
%

5
2
.3

イ
）
２
）
知

ら
な
い

1
0

8
.0
%

-
3
9
.7
%

4
7
.7

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

問
1
3

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
ク
ラ
ブ
の

目
的

・
趣

旨
・
内

容
等

知
っ
て
い
る

6
5

5
2
.0
%

1
3
.8
%

3
8
.2

イ
）
聞

い
た
こ
と
は

あ
る
が

、
内

容
は

知
ら
な
い

3
0

2
4
.0
%

-
1
4
.9
%

3
8
.9

ウ
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

2
9

2
3
.2
%

0
.3
%

2
2
.9

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

問
1
4

①
問

１
３
で
ア
）
と
答

え
た
場

合
の

回
答

者
に
対

す
る
比

率
Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
ク
ラ
ブ
の

充
実

に
よ
り
、
今

後
の

選
手

強
化

が
図

ら
れ

る
4
5

3
6
.0
%

-
2
5
.5
%

6
9
.2
%

6
1
.5

イ
）
ク
ラ
ブ
は

、
あ
く
ま
で
も
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の

一
環

で
あ
り
選

手
強

化
に
つ
な
が

ら
な
い

2
5

2
0
.0
%

-
1
8
.5
%

3
8
.5
%

3
8
.5

②
回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
ク
ラ
ブ
か

ら
の

指
導

者
要

請
が

あ
れ

ば
積

極
的

に
協

力
す
る

5
2

4
1
.6
%

-
3
3
.4
%

8
0
.0
%

7
5
.0

イ
）
現

状
で
は

、
ク
ラ
ブ
か

ら
の

指
導

者
要

請
に
協

力
で
き
な
い

1
5

1
2
.0
%

-
1
3
.0
%

2
3
.1
%

2
5
.0

回
答
数

回
答
率

Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

文
部

科
学

省
「

ス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

ド
ー

ピ
ン

グ
の

防
止

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
２

０
０

７
年

５
月

策
定

）
」

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

文
部

科
学

省
の

「
ス

ポ
ー

ツ
振

興
基

本
計

画
（

２
０

０
６

年
９

月
改

定
）

」
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

「
計

画
の

内
容

を
知

っ
て
い
る
」
が

9
.5
%
の

増
。

「
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」
が

1
7
.5
%
の

減
で
、
「
実

際
に
施

設
を
見

学
・
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が

1
0
.7
%
の

増
が

あ
っ
た
。

「
プ
ラ
ン
の

内
容

を
知

っ
て
い
る
」
が

1
7
.1
%
の

増
。

「
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
」
が

1
3
.8
%
の

減
。

「
国

立
ス

ポ
ー

ツ
科

学
セ

ン
タ

ー
（

２
０

０
１

年
１

０
月

開
所

）
」

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

Ｊ
Ｏ

Ｃ
「

ゴ
ー

ル
ド

プ
ラ

ン
（

２
０

０
１

年
６

月
策

定
）

」
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

ん
で

く
だ

さ
い

。

問
1
2
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
に
対

す
る
日
本
オ
リ
ピ
ッ
ク
委
員
会
の

方
針
等
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も

の
に
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

「
選
手
強
化
が
図

ら
れ
る
」
が

7
.7
%
の

増
。
「
つ
な
が

ら
な
い
」
は

変
わ

ら
ず
。

「
協
力
す
る
」
が

5
.0
%
の

増
。
「
協

力
で
き
な
い
」
が

1
.9
%
の

減
。

「
知

っ
て
い
る
」
が

3
8
.9
%
の

増
。
「
知

ら
な
い
」
が

3
9
.7
%
の

減
。

指
導

者
は

９
割

以
上

が
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
「
知

っ
て
い
る
」
と
回

答
し
た
。

「
内

容
等

知
っ
て
い
る
」
が

1
3
.8
%
の

増
。

「
聞

い
た
こ
と
は

あ
る
が

、
内

容
は

知
ら
な
い
」
が

1
4
.9
%
の

減
。

文
部

科
学

省
で

は
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

基
本

計
画

の
中

で
、

２
０

１
０

年
ま

で
に

、
全

国
の

各
市

区
町

村
で

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

「
以

下
、

ク
ラ

ブ
」

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
標

に
し

て
い

ま
す

が
、

ク
ラ

ブ
に

つ
い

て
、

お
答

え
く

だ
さ

い
。

問
1
3
で

ア
）

と
答

え
た

方
の

み
、

該
当

す
る

も
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

7
.7
%

0
.0
%

5
.0
%

-1
.9
%

文
部
科
学
省

ス
ポ
ー
ツ
振

興
基

本
計

画
に
つ
い
て

4
1

3
0

5
4

国
立

科
学

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

2
0

2
2

2
2 6
1

Ｊ
Ｏ
Ｃ

ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

5
2

3
2

4
1

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
ー
ピ
ン
グ
の

防
止

に
関

す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

1
0

1
1
4

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

2
9

6
5

3
0

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

2
5

4
5

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

1
5

5
2
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問
1
5

な
お

、
該

当
し

な
い

項
目

に
つ

い
て

は
、

○
を

付
け

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

回
答
数

回
答
率

下
段
は
Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

項
目

１
）
該

当
し
な
い

２
）
そ
れ

ほ
ど
問

題
で
な
い

３
）
深

刻
な
問

題
で

あ
る

４
）
大

変
深

刻
な

問
題

で
あ

る

３
）

＋ ４
）

１
）
該

当
し
な
い

２
）
そ
れ

ほ
ど
問

題
で
な
い

３
）
深

刻
な
問

題
で

あ
る

４
）
大

変
深

刻
な

問
題

で
あ

る

3
)+
4
)

下
段

Ｈ
１

３
調

査
比

（
－

は
減

)

該
当
し

な
い

（
未
回

答
）

そ
れ

ほ
ど

問
題

で
な
い

深
刻

な
問

題
で
あ

る

大
変

深
刻

な
問

題
で
あ

る

「
深

刻
な

問
題

」
「
大

変
深

刻
な
問

題
」

ア
）
練

習
時

間
の

確
保

2
0

5
0

3
9

1
6

5
5

1
6
.0
%

4
0
.0
%

3
1
.2
%

1
2
.8
%

4
4
.0
%

1
2
.2

3
8
.9

3
6
.6

1
2
.2

4
8
.8

イ
）
日

常
的

に
利

用
で
き
る
練

習
会

場
2
8

5
2

2
5

2
0

4
5

2
2
.4
%

4
1
.6
%

2
0
.0
%

1
6
.0
%

3
6
.0
%

1
2
.2

5
3
.4

1
9
.1

1
5
.3

3
4
.4

ウ
）
選

手
の

減
少

1
4

1
9

5
0

4
2

9
2

1
1
.2
%

1
5
.2
%

4
0
.0
%

3
3
.6
%

7
3
.6
%

6
.9

1
5
.3

3
1
.3

4
6
.6

7
7
.9

エ
）
チ
ー
ム
運

営
費

（
練

習
・
合

宿
・
遠

征
費

含
む
）

7
2
9

4
2

4
7

8
9

5
.6
%

2
3
.2
%

3
3
.6
%

3
7
.6
%

7
1
.2
%

1
3
.0

1
1
.5

3
8
.9

3
6
.6

7
5
.5

オ
）
最

新
の

指
導

方
法

等
の

情
報

2
0

8
6

1
4

4
1
8

1
6
.0
%

6
8
.8
%

1
1
.2
%

3
.2
%

1
4
.4
%

1
8
.3

5
1
.9

2
6
.0

3
.8

2
9
.8

カ
）
ｱ
ｼ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄｺ
ｰ
ﾁ
･ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ
･ｽ

ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾄﾞ
ｸ
ﾀ
ｰ
等

の
ス
タ
ッ
フ

2
5

6
7

2
5

8
3
3

2
0
.0
%

5
3
.6
%

2
0
.0
%

6
.4
%

2
6
.4
%

1
4
.5

3
5
.9

3
3
.6

1
6
.0

4
9
.6

キ
）
指

導
に
対

す
る
会

社
・
学

校
等

の
理

解
1
7

5
1

4
1

1
6

5
7

1
3
.6
%

4
0
.8
%

3
2
.8
%

1
2
.8
%

4
5
.6
%

1
3
.0

4
1
.2

2
8
.2

1
7
.6

4
5
.8

問
1
6

回
答
数

回
答
率

下
段
は
Ｈ
１
３
調
査
比
（
－
は
減
）

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

項
目

未
回

答
１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

２
）

＋ ３
）

１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

2
)+
3
)

現
状

で
よ
い

期
待

す
る

大
い

に
期

待
す
る

「
期

待
す

る
」
「
大

い
に
期

待
す
る
」

ア
）
新

た
な
施

設
の

整
備

6
2
3

2
9

6
7

9
6

1
8
.4
%

2
3
.2
%

5
3
.6
%

7
6
.8
%

3
1
.0

3
0
.2

3
8
.8

6
9
.0

イ
）
既

存
施

設
の

整
備

・
有

効
活

用
7

1
1

4
7

6
0

1
0
7

8
.8
%

3
7
.6
%

4
8
.0
%

8
5
.6
%

1
8
.3

5
1
.3

3
0
.4

8
1
.7

ウ
）
施

設
利

用
料

の
軽

減
化

5
1
9

4
2

5
9

1
0
1

1
5
.2
%

3
3
.6
%

4
7
.2
%

8
0
.8
%

2
5
.0

3
3
.0

4
2
.0

7
5
.0

エ
）
練

習
・
合

宿
等

に
対

す
る
資

金
面

で
の

支
援

3
0

4
1

8
1

1
2
2

0
.0
%

3
2
.8
%

6
4
.8
%

9
7
.6
%

7
.8

3
2
.8

5
9
.5

9
2
.3

オ
）
指

導
者

の
養

成
・
派

遣
7

2
4

5
6

3
8

9
4

1
9
.2
%

4
4
.8
%

3
0
.4
%

7
5
.2
%

1
9
.7

4
1
.9

3
8
.5

8
0
.4

カ
）
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の

養
成

・
派

遣
9

3
7

5
5

2
4

7
9

2
9
.6
%

4
4
.0
%

1
9
.2
%

6
3
.2
%

2
0
.4

4
6
.0

3
3
.6

7
9
.6

キ
）
ス
ポ
ー
ツ
指

導
に
必

要
な
情

報
の

提
供

9
3
4

6
0

2
2

8
2

2
7
.2
%

4
8
.0
%

1
7
.6
%

6
5
.6
%

2
7
.0

4
2
.3

3
0
.6

7
2
.9

ク
）
各

市
町

村
の

ス
ポ
ー
ツ
振

興
の

促
進

9
1
4

5
8

4
4

1
0
2

1
1
.2
%

4
6
.4
%

3
5
.2
%

8
1
.6
%

1
0
.0

5
1
.8

3
8
.2

9
0
.0

ケ
）
ス
ポ
ー
ツ
人

口
拡

大
の

た
め
の

積
極

的
な
取

り
組

み
5

7
5
7

5
6

1
1
3

5
.6
%

4
5
.6
%

4
4
.8
%

9
0
.4
%

5
.4

3
9
.3

5
5
.4

9
4
.7

コ
）
総

合
型

地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成

1
0

2
0

6
1

3
4

9
5

1
6
.0
%

4
8
.8
%

2
7
.2
%

7
6
.0
%

1
6
.5

5
0
.5

3
3
.0

8
3
.5

サ
）
大

規
模

な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の

開
催

8
4
2

5
0

2
5

7
5

3
3
.6
%

4
0
.0
%

2
0
.0
%

6
0
.0
%

3
6
.4

3
2
.7

3
0
.9

6
3
.6

シ
）
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団

体
間

の
連

携
促

進
1
1

3
9

5
8

1
7

7
5

3
1
.2
%

4
6
.4
%

1
3
.6
%

6
0
.0
%

2
9
.4

5
8
.7

1
1
.9

7
0
.6

ス
）
学

校
体

育
施

設
開

放
の

推
進

1
1

4
3

4
7

2
4

7
1

3
4
.4
%

3
7
.6
%

1
9
.2
%

5
6
.8
%

4
3
.1

3
8
.5

1
8
.4

5
6
.9

セ
）
ス
ポ
ー
ツ
医

・
科

学
セ
ン
タ
ー
の

整
備

8
3
2

5
5

3
0

8
5

2
5
.6
%

4
4
.0
%

2
4
.0
%

6
8
.0
%

1
6
.4

5
6
.4

2
7
.3

8
3
.7

ソ
）
ス
ポ
ー
ツ
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

・
充

実
9

3
4

5
9

2
3

8
2

2
7
.2
%

4
7
.2
%

1
8
.4
%

6
5
.6
%

2
2
.4

5
6
.1

2
1
.5

7
7
.6

タ
）
会
議

室
・
宿

泊
施

設
等

を
有

し
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

5
1
3

4
3

6
4

1
0
7

1
0
.4
%

3
4
.4
%

5
1
.2
%

8
5
.6
%

1
1
.7

3
8
.7

4
9
.6

8
8
.3

“
期
待

”
が

2
.7
%
減

オ
）
で
は

「
問

題
」

か
ら

1
5
.4
%
の

減
、
カ
）

で
は

2
3
.2
%
の

減

“
期
待

”
が

1
0
.6
%
減

“
期
待

”
が

0
.1
%
減

“
期
待

”
が

1
5
.7
%
減

“
期
待

”
が

1
2
.0
%
減

“
期
待

”
が

1
6
.4
減

“
期
待

”
が

7
.3
%
減

“
期
待

”
が

8
.4
%
減

“
期
待

”
が

4
.3
%
減

“
期
待

”
が

7
.8
%
増

“
期
待

”
が

7
.5
%
減

“
期
待

”
が

5
.8
%
増

“
期
待

”
が

3
.9
%
増

“
期
待

”
が

5
.3
%
増

“
期
待

”
が

5
.2
%
減

あ
な

た
が

現
在

抱
え

て
い

る
課

題
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

全
て

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。

下
段

Ｈ
１
３
調

査
比

（
－

は
減

)

「
問

題
で
あ
る
」
の

割
合

の
減

に
注

目
す
る
と
、

「
選
手
の
減
少

」
「
ｱ
ｼ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄｺ
ｰ
ﾁ
･ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ
･ｽ

ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾄﾞ
ｸ
ﾀ
ｰ
等
の

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
」
「
指

導
に
対

す
る

会
社

・
学

校
の

理
解

」
「
練

習
時

間
の

確
保

」
「
ﾁ
ｰ
ﾑ
運

営
費

」
「
最

新
の

指
導

方
法

道
の

情
報

」
に
お
い
て
減

じ
て
い
る
。

あ
な

た
が

県
に

期
待

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
全

て
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

“
期
待

”
が

3
.6
%
減
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-
23
.2
%

0
.6
%

-0
.4
%

4.
6
%

-4
.8
%

-0
.2
%

Ｈ
１
９

あ
な
た
が
現
在
抱
え
て
い
る
課
題

2
0 2
8

1
4

7 2
0 2
5

1
7

5
0 5
2

1
9

2
9

8
6

6
7

5
1

3
9 2
5

5
0

4
2

1
4

2
5

4
1

1
6

2
0

4
2

4
7

4 8

1
6

練
習
時
間
の
確
保

日
常
的
に
利
用
で
き
る

練
習
会
場

選
手
の
減
少

チ
ー
ム
運
営
費
（
練
習
・

合
宿
・
遠
征
費
含
む
）

最
新
の
指
導
方
法
等
の

情
報

ｱ
ｼ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄｺ
ｰ
ﾁ
･ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
ｰ
･

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
ﾄﾞ
ｸ
ﾀ
ｰ
等
の
ス

タ
ッ
フ

指
導
に
対
す
る
会
社
・
学

校
等
の
理
解

１
）
該

当
し
な

い ２
）
そ
れ

ほ
ど
問

題
で
な

い ３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る ４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ
る

Ｈ
１
９

あ
な
た
が
県
に
期
待
す
る
こ
と

6 7 5 3 7 9 9 9 5 1
0 8 1
1

1
1 8 9 5

2
3

1
1 1
9

0

2
4 3
7

3
4

1
4

7

2
0 4
2 3
9 4
3

3
2 3
4

1
3

2
9

4
7 4
2

4
1

5
6

5
5

6
0

5
8

5
7

6
1

5
0 5
8

4
7

5
5 5
9

4
3

6
7 6
0 5
9

8
1

3
8 2
4 2
2

4
4

5
6

3
4 2
5 1
7

2
4

3
0 2
3

6
4

新
た
な
施
設
の
整
備

既
存
施
設
の
整
備
・
有
効
活
用

施
設
利
用
料
の
軽
減
化

練
習
・
合
宿
等
に
対
す
る
資
金

面
で
の
支
援

指
導
者
の
養
成
・
派
遣

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
養
成
・
派

遣

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
必
要
な
情
報

の
提
供

各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

促
進

ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
の
た
め
の

積
極
的
な
取
り
組
み

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成

大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
間
の
連
携

促
進

学
校
体
育
施
設
開
放
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
セ
ン
タ
ー
の

整
備

ス
ポ
ー
ツ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
・
充
実

会
議
室
・
宿
泊
施
設
等
を
有
し

た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

未 回 答 １
）

現 状 で よ い ２
）

期 待 す る ３
）

大 い に 期 待 す る
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１
調

査
の

目
的

２
調

査
時

期

平
成
２
０
年

１
月
１
２
日
配
付

平
成

２
０
年

２
月

１
２
日

回
収

３
調

査
対

象

国
民
体
育
大
会

候
補
選
手

７
１
０
名

（
４
０
競

技
）

４
回
収
数

５
７

４

競
技

選
手

の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
・
意

識
の

現
状

を
把

握
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
お
け
る

課
題

と
そ
の

対
応

方
策

を
検

討
す
る
資

料
と
し
ま
す
。

山
梨

県
教

育
庁

ス
ポ

ー
ツ

健
康
課

県
民

の
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
意

識
・

活
動

調
査

－
健

康
で

明
る

い
生

活
を

支
え

る
豊

か
な

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
の

実
現

を
目

指
し

て
－

競
技

選
手
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７
割

が
回

答
５
割

が
回

答
３
割

が
回

答
３
割

Ｕ
Ｐ

前
回

以
上

３
割

Ｄ
Ｏ

Ｗ
Ｎ

回
収

数
5
7
4

0
.7

0
.5

1
0

0
.0
1
3

1
0

0
.0
0
7

あ
な
た
の

種
別

（
国

民
体

育
大

会
）
に
つ
い
て
、
該

当
す
る
種

別
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

成
年

男
子

1
7
5

3
0
.5
%

成
年

女
子

1
0
3

1
7
.9
%

少
年

男
子

1
6
7

2
9
.1
%

少
年

女
子

1
2
9

2
2
.5
%

回
答

数
回

答
率

問
１

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
小

学
校

入
学

前
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

5
6

9
.8
%

5
.3

イ
）
小

学
校

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

1
9
3

3
3
.6
%

3
3
.9

ウ
）
中

学
校

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

1
2
1

2
1
.1
%

2
6
.5

エ
）
高

校
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

1
6
0

2
7
.9
%

2
7

オ
）
大

学
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

2
1

3
.7
%

2
.2

カ
）
そ
の
他

2
3

4
.0
%

5
.1

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
２

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
県

大
会

で
上

位
入

賞
（
１
～

４
位

）
し
た
こ
と
が

あ
る

2
2
0

3
8
.3
%

4
1
.3

イ
）
関

東
大

会
で
入

賞
（
１
～

８
位

）
し
た
こ
と
が

あ
る

1
3
1

2
2
.8
%

2
4
.9

ウ
）
全

国
大

会
で
入

賞
（
１
～

８
位

）
し
た
こ
と
が

あ
る

1
3
4

2
3
.3
%

2
4
.2

エ
）
日

本
代

表
選

手
と
し
て
国

際
試

合
に
出

場
し
た
こ
と
が

あ
3
4

5
.9
%

7
.2

オ
）
そ
の

他
4
4

7
.7
%

2
.5

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
３

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
県

大
会

で
優

勝
す
る
こ
と

8
3

1
4
.5
%

1
2
.3

イ
）
関

東
大

会
で
優

勝
す
る
こ
と

1
1
1

1
9
.3
%

1
8
.1

ウ
）
全

国
大

会
で
優

勝
す
る
こ
と

2
3
9

4
1
.6
%

4
3
.7

エ
）
大

学
・
実

業
団

リ
ー
グ
で
優

勝
す
る
こ
と

2
9

5
.1
%

6
.4

オ
）
日

本
代

表
に
な
る
こ
と

2
8

4
.9
%

6

カ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
こ
と

2
0

3
.5
%

2
.8

キ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル

を
取

る
こ
と

9
1
.6
%

1
.9

ク
）
日

本
記

録
を
樹

立
す
る
こ
と

3
0
.5
%

0

ケ
）
世

界
記

録
を
樹

立
す
る
こ
と

2
0
.3
%

0
.5

コ
）
国

内
の

プ
ロ
リ
ー
グ
等

で
活

躍
す
る
こ
と

4
0
.7
%

0
.7

サ
）
海

外
の

プ
ロ
リ
ー
グ
等

で
活

躍
す
る
こ
と

9
1
.6
%

0
.5

シ
）
そ
の
他

※
記

述
し
て
く
だ
さ
い
。

3
2

5
.6
%

7
.1

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

(
現
在
、
活
動
し
て
い
る

)
競

技
歴

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

こ
れ

ま
で

の
最

高
成

績
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

あ
な

た
の

目
標

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

4
.5
%

-
0
.3
%

-
5
.4
%

0
.9
%

1
.5
%

-
1
.1
%

「
小

学
校

以
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
が

4
.5
%
の

増
。

「
中

学
校

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め

た
」
が

5
.4
%
の

減
。

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
関

す
る

意
識

・
活

動
調

査
（

競
技

選
手

）

-
3
.0
%

-
2
.1
%

-
0
.9
%

-
1
.3
%

5
.2
%

2
.2
%

1
.2
%

-
2
.1
%

-
1
.3
%

-
1
.1
%

0
.7
%

-
0
.3
%

-
1
.5
%

Ｈ
１
３
年

度
調

査
と
比

べ
て
、
そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
で
2
.2
%
～

-
2
.1
%
の

間
で
の

増
減

で
、
ほ

ぼ
変

わ
ら
な
か

っ
た
。

0
.5
%

-
0
.2
%

0
.0
%

1
.1
%

「
そ
の

他
」
が

5
.2
%
増

で
そ
の

他
は

0
.9

～
3
.0
%
ほ

ど
減

じ
た
。

各
項

目
の

回
答

数
の

割
合

（
％

表
示

）
は

、
項

目
の

回
答

数
を
回

収
総

数
で
除

し
た
も
の

で
、
複

数
回

答
が

あ
る
場

合
、
同

じ
項

目
の

割
合

の
合

計
が

１
０
０
に
は

な
ら
な
い
。

「
小

学
校

入
学

以
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
内

訳 空
手

道
１

ゴ
ル

フ
１

馬
術

１
レ
ス
リ
ン
グ

１
新

体
操

２
ス
キ
ー

２
な
ぎ
な
た

２
野

球
２

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

２
剣

道
３

サ
ッ
カ
ー

３
柔

道
６

体
操

７
テ
ニ
ス

９

「
大

学
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
内

訳

陸
上

競
技

１
山
岳

１
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

１
セ
ー
リ
ン
グ

１
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

１
ホ
ッ
ケ
ー

１
馬
術

３
ゴ
ル

フ
３

ボ
ー
ト

９

目
標

「そ
の

他
」の

回
答

国
民

体
育

大
会

に
出

場
す
る
こ
と

国
体

入
賞

関
東

大
会

上
位

入
賞

登
録

メ
ン
バ

ー
に
入

る
こ
と

自
分

の
目

標
タ
イ
ム
を
達

成
す
る
こ
と

周
り
の

人
に
憧

れ
ら
れ

る
よ
う
な
選

手
に
な
り
た
い

全
国

大
会

出
場

全
国

大
会

で
入

賞
す
る
こ
と

納
得

の
い
く成

績
を
残

す
こ
と
、
維

持
す
る
こ
と

県
競

技
力

の
維

持
、
向

上
人

間
形

成

精
一

杯
頑

張
る

思
案

中
な
ど
（※

同
じ
よ
う
な
内

容
は

ま
と
め
た
）

現
在

の
競

技
歴

2
3

2
1

5
6

1
9
3

1
6
0 1
2
1

最
高

成
績

1
3
1

2
2
0

1
3
4

3
4

4
4

目
標

2

3

2
0

8
3 1
1
1

そ
の

他
※

記
述

し
て
く
だ
さ
い
。
,
3
2

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ

ダ
ル

を
取

る
こ
と
,
9

国
内

の
プ
ロ
リ
ー

グ
等

で
活

躍
す
る

こ
と
,
4

海
外

の
プ
ロ
リ
ー

グ
等

で
活

躍
す
る

こ
と
,
9

2
8

2
9

2
3
9
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問
４ ア
）
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い

2
3
3

4
0
.6
%

イ
）
指

導
者

と
し
て
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
に
か

か
わ

り
続

け
た
い

1
6
2

2
8
.2
%

ウ
）
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い

1
7
7

3
0
.8
%

エ
）
現

在
と
は

違
う
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み

た
い

5
6

9
.8
%

オ
）
ス
ポ
ー
ツ
に
は

か
か

わ
ら
な
い
つ
も
り
で
あ
る

（
仕

事
等

の
関

係
で
か

か
わ

れ
な
い
と
思

う
、
な
ど
）

3
1

5
.4
%

カ
）
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い

1
4
4

2
5
.1
%

キ
）
そ
の
他

※
記

述
し
て
く
だ
さ
い
。

9
1
.6
%

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
５

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
所

属
し
て
い
る
部

・
ク
ラ
ブ
（
学

校
、
会

社
）
の

施
設

で
練

習
し
て
い
る

3
4
0

5
9
.2
%

6
3

イ
）
県

、
市

町
村

等
の

公
共

施
設

、
学

校
開

放
の

施
設

で
練

習
し
て
い
る

1
2
8

2
2
.3
%

2
7
.4

ウ
）
民

間
の

ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
練

習
し
て
い
る

8
8

1
5
.3
%

7
.3

エ
）
そ
の

他
2
3

4
.0
%

2
.2

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
６

あ
な

た
の

指
導

ス
タ

ッ
フ

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
に

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
部

・
ク
ラ
ブ
の

監
督

・
コ
ー
チ
か

ら
指

導
を
受

け
て
い
る

4
3
6

7
6
.0
%

8
0
.3

イ
）
部

・
ク
ラ
ブ
以

外
の

指
導

者
か

ら
指

導
を
受

け
て
い
る

9
1

1
5
.9
%

1
4

ウ
）
そ
の

他
7
1

1
2
.4
%

5
.7

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
７

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
必

要
で
あ
る

4
1
6

7
2
.5
%

8
0
.1

イ
）
必

要
で
な
い

1
9

3
.3
%

2
.7

ウ
）
わ

か
ら
な
い

1
3
9

2
4
.2
%

1
7
.2

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
８

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
練

習
、
試

合
、
合

宿
、
遠

征
等

に
か

か
る
宿

泊
費

、
交

通
費

等
の

経
費

5
0
4

8
7
.8
%

8
4
.7

イ
）
ス
ポ
ー
ツ
用

具
・
消

耗
品

等
（
シ
ュ
ー
ズ
、
ウ
エ
ア
ー
、

ボ
ー
ル

、
ラ
ケ
ッ
ト
等

）
の

経
費

4
2
8

7
4
.6
%

7
6
.7

ウ
）
コ
ー
チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
等

に
支

払
う
謝

金
（
月

謝
）

3
3

5
.7
%

9
.8

エ
）
練

習
施

設
の

使
用

料
1
1
2

1
9
.5
%

1
5
.3

オ
）
選

手
登

録
料

、
資

格
（
段

）
審

査
・
認

定
料

、
各

種
負

担
金

1
2
4

2
1
.6
%

2
4

カ
）
医

療
費

（
テ
ー
ピ
ン
グ
テ
ー
プ
、
医

薬
品

等
含

む
）

1
5
4

2
6
.8
%

3
0
.2

キ
）
栄

養
補

助
食

品
、
ビ
タ
ミ
ン
剤

等
に
か

か
る
経

費
8
5

1
4
.8
%

1
8
.5

ク
）
そ
の

他
3
4

5
.9
%

2
.4

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

あ
な

た
の

主
な

練
習

施
設

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

日
ご

ろ
の

練
習

・
試

合
等

で
最

も
か

か
る

経
費

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

３
つ

選
び

○
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
）

3
.1
%

-
2
.1
%

将
来

の
あ
な
た
の

ス
ポ
ー
ツ
と
の

か
か

わ
り
に
つ
い
て
思

う
も
の

を
、
該

当
す
る
も
の

全
て
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

-
3
.8
%

「
民

間
の

ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
練

習
」
が

8
.0
%
の

増
で
あ
っ
た
。

-
5
.1
%

8
.0
%

1
.8
%

-
4
.3
%

1
.9
%

6
.7
%

-
7
.6
%

選
手

に
対

し
、

健
康

・
心

理
等

医
・

科
学

全
般

に
わ

た
り

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く

、
ス

ポ
ー

ツ
医

・
科

学
サ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

び
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

医
・
科

学
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
7
0
%
以

上
が

「
必

要
で
あ
る
」
と
回

答
し
た
。

■
部

・
ク
ラ
ブ
の

監
督

コ
ー
チ
ま
た
は

そ
れ

以
外

の
指

導
者

の
両

方
か

ら
指

導
を
受

け
て
い
る
も
の

と
含

む
。

0
.6
%

7
.0
%

-
4
.1
%

4
.2
%

-
2
.4
%

-
3
.4
%

-
3
.7
%

3
.5
%

Ｈ
１
３
年
度
調
査
と
4
.2
％
～

-
3
.7
％
の
間
で

増
減
が
み
ら
れ
た
。

「
合
宿
等
に
か
か
る
宿
泊
費
・
交
通
費
」
で

3
.1
%
、
「
練
習
施
設
の
使
用
料
」
で
4
.2
％
の

増
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は

2
.1
%
～
4
.1
％
減

じ
た
。

か
か
る
経
費
の
順
は
、

「
練
習
、
試
合
、
合
宿
、
遠
征
等
に
か
か
る

宿
泊
費
、
交
通
費
等
の
経
費
」
8
7
.8
%

「
ス
ポ
ー
ツ
用
具
・
消
耗
品
等
の
経
費
」

7
4
.6
%

「
医
療
費

(ﾃ
ｰ
ﾋ
ﾟﾝ
ｸ
ﾞﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ、
医
薬
品
等
含

む
）
」
2
6
.8
%
で
あ
っ
た
。

※
別

紙
で
詳

細
を
参

照

自
分
の
体
力
が
続

く
か
ぎ
り
続
け
て
、
自
分
の
子
供
に
も
同
じ
競
技
を
し
て
欲
し
い

か
か

わ
り

「
そ
の
他

」
の

回
答

ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
こ
と
も
楽
し
み
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

何
ら
か

の
形
で
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
と
係
わ
り
た
い
。

協
会
の
会
長
に
な
り
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
な
ら
な
ん
で
も
い
い
の
で
か
か
わ
っ
て
い
た
い
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
趣
味
な
ど
で
や
り
た
い
。

将
来

の
ス
ポ
ー
ツ
と
の

か
か

わ
り

1
6
2

1
4
4

9

2
3
3

ス
ポ
ー
ツ
に
は

か
か

わ
ら
な
い
つ
も
り

で
あ
る

（
仕

事
等

の
関

係
で
か

か

わ
れ

な
い
と
思

う
、
な
ど
）
,

3
1

5
6

1
7
7

主
な
練

習
施

設

3
4
0

1
2
8

2
3

8
8

指
導

ス
タ
ッ
フ

9
1

4
3
6

7
1

ス
ポ
ー
ツ
医

・
科

学
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て

1
9

4
1
6

1
3
9

最
も
か

か
る
経

費
に
つ
い
て

5
0
4

4
2
8

3
3 1
1
2

1
2
4

1
5
4

8
5

3
4

練
習

、
試

合
、
合

宿
、
遠

征
等

に
か

か
る
宿

泊
費

、
交

通
費

等
の

経
費

ス
ポ
ー
ツ
用

具
・
消

耗
品

等
（
シ
ュ
ー
ズ
、
ウ
エ
ア
ー
、

ボ
ー
ル

、
ラ
ケ
ッ
ト
等

）
の

経
費

コ
ー
チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
等

に
支

払
う
謝

金
（
月

謝
）

練
習

施
設

の
使

用
料

選
手

登
録

料
、
資

格
（
段

）
審

査
・
認

定
料

、
各

種
負

担
金

医
療

費
（
テ
ー
ピ
ン
グ
テ
ー
プ
、
医

薬
品

等
含

む
）

栄
養

補
助

食
品

、
ビ
タ
ミ
ン
剤

等
に
か

か
る
経

費

そ
の

他

文
部

科
学

省
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

ド
ー
ピ
ン
グ
の

防
止

に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
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問
９ ア
）
知

っ
て
い
る

2
9
0

5
0
.5
%

2
8
.7

イ
）
知
ら
な
い

2
8
3

4
9
.3
%

7
1
.3

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

問
１
０

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
ク
ラ
ブ
の

目
的

・
趣

旨
等

を
知

っ
て
い
る

6
9

1
2
.0
%

6
.3

イ
）
聞

い
た
こ
と
が

あ
る

1
9
2

3
3
.4
%

2
7
.9

ウ
）
ま
っ
た
く
知

ら
な
い

3
1
1

5
4
.2
%

6
5
.8

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

問
１
１

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

ア
）
ク
ラ
ブ
が

設
立

さ
れ

れ
ば

、
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
活

動
し
た
い

2
7

4
.7
%

2
6
.2

イ
）
ク
ラ
ブ
が

設
立

さ
れ

て
も
、
現

在
の

所
属

チ
ー
ム
で
活

動
し

た
い

7
5

1
3
.1
%

3
5
.7

ウ
）
ク
ラ
ブ
と
所

属
チ
ー
ム
の

両
方

で
活

動
し
た
い

3
9

6
.8
%

3
8
.1

回
答

数
回

答
率

問
１
２

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

な
お

、
該

当
し

な
い

項
目

に
つ

い
て

は
、

○
を

付
け

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

項
目

１
）
該

当
し
な
い

(未
回

答
)

２
）
そ
れ

ほ
ど
問

題
で
な

い

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ
る

４
）
大

変
深

刻
な

問
題

で
あ
る

１
）
該

当
し
な
い

(未
回

答
)

２
）
そ
れ

ほ
ど
問

題
で
な

い

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ
る

４
）
大

変
深

刻
な

問
題

で
あ
る

３
）
＋

４
）

該
当

し
な
い

(未
回

答
)

そ
れ

ほ
ど

問
題

で
な
い

深
刻

な
問

題
で

あ
る

大
変

深
刻

な
問

題
で
あ
る

深
刻

な
問

題
で

あ
る
＋

大
変

深
刻

な
問

題
で
あ
る

ア
）
練

習
時
間
の
確
保

1
5
7

2
4
4

1
2
5

4
6

2
7
.4
%

4
2
.5
%

2
1
.8
%

8
.0
%

2
9
.8
%

1
3
.2

5
7
.3

1
9
.7

9
.8

2
9
.5

イ
）
日

常
的

に
利

用
で
き
る
練

習
会

場
2
1
1

2
5
5

7
4

3
4

3
6
.8
%

4
4
.4
%

1
2
.9
%

5
.9
%

1
8
.8
%

1
6
.4

5
8
.2

1
7
.3

8
.1

2
5
.4

ウ
）
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
が
上
達
し
な
い

1
7
6

2
1
8

1
3
1

4
8

3
0
.7
%

3
8
.0
%

2
2
.8
%

8
.4
%

3
1
.2
%

エ
）
指

導
者
と
の
関
係

2
9
6

2
3
7

2
3

1
8

5
1
.6
%

4
1
.3
%

4
.0
%

3
.1
%

7
.1
%

1
9
.9

6
6

8
.3

5
.8

1
4
.1

オ
）
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
関
係

3
0
1

2
3
8

2
1

1
4

5
2
.4
%

4
1
.5
%

3
.7
%

2
.4
%

6
.1
%

カ
）
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
等

の
ス
タ
ッ
フ

3
1
1

2
0
0

4
7

1
5

5
4
.2
%

3
4
.8
%

8
.2
%

2
.6
%

1
0
.8
%

2
6
.4

5
1
.4

1
5
.7

6
.6

2
2
.3

キ
）
最

新
の

指
導

方
法

等
の

情
報

2
5
7

2
4
0

5
5

2
0

4
4
.8
%

4
1
.8
%

9
.6
%

3
.5
%

1
3
.1
%

2
3
.3

5
6

1
5
.3

5
.4

2
0
.7

ク
）
経
済
的
な
負
担

1
4
4

2
0
7

1
3
5

8
7

2
5
.1
%

3
6
.1
%

2
3
.5
%

1
5
.2
%

3
8
.7
%

1
7
.8

4
1
.5

2
3
.4

1
7
.4

4
0
.8

ケ
）
会
社
・
学
校
の
理
解

2
3
5

2
2
1

8
3

3
5

4
0
.9
%

3
8
.5
%

1
4
.5
%

6
.1
%

2
0
.6
%

2
2

5
5
.9

1
1
.7

1
0
.3

2
2

コ
）
家
庭
の
理
解

2
7
3

2
4
6

3
9

1
6

4
7
.6
%

4
2
.9
%

6
.8
%

2
.8
%

9
.6
%

2
0
.9

6
9
.3

6
.5

3
.4

9
.9

サ
）
将
来
へ
の
不
安
感

2
0
7

2
1
8

1
0
4

4
5

3
6
.1
%

3
8
.0
%

1
8
.1
%

7
.8
%

2
6
.0
%

回
答

数
回

答
率

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

Ｈ
１

３
年

度
比

（
－

は
減

）

5
.7
%

文
部

科
学

省
「

ス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

ド
ー

ピ
ン

グ
の

防
止

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
２

０
０

７
年

5
月

策
定

）
」

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
を

１
つ

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

文
部

科
学

省
で

は
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

基
本

計
画

の
中

で
、

２
０

１
０

年
ま

で
に

、
全

国
の

各
市

区
町

村
で

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

「
以

下
、

ク
ラ

ブ
」

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
標

に
し

て
い

ま
す

が
、

ク
ラ

ブ
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

び
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

問
１

０
で

ア
）

と
答

え
た

方
の

み
、

該
当

す
る

も
の

を
１

つ
選

び
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

ク
ラ
ブ
の
目
的
を
「
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
割
合
が

1
１
．
6
%
減
じ
た
。

Ｈ
１
３
年
度
調
査
と
設
問
を
若
干
変
え
た

が
、
ド
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は
半
数
が

「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

■
興
味
や
関
心
だ
け
で
な
く
、
国
体
で
の

ド
ー
ピ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
実
施
の
た
め
選

手
へ
の
周
知
が
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

2
1
.8
%

-
2
2
.0
%

5
.5
%

-
1
1
.6
%

問
１
０
で
イ
）
ウ
）
と
答
え
た
場
合
で
問
１
１

に
回
答
し
た
も
の
も
含
め
た
。

■
今
回
の
調
査
の
比
率
は
回
収
数
の
中

の
割
合
を
表
し
た
た
め
Ｈ
１
３
年
度
と
の
比

較
は
で
き
な
い
。

あ
な

た
が

現
在

、
問

題
だ

と
感

じ
て

い
る

事
項

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。

下
段

は
Ｈ

１
３

調
査

比
（

－
は

減
）

問
８

ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
に
対

す
る
日

本
オ
リ
ピ
ッ
ク
委

員
会

の
方

針
等

に
つ
い
て
、

該
当

す
る
も
の

に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が

現
在

抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
該

当
す
る

も
の

を
１
つ
選

び
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

1
4.
2
%

-1
4.
8%

2.
1%

-1
.8
%

0.
3%

2
0.
4
%

-1
3.
8%

-4
.4
%

-2
.2
%

-6
.6
%

3
1.
7
%

-2
4.
7%

-4
.3
%

-2
.7
%

-7
.0
%

2
7.
8
%

-1
6.
6%

-7
.5
%

-4
.0
%

-1
1.
5%

2
1.
5
%

-1
4.
2%

-5
.7
%

-1
.9
%

-7
.6
%

7.
3
%

-5
.4
%

0.
1%

-2
.2
%

-2
.1
%

1
8.
9
%

-1
7.
4%

2.
8%

-4
.2
%

-1
.4
%

2
6.
7
%

-2
6.
4%

0.
3%

-0
.6
%

-0
.3
%

Ｈ
１
９

あ
な
た
が

現
在

、
問

題
だ
と
感

じ
て
い
る
事

項

1
5
7 2
1
1

1
7
6

2
9
6

3
0
1

3
1
1

2
5
7

1
4
4 2
3
5 2
7
3

2
0
7

2
4
4

2
5
5

2
1
8

2
3
7

2
3
8

2
0
0

2
4
0

2
0
7

2
2
1 2
4
6

2
1
8

1
2
5 7
4

1
3
1

2
3 2
1

4
7

5
5

1
3
5

8
3

3
9

1
0
4

4
6 3
4

4
8 1
8 1
4

1
5

2
0

8
7

3
5 1
6

4
5

練
習

時
間

の
確

保

日
常

的
に
利

用
で
き
る
練

習
会

場

取
り
組

ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
が

上
達

し
な
い

指
導

者
と
の

関
係

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の

関
係

ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
等

の
ス
タ
ッ

フ

最
新

の
指

導
方

法
等

の
情

報

経
済

的
な
負

担

会
社

・
学

校
の

理
解

家
庭

の
理

解

将
来

へ
の

不
安

感

１
）
該

当
し
な

い (未
回

答
)

２
）
そ

れ
ほ

ど
問

題
で
な

い ３
）
深

刻
な

問
題

で
あ
る

４
）
大

変
深

刻
な

問
題

で
あ
る

文
部

科
学

省
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

ド
ー
ピ
ン
グ
の

防
止

に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

2
9
0

2
8
3

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

1
9
2

3
1
1

6
9

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

の
か

か
わ

り
に
つ
い
て

2
7

3
9

7
5
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問
１
３

Ｈ
１
９
調

査
に
対

応
す
る
Ｈ
１
３
調

査
回

答
(％

)

項
目

未
回

答
１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

未
回

答
１
）
現

状
で
よ
い

２
）
期

待
す
る

３
）
大

い
に
期

待
す
る

３
）
＋

４
）

現
状

で
よ
い

期
待

す
る

大
い

に
期

待
す

る

期
待

す
る ＋

大
い

に
期

待
す
る

ア
）
新

た
な
施
設
の
整
備

3
7

1
9
0

1
7
2

1
7
5

6
.4
%

3
3
.1
%

3
0
.0
%

3
0
.5
%

6
0
.5
%

3
1
.3

3
1
.8

3
6
.9

6
8
.7

イ
）
既
存
施
設
の
整
備
・
有
効
活
用

5
0

1
6
1

2
0
1

1
6
2

8
.7
%

2
8
.0
%

3
5
.0
%

2
8
.2
%

6
3
.2
%

3
3
.2

3
7

2
9
.9

6
6
.9

ウ
）
施
設
利
用
料
の
軽
減
化

5
3

1
9
6

1
6
1

1
6
4

9
.2
%

3
4
.1
%

2
8
.0
%

2
8
.6
%

5
6
.6
%

3
5
.4

2
9
.8

3
4
.8

6
4
.6

エ
）
練

習
・
合
宿
等
に
対
す
る
資
金
面
で
の
支
援

3
0

1
0
0

1
9
4

2
5
0

5
.2
%

1
7
.4
%

3
3
.8
%

4
3
.6
%

7
7
.4
%

1
8
.3

2
9
.9

5
1
.9

8
1
.8

オ
）
指

導
者
の
養
成
・
派
遣

4
9

2
6
4

1
5
6

1
0
5

8
.5
%

4
6
.0
%

2
7
.2
%

1
8
.3
%

4
5
.5
%

4
5
.3

2
6
.8

2
7
.9

5
4
.7

カ
）
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
養

成
・
派
遣

5
0

2
3
5

1
9
0

9
9

8
.7
%

4
0
.9
%

3
3
.1
%

1
7
.2
%

5
0
.3
%

3
5
.5

3
6
.8

2
7
.7

6
4
.5

キ
）
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供

5
5

2
0
7

2
1
0

1
0
2

9
.6
%

3
6
.1
%

3
6
.6
%

1
7
.8
%

5
4
.4
%

3
6
.3

3
7
.4

2
6
.4

6
3
.8

ク
）
各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
促
進

5
4

1
8
9

2
0
4

1
2
7

9
.4
%

3
2
.9
%

3
5
.5
%

2
2
.1
%

5
7
.7
%

3
2
.2

3
8

2
9
.8

6
7
.8

ケ
）
ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
の
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み

4
9

1
4
8

2
0
9

1
6
8

8
.5
%

2
5
.8
%

3
6
.4
%

2
9
.3
%

6
5
.7
%

2
3
.8

3
9

3
7
.2

7
6
.2

コ
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

5
6

2
2
7

2
1
0

8
1

9
.8
%

3
9
.5
%

3
6
.6
%

1
4
.1
%

5
0
.7
%

3
6
.1

4
2
.3

2
1
.6

6
3
.9

サ
）
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

5
2

2
1
0

1
8
5

1
2
7

9
.1
%

3
6
.6
%

3
2
.2
%

2
2
.1
%

5
4
.4
%

3
3
.2

3
4
.9

3
1
.9

6
6
.8

シ
）
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
間
の
連
携
促
進

5
9

2
5
7

1
8
2

7
6

1
0
.3
%

4
4
.8
%

3
1
.7
%

1
3
.2
%

4
4
.9
%

4
5
.9

3
5
.5

1
8
.7

5
4
.2

ス
）
学

校
体
育
施
設
開
放
の

推
進

6
2

2
4
4

1
7
1

9
7

1
0
.8
%

4
2
.5
%

2
9
.8
%

1
6
.9
%

4
6
.7
%

4
4
.7

3
1
.1

2
4
.2

5
5
.3

セ
）
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
セ
ン
タ
ー
の
整
備

5
6

2
2
0

1
9
5

1
0
3

9
.8
%

3
8
.3
%

3
4
.0
%

1
7
.9
%

5
1
.9
%

3
4
.5

3
5
.2

3
0
.3

6
5
.5

ソ
）
ス
ポ
ー
ツ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
充
実

6
1

2
2
8

2
0
2

8
3

1
0
.6
%

3
9
.7
%

3
5
.2
%

1
4
.5
%

4
9
.7
%

3
7
.7

3
8
.4

2
3
.9

6
2
.3

タ
）
会

議
室

・
宿

泊
施

設
等

を
有

し
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

5
3

1
7
7

2
0
5

1
3
9

9
.2
%

3
0
.8
%

3
5
.7
%

2
4
.2
%

5
9
.9
%

2
8
.8

3
2
.8

3
8
.4

7
1
.2

回
答

数
回

答
率

あ
な

た
が

県
に

期
待

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
下

段
は

Ｈ
１

３
調

査
比

（
－

は
減

）

1.
8%

-1
.8
%

-6
.4
%

-8
.2
%

-5
.2
%

-2
.0
%

-1
.7
%

-3
.7
%

-1
.3
%

-1
.8
%

-6
.2
%

-8
.0
%

-0
.9
%

3.
9%

-8
.3
%

-4
.4
%

0.
7%

0.
4%

-9
.6
%

-9
.2
%

5.
4%

-3
.7
%

-1
0.
5%

-1
4.
2%

-0
.2
%

-0
.8
%

-8
.6
%

-9
.4
%

0.
7%

-2
.5
%

-7
.7
%

-1
0.
1%

2.
0%

-2
.6
%

-7
.9
%

-1
0.
5%

3.
4%

-5
.7
%

-7
.5
%

-1
3.
2%

3.
4%

-2
.7
%

-9
.8
%

-1
2.
4%

-1
.1
%

-3
.8
%

-5
.5
%

-9
.3
%

-2
.2
%

-1
.3
%

-7
.3
%

-8
.6
%

3.
8%

-1
.2
%

-1
2.
4%

-1
3.
6%

2.
0%

-3
.2
%

-9
.4
%

-1
2.
6%

2.
0%

2.
9%

-1
4.
2%

-1
1.
3%

Ｈ
１
９

あ
な
た
が

県
に
期

待
す
る
こ
と

3
7 5
0 5
3

3
0 4
9 5
0 5
5

5
4

4
9 5
6

5
2 5
9 6
2

5
6 6
1

5
3

1
9
0

1
6
1 1
9
6

1
0
0

2
6
4

2
3
5

2
0
7

1
8
9

1
4
8

2
2
7

2
1
0 2
5
7

2
4
4

2
2
0

2
2
8

1
7
7

1
7
2

2
0
1 1
6
1

1
9
4

1
5
6

1
9
0

2
1
0

2
0
4

2
0
9

2
1
0

1
8
5

1
8
2

1
7
1

1
9
5 2
0
2

2
0
5

1
7
5

1
6
2

1
6
4

2
5
0

1
0
5

9
9

1
0
2

1
2
7

1
6
8

8
1

1
2
7 7
6

9
7

1
0
3 8
3

1
3
9

新
た
な
施

設
の

整
備

既
存

施
設

の
整

備
・
有

効
活

用

施
設

利
用

料
の

軽
減

化

練
習

・
合

宿
等

に
対

す
る
資

金
面

で
の

支
援

指
導

者
の

養
成

・
派

遣

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の

養
成

・
派

遣

ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
必

要
な
情

報
の

提
供

各
市

町
村

の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の

促
進

ス
ポ
ー
ツ
人

口
拡

大
の

た
め
の

積
極

的
な
取

り
組

み

総
合

型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成

大
規

模
な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の

開
催

ス
ポ
ー
ツ
関

係
団

体
間

の
連

携
促

進

学
校

体
育

施
設

開
放

の
推

進

ス
ポ
ー
ツ
医

・
科

学
セ
ン
タ
ー
の

整
備

ス
ポ
ー
ツ
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

・
充

実

会
議

室
・
宿

泊
施

設
等

を
有

し
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
整

備

未 回 答 １
）

現 状 で よ い ２
）

期 待 す る ３
）

大 い に 期 待 す る
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問 回
収

数
７
割

が
回

答
５
割
が
回

答
３
割
が
回

答

5
7
4

0
.7

0
.5

0
.3

複
数
回
答

の
た
め

合
計
≠
回

収
数

複
数
回
答

の
た
め

合
計
≠

1
0
0
%

小
学
校

入
学
前

か
ら
現

在
の
競

技
を
は
じ

め
た

小
学
校

か
ら
現

在
の
競

技
を
は
じ

め
た

中
学
校

か
ら
現

在
の
競

技
を
は
じ

め
た

高
校
か

ら
現
在

の
競
技

を
は
じ
め

た

大
学
か

ら
現
在

の
競
技

を
は
じ
め

た

そ
の
他

#
1

県
大
会

で
上
位

入
賞
（
１

～
４
位
）

し
た
こ
と

が
あ
る

関
東
大

会
で
入

賞
（
１
～

８
位
）
し

た
こ
と
が

あ
る

全
国
大

会
で
入

賞
（
１
～

８
位
）
し

た
こ
と
が

あ
る

日
本
代

表
選
手
と

し
て
国
際

試
合
に

出
場
し
た

こ
と
が
あ

る

そ
の
他

#
2

県
大
会

で
優
勝

す
る
こ
と

関
東
大

会
で
優

勝
す
る
こ

と

全
国
大

会
で
優

勝
す
る
こ

と

大
学
・
実

業
団
リ
ー

グ
で
優

勝
す
る
こ

と

日
本
代

表
に
な
る

こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に

出
場
す

る
こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を

取
る
こ
と

日
本

記
録

を
樹

立
す
る
こ

と

世
界

記
録

を
樹

立
す
る
こ

と

国
内

の
プ
ロ
リ
ー

グ
等

で
活

躍
す

る
こ
と

海
外

の
プ
ロ
リ
ー

グ
等

で
活

躍
す

る
こ
と

そ
の

他
#
3
※

記
述

し
て
く

だ
さ
い
。

所
属

し
て

い
る
部

・
ク
ラ
ブ

（
学

校
、

会
社

）
の

施
設

で
練

習
し
て

い
る

県
、
市

町
村

等
の

公
共

施
設

、
学

校
開

放
の

施
設

で
練

習
し
て

い
る

民
間

の
ス
ポ
ー
ツ

施
設

で
練

習
し
て

い
る

そ
の

他
#
5

部
・
ク
ラ

ブ
の

監
督

・
コ
ー

チ
か

ら
指

導
を
受

け
て
い
る

部
・
ク
ラ

ブ
以

外
の

指
導

者
か

ら
指

導
を
受

け
て
い
る

そ
の

他
#
6

ア
）

成
年

男
子

1
7
5

3
0
.5
%

1
7

4
9

3
6

4
7

1
0

1
6

5
7

3
7

5
4

1
6

9
2
1

3
0

7
8

1
0

9
6

3
3

1
0

4
7

7
5

6
0

3
5

9
1
0
4

3
3

4
2

イ
）

成
年

女
子

1
0
3

1
7
.9
%

4
3
9

2
7

1
5

1
1

7
2
7

1
8

3
1

1
4

1
2

1
2

1
4

3
4

1
4

6
8

2
0

0
1

1
1
2

4
4

3
5

2
2

3
6
9

1
5

2
3

ウ
）

少
年

男
子

1
6
7

2
9
.1
%

1
8

4
9

3
2

6
8

0
0

7
7

3
8

3
3

2
1
3

3
0

3
3

7
4

1
9

4
2

0
1

2
2

8
1
2
2

2
0

1
7

8
1
5
5

1
8

3

エ
）

少
年

女
子

1
2
9

2
2
.5
%

1
7

5
6

2
6

3
0

0
0

5
9

3
8

1
6

2
1
0

2
0

3
4

5
3

4
4

2
2

0
0

1
2

5
9
9

1
3

1
4

3
1
0
8

2
5

3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

回
答

計
5
6

1
9
3

1
2
1

1
6
0

2
1

2
3

2
2
0

1
3
1

1
3
4

3
4

4
4

8
3

1
1
1

2
3
9

2
9

2
8

2
0

9
3

2
4

9
3
2

3
4
0

1
2
8

8
8

2
3

4
3
6

9
1

7
1

全
体

の
概

要

各
種

別
ご
と
に

み
た

「
競

技
歴

」
「
成

績
」
「
目

標
」
「
練

習
施

設
」
「
指

導
ス

タ
ッ
フ
」

の
内

訳

“
小

学
校

入
学

前
か

ら
”
“
小

学
校

か
ら
”
「
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
も
の

の
割

合
が

最
も
高

か
っ
た
の

は
少

年
女

子
で
５
９
％

、
次

い
で
少

年
男

子
５
７
％

、
成

年
男

子
５
５
％

で
あ
り
、
成

年
女

子
の

２
７
％

が
最

も
低

か
っ
た
。

競
技

の
特

性
に
も
よ
る
が

、
「
高

校
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
選

手
は

男
子

の
方

が
多

く
、
少

年
男

子
で
そ
の

う
ち
の

４
３
％

、
成

年
男

子
で
２
９
％

と
、
約

７
割

を
占

め
る
結

果
と
な
っ
た
。

成
年

男
子

、
成

年
女

子
と
も
に
、
全

国
大

会
で
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
も
の

が
３
０
％

を
占

め
た
。

選
手

の
目

標
を
各

種
別

ご
と
に
み

る
と

「
全

国
大

会
で
優

勝
す
る
こ
と
」
が

目
標

と
回

答
し
た
も
の

は
、
成

年
男

子
が

４
５
％

、
少

年
男

子
が

４
４
％

、
少

年
女

子
が

４
１
％

、
成

年
女

子
が

３
３
％

で
あ
っ
た
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
こ
と
」
が

目
標

で
あ
る
と
回

答
し
た
も
の

は
、
成

年
女

子
が

８
％

、
成

年
男

子
が

３
％

、
少

年
男

子
、
少

年
女

子
が

そ
れ

ぞ
れ

２
％

で
あ
っ
た
。

主
な
練

習
施

設
に
つ
い
て

少
年

男
子

、
少

年
女

子
と
も
７
割

以
上

が
学

校
の

施
設

で
練

習
し
て
い
る

と
回

答
し
た
。

成
年

男
子

、
成

年
女

子
は

学
校

・
会

社
で
練

習
し
て
い
る
と
そ
れ

ぞ
れ

４
割

が
回

答
し
、
３
割

は
「
県

、
市

町
村

等
の

公
共

施
設

、
学

校
開

放
の

施
設

で
練

習
し
て
い
る
と
」
２
割

が
「
民

間
の

ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
…

」
と
回

答
し
た
。

学
生

は
学

校
で
、
社

会
人

は
公

共
施

設
ま
た
は

民
間

施
設

で
あ
る
こ
と

が
推

察
さ
れ

る
。

指
導

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

「
そ
の

他
」
と
回

答
し
た
５

９
％

は
成

年
男

子
で
、
３

２
％

が
成

年
女

子
で
あ
っ

た
。
選

手
自

身
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
る
こ
と
が

推
察

さ
れ

る
。

「
部

・
ク
ラ
ブ
以

外
の

指
導

者
か

ら
指

導
を
受

け
て
い

る
」
選

手
は

競
技

団
体

か
ら
指

導
を
受

け
て
い
る
こ
と

が
推

察
さ
れ

る
。

こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
た
各

種
別

ご
と
の

内
訳

は
、
成

年
男

子
：
１
７
５
名

：
３
０
．
５
％

、
成

年
女

子
：
１
０
３
名

：
１
７
．
９
％

、
少

年
男

子
：
１
６
７
名

：
２
９
．
１
％

、
少

年
女

子
：
１
２
９
名

：
２
２
．
５
％

で
あ
っ
た
。

あ
な
た
の

種
別

（
国

民
体

育
大

会
）
に
つ
い
て
、
該

当
す
る
種

別
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

成
績

競
技

歴
目

標
主

な
練

習
施

設
指

導
ス
タ
ッ
フ

「
成

年
男

子
」

１
７
５
名

の
う
ち
「
小

学
校

入
学

以
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
と
の

回
答

が
占

め
る
割

合

「
小

学
校

入
学

前
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」

５
６
名

の
う
ち
「
成

年
男

子
」
と
回

答
し
た
も
の

が
占

め
る
割

合

3
0
%
2
5
%
3
0
%
2
9
%
4
8
%
7
0
%
2
6
%
2
8
%
4
0
%
4
7
%
2
0
%
2
5
%
2
7
%
3
3
%
3
4
%
3
2
%
3
0
%
3
3
%
1
0
0
%
5
0
%
0
%
4
4
%
2
2
%
2
2
%

7
%
2
0
%
2
2
%
9
%
5
2
%
3
0
%
1
2
%
1
4
%
2
3
%
4
1
%
2
7
%
1
4
%
1
3
%
1
4
%
4
8
%
2
1
%
4
0
%
2
2
%
0
%
0
%
2
5
%
1
1
%
3
8
%
1
3
%

3
2
%
2
5
%
2
6
%
4
3
%
0
%
0
%
3
5
%
2
9
%
2
5
%
6
%
3
0
%
3
6
%
3
0
%
3
1
%
3
%
3
2
%
2
0
%
2
2
%
0
%
5
0
%
5
0
%
2
2
%
2
5
%
3
6
%

3
0
%
2
9
%
2
1
%
1
9
%
0
%
0
%
2
7
%
2
9
%
1
2
%
6
%
2
3
%
2
4
%
3
1
%
2
2
%
1
4
%
1
4
%
1
0
%
2
2
%
0
%
0
%
2
5
%
2
2
%
1
6
%
2
9
%

1
0
%
2
8
%
2
1
%
2
7
%
6
%
9
%
3
3
%
2
1
%
3
1
%
9
%
5
%
1
2
%
1
7
%
4
5
%
6
%
5
%
3
%
2
%
2
%
1
%
0
%
2
%
4
%
4
3
%

4
%
3
8
%
2
6
%
1
5
%
1
1
%
7
%
2
6
%
1
7
%
3
0
%
1
4
%
1
2
%
1
2
%
1
4
%
3
3
%
1
4
%
6
%
8
%
2
%
0
%
0
%
1
%
1
%
1
2
%
4
3
%

1
1
%
2
9
%
1
9
%
4
1
%
0
%
0
%
4
6
%
2
3
%
2
0
%
1
%
8
%
1
8
%
2
0
%
4
4
%
1
%
5
%
2
%
1
%
0
%
1
%
1
%
1
%
5
%
7
3
%

1
3
%
4
3
%
2
0
%
2
3
%
0
%
0
%
4
6
%
2
9
%
1
2
%
2
%
8
%
1
6
%
2
6
%
4
1
%
3
%
3
%
2
%
2
%
0
%
0
%
1
%
2
%
4
%
7
7
%

小
数

第
１
位

を
四

捨
五

入
し
て
％

表
示
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問
４

回
収

数
７
割

が
回

答
５
割

が
回

答
３
割

が
回

答

5
7
4

0
.7

0
.5

0
.3

複
数

回
答

の
た
め

合
計

≠
回

収
数

複
数

回
答

の
た
め

合
計

≠
1
0
0
%

成
年

男
子

成
年

女
子

少
年

男
子

少
年

女
子

小
学

校
入

学
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

小
学
校

か
ら
現
在

の
競
技
を

は
じ
め
た

中
学
校

か
ら
現
在

の
競
技
を

は
じ
め
た

高
校
か
ら

現
在
の

競
技
を
は

じ
め
た

大
学
か
ら

現
在
の

競
技
を
は

じ
め
た

そ
の
他

#
1

県
大
会

で
上
位

入
賞
（
１

～
４
位
）

し
た
こ
と

が
あ
る

関
東
大

会
で
入

賞
（
１
～
８

位
）
し
た

こ
と
が
あ

る

全
国
大

会
で
入

賞
（
１
～
８

位
）
し
た

こ
と
が
あ

る

日
本
代

表
選
手
と

し
て
国
際

試
合
に

出
場
し
た

こ
と
が
あ

る

そ
の
他

#
2

県
大
会

で
優
勝
す

る
こ
と

関
東
大

会
で
優

勝
す
る
こ

と

全
国
大

会
で
優

勝
す
る
こ

と

大
学
・
実

業
団
リ
ー

グ
で
優
勝

す
る
こ
と

日
本
代

表
に
な
る

こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る

こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を

取
る
こ
と

日
本
記

録
を
樹
立

す
る
こ
と

世
界
記

録
を
樹
立

す
る
こ
と

国
内
の
プ

ロ
リ
ー
グ

等
で
活

躍
す
る
こ

と

海
外
の
プ

ロ
リ
ー
グ

等
で
活

躍
す
る
こ

と

そ
の
他

#
3
※
記

述
し
て
く

だ
さ
い
。

ア
）

生
涯

に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い

2
3
3

4
0
.6
%

9
2

5
2

5
0

3
9

2
6

7
9

5
7

4
9

7
1
5

9
5

4
4

6
2

1
8

1
3

2
7

3
9

1
0
6

7
1
4

8
8

0
1

3
8

1
2

イ
）

指
導

者
と
し
て
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
に
か

か
わ

り
続

け
た
い

1
6
2

2
8
.2
%

7
0

2
7

3
7

2
8

2
1

7
2

3
0

2
5

5
9

6
0

3
9

4
6

1
2

3
1
6

2
7

6
7

1
0

1
6

8
3

0
1

2
3

1
0

ウ
）

現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ

め
た
い

1
7
7

3
0
.8
%

5
9

3
5

5
0

3
3

1
7

5
0

4
2

4
9

9
1
0

6
3

4
2

5
4

8
7

1
1

3
2

7
6

1
3

1
2

9
2

0
1

0
5

1
2

エ
）

現
在

と
は

違
う
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
み

た
い

5
6

9
.8
%

1
5

8
1
3

2
0

7
1
5

1
4

1
6

3
1

1
6

1
3

1
9

3
4

9
1
4

2
0

5
0

2
1

0
0

0
1

5

オ
）

ス
ポ
ー
ツ
に
は

か
か

わ
ら

な
い
つ
も
り
で
あ
る

（
仕

事
等

の
関

係
で
か

か
わ

れ
な
い
と
思

う
、
な
ど
）

3
1

5
.4
%

5
4

1
3

9
3

7
5

1
5

1
0

1
6

7
1

4
2

7
9

1
3

1
0

0
0

3
0

0
0

0

カ
）

今
の

と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な

い
1
4
4

2
5
.1
%

2
3

1
6

6
0

4
5

9
4
6

2
6

5
4

6
3

5
2

3
0

3
1

5
2
2

3
3

2
9

5
7

3
4

2
0

3
1

0
0

9

キ
）

そ
の

他
#
4
※

記
述

し
て
く

だ
さ
い
。

9
1
.6
%

0
4

2
3

0
4

3
2

0
0

3
4

0
2

0
0

3
0

0
2

0
1

0
1

0
0

2

回
答

計
1
7
5

1
0
3

1
6
7

1
2
9

5
6

1
9
3

1
2
1

1
6
0

2
1

2
3

2
2
0

1
3
1

1
3
4

3
4

4
4

8
3

1
1
1

2
3
9

2
9

2
8

2
0

9
3

2
4

9
3
2

全
体

の
概

要

か
か

わ
り
に
つ

い
て
他

の
回

答
で
細

分
化

し
て

数
値

表
示 考

察 ほ
か

競
技

成
績

で
は

「
県

大
会

で
上

位
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」

「
関

東
大

会
で
…

」
「
全

国
大

会
で
…

」
「
日

本
代

表
と
し
て
国

際
試

合
に
出

場
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回

答
し
た
そ
れ

ぞ
れ

で
「
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い
」
と
の

回
答

が
最

も
多

か
っ
た
。
「
そ
の

他
」
は

「
今

の
と
こ

ろ
、
考

え
て
い
な
い
」
が

最
も
多

か
っ
た
。

「
指

導
者

と
し
て
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
「
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ

の
競
技
成
績
の

う
ち
2
4
%
か
ら
3
7
%
が

回
答

し
た
。

目
標

で
は

、
「
県

大
会

で
優

勝
す
る
こ
と
」
を
回

答
し
た
も
の

で
は

「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
」
4
0
%
が

最
も
多

く
回

答
し

た
。 ま

た
同

じ
く
「
県

大
会

で
優

勝
す
る
こ
と
」
を
回

答
し
た
も
の

の
う
ち
「
指

導
者

と
し
て
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
「
ス

ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い
」
と
回

答
し
た
も
の
は

1
0
%
台

で
あ
る
が

、
「
関

東
大

会
で
優

勝
す
る
こ
と
」
「
全

国
大

会
で

優
勝

す
る
こ
と
」
な
ど
県

外
で
の

ス
テ
ー
ジ
で
の

活
躍

を
目

標
に
す
る
も
の

は
「
指

導
者

」
「
ひ
ろ
め
た
い
」
と
回

答
し
た
も
の

は
い
ず
れ

も
2
0
%
を
超

え
た
。

「
日

本
代

表
に
な
る
こ
と
」
が

目
標

だ
と
回

答
し
た
も
の

の
う
ち
5
7
%
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
こ
と
」
が

目
標

だ
と
回
答
し
た
も
の
の
う
ち
4
0
%
は

「
指

導
者

と
し
て
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
と
回

答
し
た
。

「
大

学
・
実

業
団

リ
ー
グ
で
優

勝
す
る
こ
と
」
が

目
標

だ
と
回

答
し
た
も
の

の
う
ち
4
5
%
、
「
日

本
代

表
に
な
る
こ

と
」
と
回
答
し
た
も
の
の
う
ち
4
3
%
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
こ
と
」
と
回

答
し
た
も
の

の
う
ち
4
5
%
が

「
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い
」
と
回

答
し
た
。

「
指

導
者

と
し
て
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
と
回

答
し
た
も
の

は
、
目

標
が

高
い
ほ

ど
そ
の

割
合

は
高

い
結

果
と

な
っ
た
。

将
来

の
ス
ポ
ー
ツ
と
の

か
か

わ
り
に
つ
い
て
、
「
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い
」
と
の

回
答

が
全

体
の

２
３
３
回

答
：
4
0
.2
%
で
最

も
多

か
っ
た
。

次
い
で
「
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い
」
3
0
.8
%
、
「
指

導
者

と
し
て
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
に
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
2
8
.2
%
で
あ
っ
た
、

「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
」
の

回
答

は
2
5
.1
%
で
あ
っ
た
。

将
来
の

あ
な
た
の

ス
ポ
ー
ツ
と
の

か
か

わ
り
に
つ
い
て
思

う
も
の

を
、
該

当
す
る
も
の

全
て
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
※

上
段

数
字

は
回

答
数

、
中

段
は

“
か

か
わ

り
の

中
で
占

め
る
割

合
”
、
下

段
は

“
か

か
わ

り
が

占
め
る
割

合
”
。

成
績

種
別

競
技

歴
目

標

「
そ
の

他
」
を
回

答
し
た
も
の

は
、
該

当
す
る

成
績

が
無

い
こ
と
か

ら
「
入

賞
が

な
い
」
も
し
く

は
「
関

東
で
な
い
他

の
地

域
」
で
あ
る
こ
と
が

推
察

さ
れ

る
が

、
「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な

い
」
と
５
割

の
回

答
が

あ
っ
た
。

目
標

は
現

時
点

で
の

競
技

力
（
成

績
）
に
か

か
わ

る
と
こ
ろ
が

大
き
い
が

、
目

標
が

高
い
方

が
将

来
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
と
の

か
か

わ
り
を
持

ち
つ
づ
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が

う
か

が
え
る
。

※
参
考
（
回
答
数
）

成
績

県
上
位
入
賞
：
２
２
０

関
東
入
賞
：
１
２
３

全
国

入
賞

：
１
０
３

目
標

県
優
勝

：
７
７

関
東
優
勝
：
１
０
５

全
国

優
勝

：
２
１
５

種
別

で
は

、
成

年
男

子
、
成

年
女

子
と
も
「
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い
」
と
の

回
答

が
最

も
多

か
っ

た
。
「
指

導
者

と
し
て
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
に
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
で

は
成
年
男
子
で
4
0
%
、
成

年
女

子
で

2
6
%
が

、
「
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ

め
た
い
」
で
は

成
年

男
子

、
成

年
女

子
と
も
3
2
%
が

回
答

し
、
い
ず
れ

も
成

年
の

方
が

少
年

よ
り
も
高

い
割

合
で
回

答
し
た
。

一
方

で
少

年
男

子
、
少

年
女

子
で

は
「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
」

が
そ
れ
ぞ
れ

3
6
%
､3
5
%
と
最

も
多

か
っ
た
。

競
技

歴
で
は

「
小

学
校

入
学

以
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」

「
小

学
校

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
選

手
は

「
ア
）
生

涯
に
わ

た
り
…

」
「
イ
）
指

導
者

と
し
て
…

」
「
ウ
）

…
ひ
ろ
め
た
い
」
「
エ
）
違

う
ス
ポ
ー
ツ
…

」
「
オ
）
…

か
か

わ
ら
な
い
」
の

順
で
回

答
が

多
か

っ
た
が

、
「
中

学
校

か
ら
は

じ
め
た
」
「
高

校
か

ら
は

じ
め
た
」
「
大

学
か

ら
は

じ
め
た
」
選

手
は

「
ア
）
」
「
ウ
）
」
「
イ
）
」
「
エ
）
」
「
オ
）
」
の

順
と
な
り
、
「
指

導
者

と
し
て
か

か
わ

り
続

け
た
い
」
と
「
ス

ポ
ー
ツ
を
ひ
ろ
め
た
い
」
の

順
が

逆
転

し
た
。
（
回

答
項

目
カ
）
キ
）
除

く
）

「
高

校
か

ら
…

は
じ
め
た
」
と
回

答
し
た
も
の

の
う
ち
最

も
多

く
回

答
し
た
の

が
「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
」

3
4
%
で
あ
っ
た
。

「
大

学
か

ら
…

は
じ
め
た
」
で
は

「
現

在
の

ス
ポ
ー
ツ

を
ひ
ろ
め
た
い
」
4
3
%
が

最
も
多

く
回

答
し
た
。

少
年

種
別

で
は

、
将

来
像

に
つ
い

て
の

見
通

し
が

持
ち
に
く
い
こ
と
が

推
察

さ
れ

る
。
ま
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

し
て
の

可
能

性
を
自

分
に
自

覚
し
て

い
る
こ
と
か

ら
も
選

手
と
し
て
の

自
分

自
身

に
つ
い
て
は

イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
と
思

わ
れ

る
。
ま
た
、
進

路
と

も
大

き
く
係

わ
っ
て
い
る
は

ず
で
あ

る
。

小
学

校
か

ら
続

け
て
い
る
選

手
の

方
が

そ
れ

以
降

に
は

じ
め
た
選

手
よ
り
「
指

導
者

」
と
し
て
の

意
識

を
持

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
高

校
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
選

手
は

、
「
指

導
者

と
し
て
…

」
と
の

回
答

が
他

の
競

技
歴

よ
り
低

く
、
「
今

の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
」
が

他
の

競
技

歴
よ

り
も
高

か
っ
た
。
活

動
中

の
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
“
愛

着
”
に
係

わ
る
こ
と
か

も
し
れ

な
い
し
、
進

路
問

題
と
も

か
か

わ
る
も
の

か
も
し
れ

な
い
。

5
3
%
5
0
%
3
0
%
3
0
%
4
6
%
4
1
%
4
7
%
3
1
%
3
3
%
6
5
%
4
3
%
3
4
%
4
6
%
5
3
%
3
0
%
3
3
%
3
5
%
4
4
%
2
4
%
5
0
%
4
0
%
8
9
%
0
%
5
0
%

4
0
%
2
6
%
2
2
%
2
2
%
3
8
%
3
7
%
2
5
%
1
6
%
2
4
%
3
9
%
2
7
%
3
0
%
3
4
%
3
5
%
7
%
1
9
%
2
4
%
2
8
%
3
4
%
5
7
%
4
0
%
3
3
%
0
%
5
0
%

3
4
%
3
4
%
3
0
%
2
6
%
3
0
%
2
6
%
3
5
%
3
1
%
4
3
%
4
3
%
2
9
%
3
2
%
4
0
%
2
4
%
1
6
%
1
3
%
2
9
%
3
2
%
4
5
%
4
3
%
4
5
%
2
2
%
0
%
5
0
%

9
%
8
%
8
%
1
6
%
1
3
%
8
%
1
2
%
1
0
%
1
4
%
4
%
7
%
1
0
%
1
4
%
9
%
9
%
1
1
%
1
3
%
8
%
1
7
%
0
%
1
0
%
1
1
%
0
%
0
%

3
%
4
%
8
%
7
%
5
%
4
%
4
%
9
%
5
%
0
%
7
%
5
%
1
%
1
2
%
5
%
8
%
8
%
5
%
3
%
0
%
0
%
0
%
1
0
0
%
0
%

1
3
%
1
6
%
3
6
%
3
5
%
1
6
%
2
4
%
2
1
%
3
4
%
2
9
%
1
3
%
2
4
%
2
3
%
2
3
%
1
5
%
5
0
%
4
0
%
2
6
%
2
4
%
1
0
%
1
4
%
1
0
%
0
%
1
0
0
%
5
0
%

0
%
4
%
1
%
2
%
0
%
2
%
2
%
1
%
0
%
0
%
1
%
3
%
0
%
6
%
0
%
0
%
3
%
0
%
0
%
7
%
0
%
1
1
%
0
%
5
0
%

3
9
%
2
2
%
2
1
%
1
7
%
1
1
%
3
4
%
2
4
%
2
1
%
3
%
6
%
4
1
%
1
9
%
2
7
%
8
%
6
%
1
2
%
1
7
%
4
5
%
3
%
6
%
3
%
3
%
0
%
0
%

4
3
%
1
7
%
2
3
%
1
7
%
1
3
%
4
4
%
1
9
%
1
5
%
3
%
6
%
3
7
%
2
4
%
2
8
%
7
%
2
%
1
0
%
1
7
%
4
1
%
6
%
1
0
%
5
%
2
%
0
%
1
%

3
3
%
2
0
%
2
8
%
1
9
%
1
0
%
2
8
%
2
4
%
2
8
%
5
%
6
%
3
6
%
2
4
%
3
1
%
5
%
4
%
6
%
1
8
%
4
3
%
7
%
7
%
5
%
1
%
0
%
1
%

2
7
%
1
4
%
2
3
%
3
6
%
1
3
%
2
7
%
2
5
%
2
9
%
5
%
2
%
2
9
%
2
3
%
3
4
%
5
%
7
%
1
6
%
2
5
%
3
6
%
9
%
0
%
4
%
2
%
0
%
0
%

1
6
%
1
3
%
4
2
%
2
9
%
1
0
%
2
3
%
1
6
%
4
8
%
3
%
0
%
5
2
%
2
3
%
3
%
1
3
%
6
%
2
3
%
2
9
%
4
2
%
3
%
0
%
0
%
0
%
1
0
%
0
%

1
6
%
1
1
%
4
2
%
3
1
%
6
%
3
2
%
1
8
%
3
8
%
4
%
2
%
3
6
%
2
1
%
2
2
%
3
%
1
5
%
2
3
%
2
0
%
4
0
%
2
%
3
%
1
%
0
%
2
%
1
%

0
%
4
4
%
2
2
%
3
3
%
0
%
4
4
%
3
3
%
2
2
%
0
%
0
%
3
3
%
4
4
%
0
%
2
2
%
0
%
0
%
3
3
%
0
%
0
%
2
2
%
0
%
1
1
%
0
%
1
1
%

「
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い
」
と
回

答
し
た

２
３
３
名

の
う
ち
成

年
男

子
が

占
め
る
割

合

成
年
男
子

１
７
５
名

の
う
ち
「
生

涯
に
わ

た
り
現

在
の

競
技

を
続

け
た
い
」
と
回

答
し
た
も
の

が
占

め
る
割

合
小

数
第

１
位

を
四

捨
五

入
し
て
％

表
示
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問
２

回
収

数
７
割

が
回

答
５
割

が
回

答
３
割

が
回

答

5
7
4

0
.7

0
.5

0
.3

複
数

回
答

の
た
め

合
計

≠
回

収
数

複
数

回
答

の
た
め

合
計

≠
1
0
0
%

成
年

男
子

成
年

女
子

少
年

男
子

少
年

女
子

小
学

校
入

学
前

か
ら
現

在
の

競
技

を

小
学

校
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

中
学

校
か

ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た

高
校

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め

た

大
学

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め

た

そ
の
他

#
1

県
大

会
で
優

勝
す
る

こ
と

関
東

大
会
で

優
勝

す
る
こ

と

全
国

大
会
で

優
勝

す
る
こ

と

大
学

・
実
業

団
リ
ー

グ
で
優

勝
す
る

こ
と

日
本

代
表

に
な
る

こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

に
出

場
す
る

こ
と

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

で
メ
ダ

ル
を
取

る
こ
と

日
本

記
録
を

樹
立

す
る
こ

と

世
界

記
録
を

樹
立

す
る
こ

と

国
内

の
プ
ロ

リ
ー
グ

等
で
活

躍
す
る

こ
と

海
外

の
プ
ロ

リ
ー
グ

等
で
活

躍
す
る

こ
と

そ
の
他

#
3
※

記
述
し

て
く
だ

さ
い
。

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｱ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｱ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｲ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｲ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｳ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｳ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｴ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｴ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｵ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｵ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｶ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｶ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｷ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｷ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｸ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｸ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｹ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｹ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｺ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｺ

4

３
）
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｻ

3

４
）
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ

る
:1
2
ｻ

4
ア

）
県

大
会

で
上

位
入

賞
（
１
～

４
位

）
し
た
こ

と
が

あ
る

2
2
0

3
8
.3
%

5
7

2
7

7
7

5
9

1
3

7
2

5
7

6
3

6
9

5
4

5
5

7
8

7
9

1
2

0
1

1
5

7
5
1

1
5

3
2

1
1

5
5

1
9

1
1

7
6

6
1
7

8
1
9

1
0

4
5

2
9

3
6

1
3

1
7

6
3
0

1
5

イ
）

関
東

大
会

で
入

賞
（
１
～

８
位

）
し
た
こ

と
が

あ
る

1
3
1

2
2
.8
%

3
7

1
8

3
8

3
8

1
6

5
3

2
6

3
2

2
2

7
3
2

6
7

7
3

1
1

0
0

1
0

8
2
2

1
4

9
1
2

2
6

9
5

6
4

4
1
4

1
1
5

4
3
5

1
6

1
9

5
7

2
2
8

1
5

ウ
）

全
国

大
会

で
入

賞
（
１
～

８
位

）
し
た
こ

と
が

あ
る

1
3
4

2
3
.3
%

5
4

3
1

3
3

1
6

1
7

4
5

2
5

3
8

2
7

1
1
3

6
9

1
0

1
3

1
0

1
0

0
2

3
1
1

3
2

1
1

2
0

5
2
8

1
3

4
3

6
2

1
1

2
1
5

5
3
3

3
0

1
8

1
3

1
1

5
3
4

1
0

エ
）

日
本

代
表

選
手

と
し

て
国

際
試

合
に
出

場
し
た
こ
と

が
あ
る

3
4

5
.9
%

1
6

1
4

2
2

7
1
3

7
5

2
0

1
2

7
0

4
8

5
3

1
0

0
3

6
3

4
1

7
1

1
1

2
0

2
3

3
0

1
1

8
4

2
3

1
9

3

オ
）

そ
の

他
#
2

4
4

7
.7
%

9
1
2

1
3

1
0

3
9

5
1
4

9
4

1
7

7
1
5

3
0

0
0

0
0

0
1

2
1
0

2
8

2
1
2

4
1

1
3

1
3

0
3

0
7

3
5

0
1

2
3

1

回
答

計
1
7
5

1
0
3

1
6
7

1
2
9

5
6

1
9
3

1
2
1

1
6
0

2
1

2
3

8
3

1
1
1

2
3
9

2
9

2
8

2
0

9
3

2
4

9
3
2

1
2
5

4
6

7
4

3
4

1
3
1

4
8

2
3

1
8

2
1

1
4

4
7

1
5

5
5

2
0

1
3
5

8
7

8
3

3
5

3
9

1
6

1
0
4

4
5

全
体
の
概

要 競
技
成
績

別
に
み
た
、

「
種
別
」
「
競

技
歴
」
「
目

標
」
「
問
題

だ
と
感
じ

る
」
各
項
目

の
内
訳
に

つ
い
て

ま
と
め

こ
れ
ま
で
の

最
高

成
績

に
つ
い
て
、
該

当
す
る
も
の

に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
※

上
段

は
回

答
数

、
中

段
は

“
競

技
成

績
の

中
で
占

め
る
割

合
”
、
下

段
は

“
競

技
成

績
が

占
め
る
割

合
”
。

経
済
的
な
負
担

会
社
・
学
校
の

理
解

指
導
者
と
の
関

係
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

の
関
係

ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

等
の
ス
タ
ッ
フ

最
新
の
指
導
方

法
等
の
情
報

家
庭
の
理
解

将
来
へ
の
不
安

感

種
別

競
技

歴
目

標
問

題
だ
と
感

じ
る

練
習
時
間
の
確

保

日
常
的
に
利
用

で
き
る
練
習
会

場

取
り
組
ん
で
い

る
ス
ポ
ー
ツ
が

上
達
し
な
い

目
標

に
つ
い
て

入
賞

し
た
大

会
ス
テ
ー
ジ
が

高
い
（
競

技
レ
ベ
ル

が
高

い
）
ほ

ど
、
“
高

い
目

標
”
と
な

る
回

答
と
な
っ
た
。

問
題

だ
と
感

じ
る
事

柄
に
つ
い
て

「
深

刻
な
問

題
で
あ
る
」
「
大

変
深

刻
な
問

題
で
あ
る
」
を
合

わ
せ

た
回

答
数

の
、
競

技
成

績
別

に
み

た
割

合
は

、
お
よ
そ
ど
の

項
目

も
同

じ
よ
う
な
割

合
と
な
っ

た
。
競

技
成

績
に
か

か
わ

ら
ず
、
同

じ
割

合
で
「
問

題
で
あ
る
」
と
回

答
さ
れ

た
。

そ
の

中
で
、
「
経

済
的

な
負

担
」
に
つ
い
て
は

、
競

技
成

績
が

高
く
な
る
ほ

ど
“
問

題
で
あ
る
”
と
回

答
す
る
割

合
が

増
え
、
「
全

国
大

会
で
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
の
う
ち
4
7
%
、
「
日

本
代

表
選

手
と
し
て
国

際
試

合
に
出

場
し
た
こ
と
が

あ
る
」
の

う
ち
5
6
%
が

回
答

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
成
績

で
、
2
0
%
～

3
5
%
が

「
将

来
へ

の
不

安
感

」
に
つ
い
て
“
問

題
”
で
あ
る
と
回

答
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
成
績

で
、

7
%
～

1
2
%
が

「
家

庭
の

理
解

」
に
つ
い
て
“
問

題
で
あ
る
”
と
回

答
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
成
績

で
、
1
8
%
～

2
3
%
が

「
会

社
・
学

校
の

理
解

」
に
つ
い
て
“
問

題
で
あ
る
”
と
回

答
し
た
。
特

に
、
「
全

国
大

会
で
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と

回
答
し
た
も
の
の
う
ち
2
3
%
が

“
問

題
で
あ
る
”
と
回

答
し
た
。

「
県
大
会

で
上
位
入
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が
２
２
０
名
：
３
８
．
３
％
、
「
全
国
大

会
で
入
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が
１
３
４
名
：
２
３
．
３
％
、
「
関
東
大
会
で
入
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
」
１
３
１
名
：
２
２
．
８
％
、
「
日
本
代
表
選
手
と
し
て
国

際
試

合
に
出

場
し
た
こ
と
が

あ
る
」
３
４
名

：
５
．
９
％

で
あ
っ
た
。

今
回

の
調

査
の

結
果

と
し
て
、
競

技
歴

で
年

齢
が

低
い
と
き
か

ら
競

技
を
は

じ
め
た
も
の

ほ
ど
、
高

い
競

技
成

績
を
回

答
す
る
割

合
が

増
え
、
競

技
成

績
が

高
い
ほ

ど
目

標
が

高
い
目

標
を
持

っ
て
い
た
。

ま
た
、
競

技
成

績
が

高
い
ほ

ど
、
「
経

済
的

な
負

担
」
を
問

題
で
あ
る
と
の

回
答

が
多

か
っ
た
。
そ
れ

以
外

で
は

、
競

技
成

績
に
か

か
わ

ら
ず
ほ

ぼ
同

じ
よ
う
な
割

合
で
問

題
で
あ
る
と
回

答
し
た
。

こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る

種
別

の
傾

向
成

年
男
子
の

3
1
%
、
成

年
女

子
の

3
0
%
、
少

年
男

子
の

2
0
%
、
少

年
女

子
の

1
2
%

が
「
全

国
大

会
で
入

賞
し
た

こ
と
が

あ
る
」
と
い
う
母

集
団

で
あ
る
。

競
技

歴
に
つ
い
て

「
日

本
代

表
と
し
て
国

際
試

合
に
出

場
し

た
こ
と
が

あ
る
」
と
回

答
し
た
も
の

の
5
9
%

は
小

学
生

ま
で
に
競

技
を
は

じ
め
た
と
回

答
し
た
。

ま
た
、
「
小

学
校

以
前

か
ら
現

在
の

競
技

を
は

じ
め
た
」
と
回

答
し
た
5
2
%
は

「
関

東
大

会
、
全

国
大

会
で
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回

答
し
た
。

3
0
%

2
0
%

3
4
%

8
%

5
%

1
1
%

1
3
%

3
4
%

2
2
%
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「
県

大
会

で
上

位
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回

答
し
た

２
２
０
名

の
う
ち
成

年
男

子
が

占
め
る
割

合

成
年
男
子

１
７
５
名

の
う
ち
「
県

大
会

で
上

位
入

賞
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回

答
し
た
も
の

が
が

占
め
る
割

合
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小
数

第
１
位

を
四

捨
五

入
し
て
％

表
示

※
「
問

題
だ
と
感

じ
る
」
に
つ
い
て
は

各
項

目
ご
と
に
「
深

刻
な
問

題
」
「
大

変
深

刻
な
問

題
」
を
足

し
た
も
の

を
下

段
に
示

し
た
。
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未回答
１）現
状でよ
い

２）期
待す
る

３）大
いに
期待
する

２）
＋
３）

未回
答

１）現
状でよ
い

２）期
待す
る

３）大
いに
期待
する

2)+3)
１）現
状でよ
い

２）期
待す
る

３）大
いに
期待
する

２）
＋
３）

ア ） 6.4% 33.1% 30.0% 30.5% 60.5% 4.8% 18.4% 23.2% 53.6% 76.8% 51.5 p 53.2 p 84.1 p 137.3 p

イ ） 8.7% 28.0% 35.0% 28.2% 63.2% 5.6% 8.8% 37.6% 48.0% 85.6% 36.8 p 72.6 p 76.2 p 148.8 p

ウ ） 9.2% 34.1% 28.0% 28.6% 56.6% 4.0% 15.2% 33.6% 47.2% 80.8% 49.3 p 61.6 p 75.8 p 137.4 p

エ ） 5.2% 17.4% 33.8% 43.6% 77.4% 2.4% 0.0% 32.8% 64.8% 97.6% 17.4 p 66.6 p 108.4 p 175.0 p

オ ） 8.5% 46.0% 27.2% 18.3% 45.5% 5.6% 19.2% 44.8% 30.4% 75.2% 65.2 p 72.0 p 48.7 p 120.7 p

カ ） 8.7% 40.9% 33.1% 17.2% 50.3% 7.2% 29.6% 44.0% 19.2% 63.2% 70.5 p 77.1 p 36.4 p 113.5 p

キ ） 9.6% 36.1% 36.6% 17.8% 54.4% 7.2% 27.2% 48.0% 17.6% 65.6% 63.3 p 84.6 p 35.4 p 120.0 p

ク ） 9.4% 32.9% 35.5% 22.1% 57.7% 7.2% 11.2% 46.4% 35.2% 81.6% 44.1 p 81.9 p 57.3 p 139.3 p

ケ ） 8.5% 25.8% 36.4% 29.3% 65.7% 4.0% 5.6% 45.6% 44.8% 90.4% 31.4 p 82.0 p 74.1 p 156.1 p

コ ） 9.8% 39.5% 36.6% 14.1% 50.7% 8.0% 16.0% 48.8% 27.2% 76.0% 55.5 p 85.4 p 41.3 p 126.7 p

サ ） 9.1% 36.6% 32.2% 22.1% 54.4% 6.4% 33.6% 40.0% 20.0% 60.0% 70.2 p 72.2 p 42.1 p 114.4 p

シ ） 10.3% 44.8% 31.7% 13.2% 44.9% 8.8% 31.2% 46.4% 13.6% 60.0% 76.0 p 78.1 p 26.8 p 104.9 p

ス ） 10.8% 42.5% 29.8% 16.9% 46.7% 8.8% 34.4% 37.6% 19.2% 56.8% 76.9 p 67.4 p 36.1 p 103.5 p

セ ） 9.8% 38.3% 34.0% 17.9% 51.9% 6.4% 25.6% 44.0% 24.0% 68.0% 63.9 p 78.0 p 41.9 p 119.9 p

ソ ） 10.6% 39.7% 35.2% 14.5% 49.7% 7.2% 27.2% 47.2% 18.4% 65.6% 66.9 p 82.4 p 32.9 p 115.3 p

タ ） 9.2% 30.8% 35.7% 24.2% 59.9% 4.0% 10.4% 34.4% 51.2% 85.6% 41.2 p 70.1 p 75.4 p 145.5 p

考
察

選手
競技歴

県大会
で上位
入賞（１
～４位）
したこと
がある

関東大
会で入
賞（１～
８位）し
たことが
ある

全国大
会で入
賞（１～
８位）し
たことが
ある

日本代
表選手
として国
際試合
に出場
したこと
がある

その他
#2

未回答

220 131 134 34 44 11

指導者
競技歴
・指導
歴

選手とし
て活動
したこと
はない

中学ま
で選手
として活
動した

高校ま
で選手
として活
動した

大学ま
で選手
として活
動した

社会人
の選手
として活
動した

実業団
の選手
として活
動した

日本代
表選手
として活
動した

指導し
た選手・
チーム
が県大
会で上
位入賞
（１～４

指導し
た選手・
チーム
が関東・
全国大
会で入
賞（１～

指導し
た選手・
チーム
が日本
代表に
選ばれ
た

日本代
表の監
督・コー
チを務
めた

その他

14 3 9 19 52 8 21 33 58 19 10 6

期待する＋大いに期待する
＝６割が回答

３割が回答

ポイント合計

選手割合＋指導者割合
＝P（ポイント）

（１２０Ｐ以上を白抜き、６０Ｐ以上を
網掛けで表示）

問 あなたが県に期待することについて、該当する欄に○を付けてください。（競技選手）（指導者）

スポーツ情報ネットワークの整備・充実

会議室・宿泊施設等を有したスポーツ
センターの整備

各市町村のスポーツ振興の促進

競技選手

スポーツ活動に必要な情報の提供

※回答数／回収数で割合を示した。
※数値は小数第１位を四捨五入して表
示

項 目

スポーツ人口拡大のための積極的な取
り組み

総合型地域スポーツクラブの育成

大規模なスポーツ大会の開催

スポーツ関係団体間の連携促進

学校体育施設開放の推進

スポーツ医・科学センターの整備

調
査
結
果
概
要

競技選手は、
「新たな施設の整備」「既存施設の整備・有効活用」「練習・合宿等に対する資金面での支援」「スポーツ人口拡大のための積極的な取り組
み」に対して「期待する」「大いに期待する」とを併せて６割以上が回答した。
一方で、それ以外の項目に「新たな施設の整備」をふくめて３割以上が「現状でよい」と回答した。
最も多く「期待する、大いに期待する」と回答された項目は「練習・合宿等に対する資金面での支援」７７．４％であった。

競技指導者は、
「学校体育施設開放の推進」を除く項目に対して「期待する」「大いに期待する」とを併せて６割以上が回答した。
最も多く「期待する、大いに期待する」と回答された項目は「練習・合宿等に対する資金面での支援」９７．６％で、次いで「スポーツ人口拡大
のための積極的な取り組み」９０．４％であった。

競技選手、競技指導者の割合を合わせてポイントととして算出すると１２０ポイント（６割回答＋６割回答）を超える項目は、「新たな施設の整
備」「既存施設の整備・有効活用」「施設利用料の軽減化」「練習合宿等に対する資金面での支援」「指導者の養成・派遣」「各市町村のス
ポーツ振興の促進」「スポーツ人口拡大のための積極的な取り組み」「総合型地域スポーツクラブの育成」「会議室・宿泊施設等を有したス
ポーツセンターの整備」であった。

競技選手における県への期待は「現状でよい」「期待する」が多く、競技指導者では「期待する」「大いに期待する」が多い。
競技力を高めるために、競技選手は手探りで活動している場合が多く、指導者を信じ、現状でできることを精一杯行っている現状であろ

う。より高い成績を上げるためにも最も効率のよい道筋について見通しを持ちにくく、年齢層が低い場合や、競技会ステージが低い場合は
他県の状況と比べることも難しい。
一方で競技指導者は、自身の経験や研究・研修等により、競技力向上のための効率的な手段・方法を知っているとともに競技普及・振興

という責務も感じているところである。そのため現状において足りないところや改善のための方法についてアイデアを持っていると考えられ
る。
競技指導者、競技選手が期待することへ応えることは競技力向上並びにスポーツの振興が大いに期待できるものである。

競技指導者

新たな施設の整備

既存施設の整備・有効活用

施設利用料の軽減化

練習・合宿等に対する資金面での支援

指導者の養成・派遣

スポーツドクターの養成・派遣
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１ 調査の目的
本県のスポーツ活動・意識の現状を把握し、スポーツ振興における課題とその対応方策を検討する資料とします。

２ 調査項目
(1) 総合型地域スポーツクラブに関する意識について
(2) 運動・スポーツの今後の意向について
(3) 地域社会におけるスポーツに関する意識・活動について
(4) 本県の競技力の向上について
(5) スポーツイベントの誘致開催
(6) スポーツ施設とスポーツ振興についての要望

３ 調査対象
市町村体育指導委員 ７３２名

回答数 ４４１名

平成１９
年度

平成１３
年度

（ア）おおいに賛成である 60.8 52.5
（イ）どちらかといえば賛成である 36.1 41.2
（ウ）どちらかといえば反対である 3.4 5.2
（エ）反対である 0.5 1.1

（ア）おおいに賛成である 64.2 57
（イ）どちらかといえば賛成である 32.9 36.8
（ウ）どちらかといえば反対である 3.6 5.2
（エ）反対である 0.2 1

（ア）おおいに賛成である 46.7 47.9
（イ）どちらかといえば賛成である 44.9 41.6
（ウ）どちらかといえば反対である 7.7 8.9
（エ）反対である 1.6 1.6

（ア）おおいに賛成である 55.8 56.4
（イ）どちらかといえば賛成である 38.1 32.1
（ウ）どちらかといえば反対である 7.7 8.6
（エ）反対である 1.4 2.9

問１ 多種目が行えるクラブに対してどう思いますか。

問２ 子供から高齢者まで多世代の所属できるクラブに対してどう思いますか。

問３ 様々な技術・技能レベルの会員で構成されることに対してどう思いますか。

問４ 様々な目的意識（楽しむため、健康のため、勝つため等）の会員で構成されることに対してどう思いますか。

県民のスポーツに関する意識・活動調査（体育指導委員用）
～ 健康で明るい生活を支える豊かなスポーツライフの実現を目指して ～

60.8

36.1

3.4

0.5

52.5

41.2

5.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である

平成１９年度

平成１３年度

64.2

32.9

3.6

0.2

57

36.8

5.2

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である

平成１９年度

平成１３年度

46.7

44.9

7.7

1.6

47.9

41.6

8.9

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である

平成１９年度

平成１３年度

55.8

38.1

7.7

1.4

56.4

32.1

8.6

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である

平成１９年度

平成１３年度
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（ア）おおいに賛成である 30.8 48.3
（イ）どちらかといえば賛成である 56.6 41.6
（ウ）どちらかといえば反対である 12.2 8.9
（エ）反対である 0.5 2.9

（ア）すぐにできて欲しい 33.6 41.9

（イ）他の地域の進み具合を見てじっくりで
きればよい

61.2 52.3

（ウ）必要ない（問６－１へ） 2.9 6.1

（ア）現状で問題ないから 46.2 19.1

（イ）趣旨は、理解しているが設立するのは
難しいから

46.2 81

（ウ）その他 （ ） 7.7 0

（ア）自ら先頭に立って設立できるように努
力する

5.7 15.4

（イ）お願いされれば積極的に努力する 35.6 42.9

（ウ）住民に理解してもらえるよう説明する 17.9 18.8

（エ）設立の話し合いに参加する 44.4 39.4
（オ）設立のためには、動く気はない 6.1 4.9

問５ 会費を徴収し、自主運営をしていくことに対してどう思いますか。

問６ あなたは、総合型地域スポーツクラブがあなたの住む市町村にあればいいと思いますか。

＊ 問６で「必要ない」と答えた人のみＳＱ１に答えてください。
ＳＱ１ 必要ないと思われる理由は何ですか。

問７ あなたは、総合型地域スポーツクラブの設立に関わりたいと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて
選んでください。（複数回答）

30.8

56.6

12.2

0.5

48.3

41.6

8.9

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である

平成１９年度

平成１３年度

46.2

46.2

7.7

19.1

81

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）現状で問題ないから

（イ）趣旨は、理解しているが設立するのは難しいから

（ウ）その他 （ ）

平成１９年度

平成１３年度

33.6

61.2

2.9

41.9

52.3

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）すぐにできて欲しい

（イ）他の地域の進み具合を見てじっくりできればよい

（ウ）必要ない（問６－１へ）

平成１９年度

平成１３年度

5.7

35.6

17.9

44.4

6.1

15.4

42.9

18.8

39.4

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）自ら先頭に立って設立できるように努力する

（イ）お願いされれば積極的に努力する

（ウ）住民に理解してもらえるよう説明する

（エ）設立の話し合いに参加する

（オ）設立のためには、動く気はない

平成１９年度

平成１３年度
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（ア）自分は、会員になって活動する 36.5 38.7
（イ）家族とともに会員になって活動する 28.1 34
（ウ）積極的に指導していきたい 12.2 18.9
（エ）頼まれれば指導していく 36.3 27.6
（オ）関わりたくない 4.3 2.4

○ 比較的軽いスポーツ
（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポ
ン、ドッジボール、バドミントン、テニス

60.1 58.6
（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱ
ﾛﾋﾞｸｽ､縄跳びを含む)

30.4 19.8
（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩な
どを含む）

44.2 42.8
（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝ
ｽ､民謡踊りを含む)

11.1 6.6
（オ）ボウリング 21.3 23
（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ 17.2 19
（キ）ランニング（ジョギング） 19.5 20
（ク）軽い水泳 18.6 29
（ケ）室内運動器具を使ってする運動 33.8 32.5
（コ）その他の軽い運動やスポーツ 27 4.9

問８ 総合型地域スポーツクラブが設立されたら、あなたはどのように関わりたいと思いますか。次の中からあては
まるものをすべて選んでください。（複数回答）

問９ あなたは、現在行っているものを含めて、今後行ってみたいと思う運動やスポーツがありますか。次の中から
あてはまるものをすべて選んでください。（複数回答）

36.5

28.1

12.2

36.3

4.3

38.7

34

18.9

27.6

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）自分は、会員になって活動する

（イ）家族とともに会員になって活動する

（ウ）積極的に指導していきたい

（エ）頼まれれば指導していく

（オ）関わりたくない

平成１９年度

平成１３年度

60.1

30.4

44.2

11.1

21.3

17.2

19.5

18.6

33.8

27

58.6

19.8

42.8

6.6

23

19

20

29

32.5

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポン、ドッジボール、
バドミントン、テニス等）

（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱﾛﾋﾞｸｽ､縄跳びを含
む)

（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩などを含む）

（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝｽ､民謡踊りを含む)

（オ）ボウリング

（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ

（キ）ランニング（ジョギング）

（ク）軽い水泳

（ケ）室内運動器具を使ってする運動

（コ）その他の軽い運動やスポーツ

平成１９年度

平成１３年度
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（サ）スキー 、スノーボード 30.4 33.1
（シ）海水浴（遊泳） 5.9 8.6
（ス）スケート 8.4 8.1
（セ）登山（クライミング） 12 20.4
（ソ）キャンプ・オートキャンプ 15.2 23.3
（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オ
リエンテーリング

22.7 20.4
（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、
スキンダイビング、スクーバダイビング、カ

6.3 10.1
（ツ）ゴルフ 36.5 44.3
（テ）グライダー、ハングライダー、スカイ
ダイビング、パラグライダー

7.9 11.5
（ト）サイクリング、モーター（サイクル）
スポーツ

17.5 14.9
（ナ）釣り 17.7 18.4
（二）競技的スポーツを除くその他の野外ス
ポーツ

14.7 3.5

○ 比較的広域にわたる野外スポーツ

30.4

5.9

8.4

12

15.2

22.7

6.3

36.5

7.9

17.5

17.7

14.7

33.1

8.6

8.1

20.4

23.3

20.4

10.1

44.3

11.5

14.9

18.4

3.5
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（サ）スキー 、スノーボード

（シ）海水浴（遊泳）

（ス）スケート

（セ）登山（クライミング）

（ソ）キャンプ・オートキャンプ

（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オリエンテーリング

（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、スキンダイビン
グ、スクーバダイビング、カヌー、水上バイク、サーフィン

（ツ）ゴルフ

（テ）グライダー、ハングライダー、スカイダイビング、パラ
グライダー

（ト）サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

（ナ）釣り

（二）競技的スポーツを除くその他の野外スポーツ

平成１９年度

平成１３年度
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○ 競技的スポーツ
（ヌ）陸上競技 13.6 14.9
（ネ）水泳競技 5.4 8.3
（ノ）柔道、剣道、空手、すもう 7.3 0.9
（ハ）ボクシング、レスリング 1.4 3.5
（ヒ）弓道、アーチェリー 10.4 13.2
（フ）野球 13.4 18.1
（へ）サッカー、フットサル 18.1 10.9
（ホ）ソフトボール 23.6 30.8
（マ）バレーボール 23.1 27.3
（ミ）テニス、ソフトテニス 21.1 20.1
（ム）卓球 15.9 21.8
（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バ
スケットボール、バドミントン等）

18.8 15.5
（モ）その他の競技スポーツ 8.4 3.2

（ア）選手などを対象にした競技会やスポー
ツの行事

23.1 27.8
（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行
事

72.6 71.1
（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動
行事

28.1 28.4
（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、
スポーツテスト、健康・体力相談など）

58.3 55.3
（オ）その他 1.8 0.6
（カ）開催する必要はない 1.4 0.9

問10 あなたは、地域や地区のスポーツ行事が開催される場合、どのような行事が必要だと思いますか。次の中か
ら、あてはまるものすべてを選んでください。（複数回答）

13.6

5.4

7.3

1.4

10.4

13.4

18.1

23.6

23.1

21.1

15.9

18.8

8.4

14.9

8.3

0.9

3.5

13.2

18.1

10.9

30.8

27.3

20.1

21.8

15.5

3.2
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（ヌ）陸上競技

（ネ）水泳競技

（ノ）柔道、剣道、空手、すもう

（ハ）ボクシング、レスリング

（ヒ）弓道、アーチェリー

（フ）野球

（へ）サッカー、フットサル

（ホ）ソフトボール

（マ）バレーボール

（ミ）テニス、ソフトテニス

（ム）卓球

（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バスケットボール、
バドミントン等）

（モ）その他の競技スポーツ

平成１９年度

平成１３年度

23.1

72.6

28.1

58.3

1.8

1.4

27.8

71.1

28.4

55.3

0.6

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）選手などを対象にした競技会やスポーツの行事

（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行事

（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動行事

（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、スポーツテスト、
健康・体力相談など）

（オ）その他

（カ）開催する必要はない

平成１９年度

平成１３年度
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（ア）親子や家族の交流 52.8 56.1
（イ）余暇時間の有効活用 44.7 43.3
（ウ）地域のコミュニティの形成 62.4 55.8
（エ）世代間交流の促進 44.2 45.1
（オ）青少年の健全育成 37.9 48.3
（カ）高齢者の生きがいづくり 47.2 45.4
（キ）地域の健康水準の改善 28.3 27.9
（ク）スポーツ施設の有効活用 38.5 30.8
（ケ）その他 0.5 0
（コ）効果はない 0.5 0
（サ）わからない 0.5 0.3

（ア）ニュースポーツ・レクリエーションの
普及、振興

53.5
（イ）スポーツ教室（講習会）の開催 39.2
（ウ）運動会等のスポーツ行事の開催 30.6
（エ）総合型地域スポーツクラブの設立育成 14.7
（オ）市町村民の体力つくり 36.3
（カ）地域スポーツ振興のコーディネーター
（調整役）

13.6
（キ）福祉活動の振興 14.1
（ク）青少年の健全育成 23.8
（ケ）その他 1.8
（コ）わからない 5.4

0円 1.8 1.5
1～100円 5.7 13.8

101～200円 18.1 15
201～300円 27.9 18.7
301～500円 29 34.9

501～1,000円 14.7 13.5
1,001～2,000円 3.2 1.2
2,001円～ 0.5 1.5

問11 あなたは、地域におけるスポーツ振興にどのような効果を期待しますか。次の中からあてはまるものをすべて
いくつでもあげてください。（複数回答）

問12 今後どのような事に携わっていきたいと思いますか？ （複数回答）

問13 あなたが、スポーツ施設を日常利用する場合、個人として１回あたりどの程度費用を負担することが可能です
か。

52.8

44.7

62.4

44.2

37.9

47.2

28.3

38.5

0.5

0.5

0.5

56.1

43.3

55.8

45.1

48.3

45.4

27.9

30.8

0

0

0.3
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（ア）親子や家族の交流

（イ）余暇時間の有効活用

（ウ）地域のコミュニティの形成

（エ）世代間交流の促進

（オ）青少年の健全育成

（カ）高齢者の生きがいづくり

（キ）地域の健康水準の改善

（ク）スポーツ施設の有効活用

（ケ）その他

（コ）効果はない

（サ）わからない

平成１９年度

平成１３年度

53.5

39.2

30.6

14.7

36.3

13.6

14.1

23.8

1.8

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）ニュースポーツ・レクリエーションの普及、振興

（イ）スポーツ教室（講習会）の開催

（ウ）運動会等のスポーツ行事の開催

（エ）総合型地域スポーツクラブの設立育成

（オ）市町村民の体力つくり

（カ）地域スポーツ振興のコーディネーター（調整役）

（キ）福祉活動の振興

（ク）青少年の健全育成

（ケ）その他

（コ）わからない

平成１９年度

平成１３年度

1.8

5.7

18.1

27.9

29

14.7

3.2

0.5

1.5

13.8

15

18.7

34.9

13.5

1.2

1.5
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1～100円

101～200円

201～300円

301～500円

501～1,000円

1,001～2,000円

2,001円～

平成１９年度

平成１３年度
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0円 3.4 6.2
1～100円 4.3 11.4

101～200円 14.5 13
201～300円 19.5 12.4
301～500円 33.8 40.7

501～1,000円 19.7 14.2
1,001～2,000円 3.6 1.2
2,001円～ 0 0.9

（ア）指導者等はいない場合
0円 1.8 2.2

1～ 500円 16.3 31.1
501～ 1,000円 26.5 40.1

1,001～ 2,000円 28.6 14.3
2,001～ 3,000円 17.5 10.3
3,001～ 4,000円 3.4 0.3
4,001～ 5,000円 2 1.6

5,001円～10,000円 2 0.3
10,001円～ 0 0

0円 1.8 0.9
1～ 500円 11.1 10.2

501～ 1,000円 16.6 28.3
1,001～ 2,000円 25.9 28.6
2,001～ 3,000円 22.2 17.5
3,001～ 4,000円 7.3 1.2
4,001～ 5,000円 11.1 10.8

5,001円～10,000円 2.9 2.2
10,001円～ 0.7 0.3

（ア）非常に関心がある 0.7 48.4
（イ）やや関心がある 55.1 44.4
（ウ）あまり関心がない 10.4 6.1
（エ）ほとんど（全く）関心がない 1.1 0.6

問14 あなたは、地域で行われるスポーツ教室に参加する場合、個人として１回あたり、どの程度、費用を負担する
ことが可能ですか。

（イ）指導者がいて指導が受けられる場合

問15 あなたの地域に、総合型地域スポーツクラブがあったら、個人の月会費としてどの程度費用を負担することが
可能ですか。

問16 あなたは、スポーツの国際大会や全国大会での、山梨県選手の活躍にどのくらい関心を持っていますか。次の
中から１つだけ選んでください。

3.4

4.3

14.5

19.5

33.8

19.7

3.6

0

6.2

11.4

13

12.4

40.7

14.2

1.2

0.9
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201～300円
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平成１９年度

平成１３年度
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0
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40.1
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0.3

1.6

0.3
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平成１９年度

平成１３年度
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16.6

25.9

22.2

7.3

11.1
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0.9
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28.3
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1.2
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55.1

10.4

1.1

48.4

44.4

6.1

0.6
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（ア）非常に関心がある

（イ）やや関心がある

（ウ）あまり関心がない

（エ）ほとんど（全く）関心がない

平成１９年度

平成１３年度

- 47-



（ア）施設の充実したトレーニング施設をつ
くる

55.6 47.2
（イ）選手のトレーニングや遠征などに経済
的な援助を行う

45.6 41.6
（ウ）試合・練習に参加しやすい環境づくり
を図る

46.7 46.3
（エ）優秀な監督・コーチなど指導者の養成
を図る

54.6 49.6
（オ）その他 1.6 1.2
（カ）公的な支援は必要ない 1.4 1.5
（キ）わからない 2.9 0.3

（ア）非常によいことだ 47.2 61.4
（イ）まあよいことだ 40.8 31.6
（ウ）よいことではない 1.4 1.8
（エ）一概にいえない 9.1 5
（オ）わからない 2.5 0.3

（ア）身近で利用できるよう、施設数の増加 46.3 53.8
（イ）指導者の配置 31.1 40.7
（ウ）初心者向けのスポーツ教室やスポーツ
行事の充実

52.6 60.2
（エ）利用手続き、料金の支払い方法などの
簡略化

33.8 25.4
（オ）利用時間帯の拡大（早朝、夜間など） 29.5 34.6
（カ）利用案内など広報の充実 19 20.2
（キ）アフタースポーツのための施設（休憩
室・レストランなど）の充実

18.1 15.3
（ク）健康やスポーツに関する情報の充実 24.3 25.4
（ケ）託児施設の充実 14.1 15
（コ）その他 0.9 0.9
（サ）特にない 4.5 0.3

問18 あなたは、山梨県が公的支援をして、スポーツの国際大会や全国大会を誘致・開催することについてどう思い
ますか。次の中から１つ選んでください。

問19 あなたは、体育館、プール、テニスコートなどの公共スポーツ施設について、何か望むことがありますか。次
の中からあてはまるものをすべてあげてください。（複数回答）

問17 あなたは、山梨県選手が国際大会や全国大会などで活躍するためには、どのような公的支援が必要だと思いま
すか。（複数回答）
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54.6

1.6
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41.6

46.3
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（ア）施設の充実したトレーニング施設をつくる

（イ）選手のトレーニングや遠征などに経済的な援助を行う

（ウ）試合・練習に参加しやすい環境づくりを図る

（エ）優秀な監督・コーチなど指導者の養成を図る

（オ）その他

（カ）公的な支援は必要ない

（キ）わからない

平成１９年度
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（ウ）よいことではない

（エ）一概にいえない

（オ）わからない
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20.2

15.3

25.4

15

0.9

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）身近で利用できるよう、施設数の増加

（イ）指導者の配置

（ウ）初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事の充実

（エ）利用手続き、料金の支払い方法などの簡略化

（オ）利用時間帯の拡大（早朝、夜間など）

（カ）利用案内など広報の充実

（キ）アフタースポーツのための施設（休憩室・レストランな
ど）の充実

（ク）健康やスポーツに関する情報の充実

（ケ）託児施設の充実

（コ）その他

（サ）特にない

平成１９年度

平成１３年度
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（ア）各種スポーツ行事・大会・教室の開催 49.7 45.3
（イ）地域のクラブやサークルの育成 38.1 41
（ウ）スポーツ指導者の養成 47.8 61.4
（エ）スポーツに関する広報活動 25.6 22.5
（オ）学校体育施設の開放・整備 33.3 37.1
（カ）野外スポーツ活動施設の整備 18.8 31
（キ）各種スポーツ施設（野外を除く）の整
備

22.4 31.6
（ク）スポーツに関する科学的研究の促進 9.1 13.4
（ケ）スポーツボランティアの支援 21.1 23.1
（コ）年齢層にあったスポーツの開発普及 33.6 33.7
（サ）公共スポーツ施設における健康・体相
談体制の整備力

15.9 14.6
（シ）その他 1.4 0.6
（ス）力を入れてもらいたいものはない 0.2 0
（セ）わからない 1.8 0

（ア）男 63.5

（イ）女 36.5

（ア）２０～２４歳 0.2

（イ）２５～２９歳 3.2

（ウ）３０～３４歳 2.5

（エ）３５～３９歳 8.2

（オ）４０～４４歳 12.2

（カ）４５～４９歳 27.9

（キ）５０～５４歳 24.5

（ク）５５～５９歳 15.2

（ケ）６０～６４歳 5

（コ）６５～６９歳 1.1

（サ）７０歳以上 0

（ア）農林漁業者 4.8

（イ）自営業者 16.1

（ウ）販売職・サービス職 10

（エ）技能職・作業職 17

（オ）事務職・技術職 20.6

（カ）経営者・管理職 4.8

（キ）専門職・自由業・その他 9.3

（ク）家庭婦人 5.7

（ケ）学生 0

（コ）無職 2.7

（サ）無答 9

３ あなたは職業（パートを含む）をお持
ちですか。次のように分けると、どれにあ
たりますか。該当するもの１つを選んでく
ださい。

２ あなたの年齢は

１ あなたの性別は

問20 山梨県のスポーツをもっと振興させるためには、県や市町村は今後どのようなことに力をいれるべきですか。
次の中からいくつでも選んでください。（複数回答）

これからの質問は、調査結果を集計して分析するために必要ですので、全員の方が続けてお答えください。

49.7

38.1

47.8

25.6

33.3

18.8

22.4

9.1

21.1

33.6

15.9

1.4

0.2

1.8

45.3

41

61.4

22.5

37.1

31

31.6

13.4

23.1

33.7

14.6

0.6
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（ア）各種スポーツ行事・大会・教室の開催

（イ）地域のクラブやサークルの育成

（ウ）スポーツ指導者の養成

（エ）スポーツに関する広報活動

（オ）学校体育施設の開放・整備

（カ）野外スポーツ活動施設の整備

（キ）各種スポーツ施設（野外を除く）の整備

（ク）スポーツに関する科学的研究の促進

（ケ）スポーツボランティアの支援

（コ）年齢層にあったスポーツの開発普及

（サ）公共スポーツ施設における健康・体相談体制の整備力

（シ）その他

（ス）力を入れてもらいたいものはない

（セ）わからない
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平成１３年度
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（ア）おおいに賛成である 66.70%

（イ）どちらかといえば賛成である 27.8

（ウ）どちらかといえば反対である 5.6

（エ）反対である
0

（ア）おおいに賛成である 77.8

（イ）どちらかといえば賛成である 22.2

（ウ）どちらかといえば反対である 0.0

（エ）反対である 0.0

（ア）おおいに賛成である 50

（イ）どちらかといえば賛成である 50

（ウ）どちらかといえば反対である 0

（エ）反対である 0

（ア）おおいに賛成である 61.1

（イ）どちらかといえば賛成である 33.3

（ウ）どちらかといえば反対である 5.6

（エ）反対である 0

問２ 子供から高齢者まで多世代の所属できるクラブに対してどう思いますか。

県民のスポーツに関する意識・活動調査（レクレーション協会役員）

※ 地域におけるスポーツクラブ（サークル）の形態についてお尋ねします。
国のスポーツ振興基本計画の政策目標である「子どもから高齢者・障害者までだれも が、いつでも、

どこでも、 いつまでも、気軽にスポーツ活動に参加できる地域社会づく り」の実現のために期待される
「総合型地域スポーツクラブ」について、現在、山梨県及び市町村で育成を進めているところです。

総合型地域スポーツクラブには次のような特徴があります。
① ひとつのスポーツ種目だけでなく、複数の種目を行うことができる。
② 青少年から高齢者まで、いろいろな世代間の交流ができる。
③ 初心者から上級者まで様々な技術・技能の保有者が所属できる。
④ 学校施設などを活用した、活動の拠点となるスポーツ施設やクラブハウス等があり、定期的、計画的にス

ポーツ活動の実施が可能となる。
⑤ 質の高いスポーツ指導者を配置し、個々の要望に応じた適切な指導が行われる。
⑥ 会費の徴収等により、会員の自主運営が原則として行われる

問１ 多種目が行えるクラブに対してどう思いますか。

問３ 様々な技術・技能レベルの会員で構成されることに対してどう思いますか。

問４ 様々な目的意識（楽しむため、健康のため、勝つため等）の会員で構成されることに対してどう思い
ますか。

66.70%

27.8

5.6

0
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（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である
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（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である
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（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である
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（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である
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（ア）おおいに賛成である 50

（イ）どちらかといえば賛成である 50

（ウ）どちらかといえば反対である 0

（エ）反対である 0

（ア）すぐにできて欲しい 50

（イ）他の地域の進み具合を見てじっくりでき
ればよい

44.4

（ウ）必要ない（問６－１へ） 0

（ア）現状で問題ないから 0

（イ）趣旨は、理解しているが設立するのは難
しいから

0

（ウ）その他 0

（ア）自ら先頭に立って設立できるように努力
する

27.8

（イ）お願いされれば積極的に努力する 50

（ウ）住民に理解してもらえるよう説明する 16.7

（エ）設立の話し合いに参加する 33.3

（オ）設立のためには、動く気はない 5.6

＊ 問６で「必要ない」と答えた人のみＳＱ１に答えて下さい。
ＳＱ１ 必要ないと思われる理由は何ですか。

問７ あなたは、総合型地域スポーツクラブの設立に関わりたいと思いますか。次の中か
らあてはまるものをすべて選んでください。（複数回答）

問５ 会費を徴収し、自主運営をしていくことに対してどう思いますか。

問６ あなたは、総合型地域スポーツクラブがあなたの住む市町村にあればいいと思いま
すか。

50

50

0

0
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（ア）おおいに賛成である

（イ）どちらかといえば賛成である

（ウ）どちらかといえば反対である

（エ）反対である
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（ア）現状で問題ないから

（イ）趣旨は、理解しているが設立するのは難しいから

（ウ）その他

平成１９年度

50

44.4

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）すぐにできて欲しい

（イ）他の地域の進み具合を見てじっくりできればよい

（ウ）必要ない（問６－１へ）
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（ア）自ら先頭に立って設立できるように努力する

（イ）お願いされれば積極的に努力する

（ウ）住民に理解してもらえるよう説明する

（エ）設立の話し合いに参加する

（オ）設立のためには、動く気はない
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（ア）自分は、会員になって活動する 50
（イ）家族とともに会員になって活動する 11.1
（ウ）積極的に指導していきたい 33.3
（エ）頼まれれば指導していく 22.2
（オ）関わりたくない

平成１９年度

（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポン、ドッジ
ボール、バドミントン、テニス等）

66.7

（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱﾛﾋﾞ
ｸｽ､縄跳びを含む)

33.3

（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩などを含
む）

55.6

（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝｽ､民
謡踊りを含む)

16.7

（オ）ボウリング 11.1
（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ 16.7
（キ）ランニング（ジョギング） 16.7
（ク）軽い水泳 22.2
（ケ）室内運動器具を使ってする運動 38.9
（コ）その他の軽い運動やスポーツ 44.4

問９ あなたは、現在行っているものを含めて、今後行ってみたいと思う運動やスポーツがありますか。次の中からあてはまるも
のをすべて選んでください。（複数回答）
○ 比較的軽いスポーツ

問８ 総合型地域スポーツクラブが設立されたら、あなたはどのように関わりたいと思いますか。次の中からあてはま
るものをすべて選んでください。（複数回答）

50

11.1

33.3

22.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）自分は、会員になって活動する

（イ）家族とともに会員になって活動する

（ウ）積極的に指導していきたい

（エ）頼まれれば指導していく

（オ）関わりたくない
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66.7

33.3

55.6

16.7

11.1

16.7

16.7

22.2

38.9

44.4
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（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポン、ドッジボール、バド
ミントン、テニス等）

（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱﾛﾋﾞｸｽ､縄跳びを
含む)

（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩などを含む）

（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝｽ､民謡踊りを含む)

（オ）ボウリング

（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ

（キ）ランニング（ジョギング）

（ク）軽い水泳

（ケ）室内運動器具を使ってする運動

（コ）その他の軽い運動やスポーツ

平成１９年度
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○ 比較的広域にわたる野外スポーツ
（サ）スキー 、スノーボード 50
（シ）海水浴（遊泳） 11.1
（ス）スケート 0
（セ）登山（クライミング） 16.7
（ソ）キャンプ・オートキャンプ 38.9
（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オリエン
テーリング

38.9

（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、スキンダイ
ビング、スクーバダイビング、カヌー、水上バイ
ク、サーフィン

5.6

（ツ）ゴルフ 11.1
（テ）グライダー、ハングライダー、スカイダイビン
グ、パラグライダー

11.1

（ト）サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ 16.7
（ナ）釣り 5.6
（二）競技的スポーツを除くその他の野外スポー
ツ

27.8

○ 競技的スポーツ

（ヌ）陸上競技 22.2
（ネ）水泳競技 5.6
（ノ）柔道、剣道、空手、すもう 11.1
（ハ）ボクシング、レスリング 0
（ヒ）弓道、アーチェリー 11.1
（フ）野球 0
（へ）サッカー、フットサル 16.7
（ホ）ソフトボール 5.6
（マ）バレーボール 16.7
（ミ）テニス、ソフトテニス 27.8
（ム）卓球 5.6
（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バスケット
ボール、バドミントン等）

11.1

（モ）その他の競技スポーツ 11.1

50

11.1

0

16.7

38.9

38.9

5.6

11.1

11.1

16.7

5.6

27.8
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（サ）スキー 、スノーボード

（シ）海水浴（遊泳）

（ス）スケート

（セ）登山（クライミング）

（ソ）キャンプ・オートキャンプ

（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オリエンテーリング

（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、スキンダイビング、ス
クーバダイビング、カヌー、水上バイク、サーフィン

（ツ）ゴルフ

（テ）グライダー、ハングライダー、スカイダイビング、パラグラ
イダー

（ト）サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

（ナ）釣り

（二）競技的スポーツを除くその他の野外スポーツ
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11.1
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（ヌ）陸上競技

（ネ）水泳競技

（ノ）柔道、剣道、空手、すもう

（ハ）ボクシング、レスリング

（ヒ）弓道、アーチェリー

（フ）野球

（へ）サッカー、フットサル

（ホ）ソフトボール

（マ）バレーボール

（ミ）テニス、ソフトテニス

（ム）卓球

（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バスケットボール、バド
ミントン等）

（モ）その他の競技スポーツ
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（ア）選手などを対象にした競技会やスポーツの
行事

27.8

（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行事 38.9
（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動行事 50
（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、スポーツ
テスト、健康・体力相談など）

66.7

（オ）その他 5.6
（カ）開催する必要はない 0

（ア）親子や家族の交流 50
（イ）余暇時間の有効活用 55.6
（ウ）地域のコミュニティの形成 38.9
（エ）世代間交流の促進 44.4
（オ）青少年の健全育成 38.9
（カ）高齢者の生きがいづくり 61.1
（キ）地域の健康水準の改善 22.2
（ク）スポーツ施設の有効活用 22.2
（ケ）その他 0
（コ）効果はない 0
（サ）わからない 0

（ア）ニュースポーツ・レクリエーションの普及、振
興

83.3

（イ）スポーツ教室（講習会）の開催 16.7
（ウ）運動会等のスポーツ行事の開催 5.6
（エ）総合型地域スポーツクラブの設立育成 22.2
（オ）市町村民の体力つくり 33.3
（カ）地域スポーツ振興のコーディネーター（調整
役）

16.7

（キ）福祉活動の振興 22.2
（ク）青少年の健全育成 11.1
（ケ）その他 0
（コ）わからない 0

0円 0
1～100円 0

101～200円 22.2
201～300円 11.1
301～500円 55.6

501～1,000円 5.6
1,001～2,000円 0
2,001円～ 5.6

問10 あなたは、地域や地区のスポーツ行事が開催される場合、どのような行事が必要だと思いますか。次の中から、あては
まるものすべてを選んでください。（複数回答）

問13あなたが、スポーツ施設を日常利用する場合、個人として１回あたりどの程度費用を負担することが可能です
か。

問11 あなたは、地域におけるスポーツ振興にどのような効果を期待しますか。次の中からあてはまるものをすべていくつでも
あげてください。（複数回答）

問12 今後どのような事に携わっていきたいと思いますか？ （複数回答）
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66.7
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（ア）選手などを対象にした競技会やスポーツの行事

（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行事

（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動行事

（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、スポーツテスト、健康・
体力相談など）

（オ）その他

（カ）開催する必要はない
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（カ）高齢者の生きがいづくり

（キ）地域の健康水準の改善
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（ケ）その他

（コ）効果はない

（サ）わからない
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（キ）福祉活動の振興
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0円 0
1～100円 5.6

101～200円 16.7
201～300円 16.7
301～500円 22.2

501～1,000円 33.3
1,001～2,000円 0
2,001円～ 5.6

0円 0
1～ 500円 11.1

501～ 1,000円 16.7
1,001～ 2,000円 22.2
2,001～ 3,000円 27.8
3,001～ 4,000円 11.1
4,001～ 5,000円 0

5,001円～10,000円 0
10,001円～ 5.6

（イ）指導者がいて指導が受けられる場合

0円 0
1～ 500円 0

501～ 1,000円 11.1
1,001～ 2,000円 16.7
2,001～ 3,000円 27.8
3,001～ 4,000円 11.1
4,001～ 5,000円 16.7

5,001円～10,000円 5.6
10,001円～ 0

問15 あなたの地域に、総合型地域スポーツクラブがあったら、個人の月会費としてどの程度費用を負担することが
可能ですか。
（ア）指導者等はいない場合

問14あなたは、地域で行われるスポーツ教室に参加する場合、個人として１回あたり、どの程度、費用を負担すること
が可能ですか。
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（ア）非常に関心がある 27.8
（イ）やや関心がある 44.4
（ウ）あまり関心がない 5.6
（エ）全く関心がない 5.6

（ア）施設の充実したトレーニング施設をつくる 38.9
（イ）選手のトレーニングや遠征などに経済的な
援助を行う

33.3

（ウ）試合・練習に参加しやすい環境づくりを図る 33.3
（エ）優秀な監督・コーチなど指導者の養成を図
る

38.9

（オ）その他 0
（カ）公的な支援は必要ない 5.6
（キ）わからない 11.1

（ア）非常によいことだ 50
（イ）まあよいことだ 27.8
（ウ）よいことではない 5.6
（エ）一概にいえない 0
（オ）わからない 0

問17 あなたは、山梨県選手が国際大会や全国大会などで活躍するためには、どのような公的支援が
必要だと思いますか。（複数回答）

問16あなたは、スポーツの国際大会や全国大会での、山梨県選手の活躍にどのくらい関心を持っていますか。次の
中から１つだけ選んでください。

問18 あなたは、山梨県が公的支援をして、スポーツの国際大会や全国大会を誘致・開催することについてどう思い
ますか。次の中から１つ選んでください。
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（ア）非常に関心がある
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（ア）身近で利用できるよう、施設数の増加 50
（イ）指導者の配置 22.2
（ウ）初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事
の充実

55.6

（エ）利用手続き、料金の支払い方法などの簡略
化

33.3

（オ）利用時間帯の拡大（早朝、夜間など） 27.8
（カ）利用案内など広報の充実 11.1
（キ）アフタースポーツのための施設（休憩室・レ
ストランなど）の充実

5.6

（ク）健康やスポーツに関する情報の充実 22.2
（ケ）託児施設の充実 5.6
（コ）その他 0
（サ）特にない 0

（ア）各種スポーツ行事・大会・教室の開催 61.1
（イ）地域のクラブやサークルの育成 61.1
（ウ）スポーツ指導者の養成 61.1
（エ）スポーツに関する広報活動 50
（オ）学校体育施設の開放・整備 38.9
（カ）野外スポーツ活動施設の整備 16.7
（キ）各種スポーツ施設（野外を除く）の整備 16.7
（ク）スポーツに関する科学的研究の促進 0
（ケ）スポーツボランティアの支援 5.6
（コ）年齢層にあったスポーツの開発普及 27.8
（サ）公共スポーツ施設における健康・体相談体
制の整備力

11.1

（シ）その他 0
（ス）力を入れてもらいたいものはない 0
（セ）わからない 0

問20 山梨県のスポーツをもっと振興させるためには、県や市町村は今後どのようなことに力をいれるべきですか。次の中から
いくつでも選んでください。（複数回答）

問19 あなたは、体育館、プール、テニスコートなどの公共スポーツ施設について、何か望むことがありますか。次の中からあて
はまるものをすべてあげてください。 （複数回答）
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の充実
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（ケ）スポーツボランティアの支援
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（サ）公共スポーツ施設における健康・体相談体制の整備力
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（ア）男 50
（イ）女 50

２ あなたの年齢は

（ア）２０～２４歳 0
（イ）２５～２９歳 5.6
（ウ）３０～３４歳 5.6
（エ）３５～３９歳 5.6
（オ）４０～４４歳 22.2
（カ）４５～４９歳 22.2
（キ）５０～５４歳 11.1
（ク）５５～５９歳 11.1
（ケ）６０～６４歳 0
（コ）６５～６９歳 0
（サ）７０歳以上 16.7

（ア）農林漁業者 0
（イ）自営業者 11.1
（ウ）販売職・サービス職 16.7
（エ）技能職・作業職 0
（オ）事務職・技術職 16.7
（カ）経営者・管理職 0
（キ）専門職・自由業・その他 33.3
（ク）家庭婦人 5.6
（ケ）学生 0
（コ）無職 16.7

これからの質問は、調査結果を集計して分析するために必要ですので、全員お方が続けてお答えください。
１ あなたの性別は

４ あなたは職業（パートを含む）をお持ちですか。次のように分けると、どれにあたりますか。該当するもの１つを選ん
でください。
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（ア）おおいに賛成である 55.8 52.5

（イ）どちらかといえば賛成である 5 41.2

（ウ）どちらかといえば反対である 5 5.2

（エ）反対である
0.6

1.1

（ア）おおいに賛成である 59.7 57

（イ）どちらかといえば賛成である 33.1 36.8

（ウ）どちらかといえば反対である 5.5 5.2

（エ）反対である 1 1.1

（ア）おおいに賛成である 48.6 47.9

（イ）どちらかといえば賛成である 42.5 41.6

（ウ）どちらかといえば反対である 6.6 8.9

（エ）反対である 1.7 1.6

（ア）おおいに賛成である 49.7 56.4

（イ）どちらかといえば賛成である 40.9 32.1

（ウ）どちらかといえば反対である 7.2 8.6

（エ）反対である 1.7 2.9

問２ 子供から高齢者まで多世代の所属できるクラブに対してどう思いますか。

県民のスポーツに関する意識・活動調査（市町村体育協会関係者）

※ 地域におけるスポーツクラブ（サークル）の形態についてお尋ねします。
国のスポーツ振興基本計画の政策目標である「子どもから高齢者・障害者までだれも が、いつでも、

どこでも、 いつまでも、気軽にスポーツ活動に参加できる地域社会づく り」の実現のために期待される
「総合型地域スポーツクラブ」について、現在、山梨県及び市町村で育成を進めているところです。

総合型地域スポーツクラブには次のような特徴があります。
① ひとつのスポーツ種目だけでなく、複数の種目を行うことができる。
② 青少年から高齢者まで、いろいろな世代間の交流ができる。
③ 初心者から上級者まで様々な技術・技能の保有者が所属できる。
④ 学校施設などを活用した、活動の拠点となるスポーツ施設やクラブハウス等があり、定期的、計画的にス

ポーツ活動の実施が可能となる。
⑤ 質の高いスポーツ指導者を配置し、個々の要望に応じた適切な指導が行われる。
⑥ 会費の徴収等により、会員の自主運営が原則として行われる

問１ 多種目が行えるクラブに対してどう思いますか。

問３ 様々な技術・技能レベルの会員で構成されることに対してどう思いますか。

問４ 様々な目的意識（楽しむため、健康のため、勝つため等）の会員で構成されることに対してどう思い
ますか。
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（ア）おおいに賛成である 47.5 48.3

（イ）どちらかといえば賛成である 42.5 41.6

（ウ）どちらかといえば反対である 7.2 8.1

（エ）反対である 1.7 2.1

（ア）すぐにできて欲しい 47.5 48.3

（イ）他の地域の進み具合を見てじっくりでき
ればよい

42.5 41.6

（ウ）必要ない（問６－１へ） 7.2 8.1

（ア）現状で問題ないから 25 36.5

（イ）趣旨は、理解しているが設立するのは難
しいから

62.5 51.9

（ウ）その他 12.5 11.5

（ア）自ら先頭に立って設立できるように努力
する

8.8 10.6

（イ）お願いされれば積極的に努力する 33.1 31.1

（ウ）住民に理解してもらえるよう説明する 22.7 14.8

（エ）設立の話し合いに参加する 39.2 47.6

（オ）設立のためには、動く気はない 16.6 9.1

＊ 問６で「必要ない」と答えた人のみＳＱ１に答えて下さい。
ＳＱ１ 必要ないと思われる理由は何ですか。

問７ あなたは、総合型地域スポーツクラブの設立に関わりたいと思いますか。次の中か
らあてはまるものをすべて選んでください。（複数回答）

問５ 会費を徴収し、自主運営をしていくことに対してどう思いますか。

問６ あなたは、総合型地域スポーツクラブがあなたの住む市町村にあればいいと思いま
すか。
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（ア）自分は、会員になって活動する 32.6 36.7
（イ）家族とともに会員になって活動する 19.9 33.2
（ウ）積極的に指導していきたい 19.9 14.3
（エ）頼まれれば指導していく 24.3 25.5
（オ）関わりたくない 12.2 5.5

平成１９年度 平成１３年度

（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポン、ドッジ
ボール、バドミントン、テニス等）

50.3 52.5

（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱﾛﾋﾞ
ｸｽ､縄跳びを含む)

16.5 10.9

（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩などを含
む）

57.5 34.4

（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝｽ､民
謡踊りを含む)

8.3 6.6

（オ）ボウリング 20 20
（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ 26 18.2
（キ）ランニング（ジョギング） 18.8 15.2
（ク）軽い水泳 26.5 24.8
（ケ）室内運動器具を使ってする運動 32.6 29.9
（コ）その他の軽い運動やスポーツ 31.5 5.3

問９ あなたは、現在行っているものを含めて、今後行ってみたいと思う運動やスポーツがありますか。次の中からあてはまる
ものをすべて選んでください。（複数回答）
○ 比較的軽いスポーツ

問８ 総合型地域スポーツクラブが設立されたら、あなたはどのように関わりたいと思いますか。次の中からあてはま
るものをすべて選んでください。（複数回答）

50.3

16.5

57.5

8.3

20

26

18.8

26.5

32.6

31.5

10.9

34.4

6.6

20

18.2

15.2

24.8

29.9

5.3

52.5
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（ア）軽い球技（キャッチボール、ピンポン、ドッジボール、バドミントン、
テニス等）

（イ）体操(ﾗｼﾞｵ体操､職場体操､美容体操､ｴｱﾛﾋﾞｸｽ､縄跳びを含む)

（ウ）ウォーキング（歩け歩け運動、散歩などを含む）

（エ）ダンス(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ､ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ､社交ﾀﾞﾝｽ､民謡踊りを含む)

（オ）ボウリング

（カ）ゲートボール、グラウンドゴルフ

（キ）ランニング（ジョギング）

（ク）軽い水泳

（ケ）室内運動器具を使ってする運動

（コ）その他の軽い運動やスポーツ

平成１９年度

平成１３年度

32.6

19.9

19.9

24.3

12.2

33.2

14.3

25.5

5.5

36.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）自分は、会員になって活動する

（イ）家族とともに会員になって活動する

（ウ）積極的に指導していきたい

（エ）頼まれれば指導していく

（オ）関わりたくない

平成１９年度

平成１３年度
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○ 比較的広域にわたる野外スポーツ
（サ）スキー 、スノーボード 平成１９年度 平成１３年度
（シ）海水浴（遊泳） 18.8 29.3
（ス）スケート 6.6 9
（セ）登山（クライミング） 6.1 7.8
（ソ）キャンプ・オートキャンプ 11 16.5
（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オリエン
テーリング

13.8 20

（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、スキンダイ
ビング、スクーバダイビング、カヌー、水上バイ
ク、サーフィン

24.3 14.4

（ツ）ゴルフ 8.8 9.9
（テ）グライダー、ハングライダー、スカイダイビン
グ、パラグライダー

51.4 38.6

（ト）サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ 6.6 9
（ナ）釣り 14.4 15.8
（二）競技的スポーツを除くその他の野外スポー
ツ

25.4 19.5

26 3.7

○ 競技的スポーツ
平成１９年度 平成１３年度

（ヌ）陸上競技 7.7 10.4
（ネ）水泳競技 6.1 7.5
（ノ）柔道、剣道、空手、すもう 8.3 8.6
（ハ）ボクシング、レスリング 1.7 1.1
（ヒ）弓道、アーチェリー 12.7 5.4
（フ）野球 14.9 8.3
（へ）サッカー、フットサル 12.7 20.5
（ホ）ソフトボール 26.5 24.2
（マ）バレーボール 9.9 16.6
（ミ）テニス、ソフトテニス 14.9 14.4
（ム）卓球 9.9 11.7
（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バスケット
ボール、バドミントン等）

12.7 12.8

（モ）その他の競技スポーツ 13.3 3.5

18.8

6.6

6.1

11

13.8

24.3

8.8

51.4

6.6

14.4

25.4

26

9

7.8

16.5

20

14.4

9.9

38.6

9

15.8

19.5

3.7

29.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（サ）スキー 、スノーボード

（シ）海水浴（遊泳）

（ス）スケート

（セ）登山（クライミング）

（ソ）キャンプ・オートキャンプ

（タ）ハイキング、ワンダーフォーゲル、オリエンテーリング

（チ）ボート、ヨット、ボードセイリング、スキンダイビング、スクーバダイ
ビング、カヌー、水上バイク、サーフィン

（ツ）ゴルフ

（テ）グライダー、ハングライダー、スカイダイビング、パラグライダー

（ト）サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

（ナ）釣り

（二）競技的スポーツを除くその他の野外スポーツ

平成１９年度

平成１３年度

7.5

8.6

1.1

5.4

8.3

20.5

24.2

16.6

14.4

11.7

12.8

3.5

7.7

6.1

8.3

1.7

12.7

14.9

12.7

26.5

9.9

14.9

9.9

12.7

13.3

10.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ヌ）陸上競技

（ネ）水泳競技

（ノ）柔道、剣道、空手、すもう

（ハ）ボクシング、レスリング

（ヒ）弓道、アーチェリー

（フ）野球

（へ）サッカー、フットサル

（ホ）ソフトボール

（マ）バレーボール

（ミ）テニス、ソフトテニス

（ム）卓球

（メ）その他の球技スポーツ（ラグビー、バスケットボール、バドミントン
等）

（モ）その他の競技スポーツ

平成１３年度

平成１９年度
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（ア）選手などを対象にした競技会やスポーツの
行事

29.8 35.2

（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行事 76.2 63.9
（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動行事 22.7 24.5
（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、スポーツ
テスト、健康・体力相談など）

56.4 48.1

（オ）その他 2.2 1.5
（カ）開催する必要はない 1.1 1.5

平成１９年度 平成１３年度
（ア）親子や家族の交流 53.5 50.1
（イ）余暇時間の有効活用 39.8 43.3
（ウ）地域のコミュニティの形成 68 53.3
（エ）世代間交流の促進 53.6 49.9
（オ）青少年の健全育成 51.9 48.5
（カ）高齢者の生きがいづくり 47 37.1
（キ）地域の健康水準の改善 5 23.5
（ク）スポーツ施設の有効活用 34.8 32
（ケ）その他 37 0.2
（コ）効果はない 1.1 1.6
（サ）わからない 1.1 0.2

0 1

平成１９年度 平成１３年度
0円 1.7 0.7

1～100円 8.3 7.7
101～200円 16.6 7.7
201～300円 22.7 17.4
301～500円 35.4 38.4

501～1,000円 13.8 20.8
1,001～2,000円 1.1 5
2,001円～ 0.6 2.1

問10 あなたは、地域や地区のスポーツ行事が開催される場合、どのような行事が必要だと思いますか。次の中から、あては
まるものすべてを選んでください。（複数回答）

問12 あなたが、スポーツ施設を日常利用する場合、個人として１回あたりどの
程度費用を負担することが可能ですか。

問11 あなたは、地域におけるスポーツ振興にどのような効果を期待しますか。次の中からあてはまるものをすべていくつでも
あげてください。（複数回答）

53.5

39.8

68

53.6

51.9

47

5

34.8

37

1.1

1.1

0

43.3

53.3

49.9

48.5

37.1

23.5

32

0.2

1.6

0.2

1

50.1
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（ア）親子や家族の交流

（イ）余暇時間の有効活用

（ウ）地域のコミュニティの形成

（エ）世代間交流の促進

（オ）青少年の健全育成

（カ）高齢者の生きがいづくり

（キ）地域の健康水準の改善

（ク）スポーツ施設の有効活用

（ケ）その他

（コ）効果はない

（サ）わからない

平成１９年度

平成１３年度

1.7

8.3

16.6

22.7

35.4

13.8

1.1

0.6

7.7

7.7

17.4

38.4

20.8

5

2.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0円

1～100円

101～200円

201～300円

301～500円

501～1,000円

1,001～2,000円

2,001円～

平成１９年度

平成１３年度

29.8

76.2

22.7

56.4

2.2

1.1

63.9

24.5

48.1

1.5

1.5

35.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ア）選手などを対象にした競技会やスポーツの行事

（イ）運動会や球技大会などの軽スポーツ行事

（ウ）キャンプやハイキングなどの野外活動行事

（エ）体力つくりなどの行事（体力テスト、スポーツテスト、健康・体力相談など）

（オ）その他

（カ）開催する必要はない

平成１９年度

平成１３年度
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平成１９年度 平成１３年度
0円 1.1 1.3

1～100円 5 4.2
101～200円 16.6 5
201～300円 17.1 8.3
301～500円 35.9 36.8

501～1,000円 19.3 32.7
1,001～2,000円 2.2 6.7
2,001円～ 1.1 5

平成１９年度 平成１３年度
0円 3.3 2.1

1～ 500円 19.3 19.2
501～ 1,000円 33.1 33.7

1,001～ 2,000円 21 19.2
2,001～ 3,000円 19.4 16.5
3,001～ 4,000円 2.8 0.36
4,001～ 5,000円 2.2 8.1

5,001円～10,000円 0 0.5
10,001円～ 0.6 0.3

（イ）指導者がいて指導が受けられる場合

平成１９年度 平成１３年度
0円 2.2 0.5

1～ 500円 9.4 6.1
501～ 1,000円 24.3 18.8

1,001～ 2,000円 20.4 23.5
2,001～ 3,000円 18.2 21.1
3,001～ 4,000円 5 2.2
4,001～ 5,000円 14.9 20.1

5,001円～10,000円 1.1 6.6
10,001円～ 1.7 1.2

問14 あなたの地域に、総合型地域スポーツクラブがあったら、個人の月会費としてどの程度費用を負担することが
可能ですか。
（ア）指導者等はいない場合

問13 あなたは、地域で行われるスポーツ教室に参加する場合、個人として１回あたり、どの程度、費用を負担するこ
とが可能ですか。

1.1

5

16.6

17.1

35.9

19.3

2.2

1.1

4.2

5

8.3

36.8

32.7

6.7

5

1.3
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1～100円

101～200円

201～300円

301～500円

501～1,000円

1,001～2,000円

2,001円～

平成１９年度

平成１３年度

3.3

19.3

33.1

21

19.4

2.8

2.2

0

0.6

19.2

33.7

19.2

16.5

0.36

8.1

0.5

0.3

2.1
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1～ 500円

501～ 1,000円

1,001～ 2,000円

2,001～ 3,000円

3,001～ 4,000円

4,001～ 5,000円

5,001円～10,000円

10,001円～

平成１９年度

平成１３年度
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9.4

24.3

20.4

18.2

5

14.9

1.1

6.1
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23.5

21.1

2.2

20.1

6.6

1.2
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501～ 1,000円
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4,001～ 5,000円

5,001円～10,000円

10,001円～

平成１９年度

平成１３年度
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平成１９年度 平成１３年度
（ア）非常に関心がある 49.7 46.7
（イ）やや関心がある 38.1 42
（ウ）あまり関心がない 11.6 9.6
（エ）全く関心がない 0.6 1.8

平成１９年度 平成１３年度

（ア）施設の充実したトレーニング施設をつくる 48.5 39.9
（イ）選手のトレーニングや遠征などに経済的な
援助を行う

47 42.5

（ウ）試合・練習に参加しやすい環境づくりを図る 53 45
（エ）優秀な監督・コーチなど指導者の養成を図
る

65.7 49

（オ）その他 2.8 1.1
（カ）公的な支援は必要ない 3.9 2.7
（キ）わからない 3.9 1.4

平成１９年度 平成１３年度
（ア）非常によいことだ 45.9 48.3
（イ）まあよいことだ 41.4 36.5
（ウ）よいことではない 2.8 1.1
（エ）一概にいえない 8.8 13.3
（オ）わからない 2.2 1.6

問16 あなたは、山梨県選手が国際大会や全国大会などで活躍するためには、どのような公的支援が
必要だと思いますか。（複数回答）

問15 あなたは、スポーツの国際大会や全国大会での、山梨県選手の活躍にどのくらい関心を持っていますか。次の
中から１つだけ選んでください。

問17 あなたは、山梨県が公的支援をして、スポーツの国際大会や全国大会を誘致・開催することについてどう思い
ますか。次の中から１つ選んでください。
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38.1

11.6

0.6

42

9.6

1.8

46.7
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（ア）非常に関心がある

（イ）やや関心がある

（ウ）あまり関心がない

（エ）全く関心がない

平成１９年度

平成１３年度
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47

53

65.7

2.8

3.9

3.9

42.5

45

49

1.1

2.7

1.4

39.9
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（ア）施設の充実したトレーニング施設をつくる

（イ）選手のトレーニングや遠征などに経済的な援助を行う

（ウ）試合・練習に参加しやすい環境づくりを図る

（エ）優秀な監督・コーチなど指導者の養成を図る

（オ）その他

（カ）公的な支援は必要ない

（キ）わからない

平成１９年度

平成１３年度

45.9

41.4

2.8

8.8

2.2

36.5

1.1

13.3

1.6

48.3
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（ア）非常によいことだ

（イ）まあよいことだ

（ウ）よいことではない

（エ）一概にいえない

（オ）わからない

平成１９年度

平成１３年度

- 65-



平成１９年度 平成１３年度
（ア）身近で利用できるよう、施設数の増加 54.1 50.7
（イ）指導者の配置 38.7 39.3
（ウ）初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事
の充実

55.2 47.8

（エ）利用手続き、料金の支払い方法などの簡略
化

33.7 32.4

（オ）利用時間帯の拡大（早朝、夜間など） 26.5 30.8
（カ）利用案内など広報の充実 15.5 19.5
（キ）アフタースポーツのための施設（休憩室・レ
ストランなど）の充実

21 22.2

（ク）健康やスポーツに関する情報の充実 28.2 17.9
（ケ）託児施設の充実 13.8 11.6
（コ）その他 1.7 2.1
（サ）特にない 3.9 4

平成１９年度 平成１３年度
（ア）各種スポーツ行事・大会・教室の開催 45.3 46.3
（イ）地域のクラブやサークルの育成 48.1 46.6
（ウ）スポーツ指導者の養成 61.3 58.2
（エ）スポーツに関する広報活動 20.4 24.1
（オ）学校体育施設の開放・整備 39.2 33.7
（カ）野外スポーツ活動施設の整備 38.7 26.5
（キ）各種スポーツ施設（野外を除く）の整備 37 31.1
（ク）スポーツに関する科学的研究の促進 10.5 13.1
（ケ）スポーツボランティアの支援 24.9 22.7
（コ）年齢層にあったスポーツの開発普及 29.3 27.4
（サ）公共スポーツ施設における健康・体相談体
制の整備力

17.1 13.7

（シ）その他 2.8 1.4
（ス）力を入れてもらいたいものはない 1.1 0.2
（セ）わからない 1.1 0.6

問19 山梨県のスポーツをもっと振興させるためには、県や市町村は今後どのようなことに力をいれるべきですか。次の中から
いくつでも選んでください。（複数回答）

問18 あなたは、体育館、プール、テニスコートなどの公共スポーツ施設について、何か望むことがありますか。次の中からあ
てはまるものをすべてあげてください。 （複数回答）
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（ア）身近で利用できるよう、施設数の増加

（イ）指導者の配置

（ウ）初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事の充実

（エ）利用手続き、料金の支払い方法などの簡略化

（オ）利用時間帯の拡大（早朝、夜間など）

（カ）利用案内など広報の充実

（キ）アフタースポーツのための施設（休憩室・レストランなど）の充
実

（ク）健康やスポーツに関する情報の充実

（ケ）託児施設の充実

（コ）その他

（サ）特にない

平成１９年度

平成１３年度

45.3

48.1

61.3

20.4

39.2

38.7

37

10.5

24.9

29.3

17.1
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1.1

1.1

46.6
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24.1
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46.3
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（ア）各種スポーツ行事・大会・教室の開催

（イ）地域のクラブやサークルの育成

（ウ）スポーツ指導者の養成

（エ）スポーツに関する広報活動

（オ）学校体育施設の開放・整備

（カ）野外スポーツ活動施設の整備

（キ）各種スポーツ施設（野外を除く）の整備

（ク）スポーツに関する科学的研究の促進

（ケ）スポーツボランティアの支援

（コ）年齢層にあったスポーツの開発普及

（サ）公共スポーツ施設における健康・体相談体制の整備
力

（シ）その他

（ス）力を入れてもらいたいものはない

（セ）わからない

平成１９年度

平成１３年度
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平成１９年度 平成１３年度
（ア）男 92.8 85.8
（イ）女 7.2 14.2

２ あなたの年齢は
平成１９年度 平成１３年度

（ア）２０～２４歳 0 1.8
（イ）２５～２９歳 1.7 8.7
（ウ）３０～３４歳 5 9.3
（エ）３５～３９歳 6.1 10.5
（オ）４０～４４歳 7.2 16.1
（カ）４５～４９歳 7.2 15.6
（キ）５０～５４歳 8.8 15.5
（ク）５５～５９歳 22.1 7.1
（ケ）６０～６４歳 17.7 9
（コ）６５～６９歳 12.7 3.4
（サ）７０歳以上 11.6 3.1

３ あなたの体育協会における立場をお聞かせください。

平成１９年度 平成１３年度
（ア）地区体育協会の役員 64.1 55.7
（イ）専門部の役員 25.4 26.7
（ウ）スポーツ少年団の指導者 12.7 17.6

これからの質問は、調査結果を集計して分析するために必要ですので、全員お方が続けてお答えください。
１ あなたの性別は
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平成１９年度 平成１３年度
（ア）農林漁業者 6.6 6.8
（イ）自営業者 15.5 16.2
（ウ）販売職・サービス職 2.2 6.3
（エ）技能職・作業職 10.5 11.3
（オ）事務職・技術職 33.7 43.3
（カ）経営者・管理職 7.2 5.7
（キ）専門職・自由業・その他 7.7 2.6
（ク）家庭婦人 1.7 3.2
（ケ）学生 0 0
（コ）無職 12.2 4.7

４ あなたは職業（パートを含む）をお持ちですか。次のように分けると、どれにあたりますか。該当するもの１つを選ん
でください。
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(１) 市町村内全体でスポーツを行う人口
が減少していること

大変深刻な
問題である

深刻な問
題である

それほど
問題では
ない

該当しな
い

平成１９年度 17.2 31 34.5 6.9

平成１３年度 4.7 37.5 39.1 18.8

(２) 小中学生でスポーツを行う人が減少
していること

平成１９年度 37.9 10.3 41.4 0

平成１３年度 12.5 31.3 31.3 25

(３) 高齢者でスポーツを行う人が増えな
いこと

平成１９年度 10.3 44.8 34.5 6.9

平成１３年度 3.1 23.4 48.4 25

(４) 学校部活動が低迷していること 平成１９年度 10.3 17.2 34.5 17.2

平成１３年度 3.1 35.9 26.6 34.4

(５) 学校部活動の指導者が少ないこと 平成１９年度 20.7 44.8 27.6 0

平成１３年度 14.1 45.3 17.2 23.4

(６) 地域における指導者が少ないこと 平成１９年度 10.3 55.2 41.4 0

平成１３年度 15.6 50 23.4 10.9

県民のスポーツに関する意識・活動調査（市町村教育委員会）
～ スポーツ行政・スポーツ振興に関して ～

問１ 現在、あなたの市町村で、スポーツ振興を図る上での課題と思われることがありますか。次の事項について、
該当する 項目に○をつけてください。なお、該当しない項目については、○をつける必要はありません。
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(７) トップレベルを指導できる指導者が少
ないこと

平成１９年度 6.9 51.7 31 0

平成１３年度 7.8 31.3 37.5 23.4

(８) 指導者が活動する機会がないこと 平成１９年度 3.4 24.1 37.9 0

平成１３年度 3.1 28.1 37.5 31.3

(９) 住民が日常的に利用できる施設が市
町村内に少ないこと

平成１９年度 3.4 27.6 31 20.7

平成１３年度 9.4 40.6 29.7 20.3

(10) 高齢者や障害者が使いやすい施設
が少ないこと

平成１９年度 0 41.4 37.9 0

平成１３年度 1.6 43.8 31.3 23.4

(11) スポーツ医科学の情報や機能が不
足していること

平成１９年度 6.9 31 34.5 0

平成１３年度 0 48.4 26.6 25

(12) スポーツに関わる予算が少ないこと 平成１９年度 13.8 10.3 58 0

平成１３年度 4.7 48.4 26.6 20.3
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(１) 利用者・利用希望者が少ないこと
大変深刻な
問題である

深刻な問
題である

それほど
問題では
ない

該当しな
い

平成１９年度 6.9 24.1 31 3.4

平成１３年度 3.1 17.2 51.6 3.1

(２) 利用者・利用希望者が多すぎ、対応できな
いこと

平成１９年度 0 24.1 41.4 0

平成１３年度 1.6 12.5 50 1.6

(３) 利用料金が高い（安くできない）こと 平成１９年度 3.4 0 51.7 0

平成１３年度 0 7.8 57.8 0

(４) 施設の保全・改修が進まないこと 平成１９年度 17.2 37.9 20.7 0

平成１３年度 7.8 39.1 32.8 7.8

(５) 設備や用具が不足していること 平成１９年度 6.9 41.4 31 0

平成１３年度 7.8 29.7 35.9 7.8

(６) 開館時間が利用ニーズに対応していないこ
と(開館時間の延長、早朝夜間等)

平成１９年度 0 17.2 34.5 3.4

平成１３年度 0 7.8 56.3 0

問２ 現在、あなたの市町村の社会体育施設の管理・運営に関して、問題や課題となっていることがありますか。
次の事項について、該当する項目に○をつけてください。
なお、該当しない項目については、○をつける必要はありません。
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(７) 利用申請手続きが簡便でないこと 平成１９年度 0 6.9 41.4 3.4

平成１３年度 0 12.5 54.7 0

(８) 交通の便が悪いこと・駐車場が狭いこと 平成１９年度 0 27.6 34.5 0

平成１３年度 4.7 25 42.2 4.7

(９) 高齢者や障害者が利用しにくいこと（段差な
ど）

平成１９年度 0 27.6 37.9 0

平成１３年度 0 23.4 45.3 0

(10) シャワー・喫茶場所などのサービスが提供
できないこと

平成１９年度 0 17.2 51.7 0

平成１３年度 1.6 29.7 40.6 1.6

(11) 騒音や照明など周辺住民からの苦情が多
いこと

平成１９年度 0 13.8 48.3 0

平成１３年度 0 6.3 59.4 0

(12) 指導に携わる職員が少ないこと 平成１９年度 13.8 27.6 37.9 0

平成１３年度 15.6 37.5 25 15.6
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(13) 事務・管理に携わる職員が少ないこと 平成１９年度 6.9 20.7 41.4 0

平成１３年度 14.1 39.1 35.9 14.1

(14) 指定管理の導入に関すること 平成１９年度 6.9 24.1 37.9 0
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(１) 施設の整備
大いに期待
する

期待する
あまり期
待しない

該当しな
い

平成１９年度 37.9 27.6 13.8 0

平成１３年度 18.8 56.3 12.5 12.5

(２) 既存施設の利便性の向上（料金・開
館時間など）

平成１９年度 34.5 31 13.8 0

平成１３年度 15.6 50 9.4 25

(３) 県内の全施設（公営・民営）の情報
ネットワーク化

平成１９年度 20.7 41.4 13.8 0

平成１３年度 17.2 57.8 15.6 9.4

(４) 市町村やスポーツ関係団体に対する
資金面での支援

平成１９年度 41.1 37.9 6.9 6.9

平成１３年度 46.9 32.8 14.1 6.3

(５) 地域のニーズに即した指導者の養
成・確保

平成１９年度 17.2 65.5 0 3.4

平成１３年度 35.9 56.3 3.1 4.7

(６) トップレベルの指導者の養成・確保 平成１９年度 13.8 55.2 6.9 0

平成１３年度 21.9 45.3 15.6 17.2

問３ 本県のスポーツを一層振興するために、県に期待することは何ですか。該当する項目に○をつけてください。
なお、該当しない項目については、○をつける必要はありません。
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(７) スポーツに関する情報の提供 平成１９年度 13.8 55.2 6.9 0

平成１３年度 20.3 60.9 6.3 12.5

(８) スポーツ振興に関する市町村間の連
携促進

平成１９年度 24.1 44.8 0 0

平成１３年度 17.2 56.3 10.9 15.6

(９) 学校・地域社会・スポーツ団体の連
携促進

平成１９年度 17.2 51.7 0 0

平成１３年度 17.2 67.2 6.3 9.4

(10) 総合型地域スポーツクラブに関する
普及啓発

平成１９年度 24.1 31 20.7 0

平成１３年度 21.9 39.1 25 14.1

(11) 大規模スポーツ大会の誘致・開催 平成１９年度 6.9 24.1 37.9 0

平成１３年度 9.4 31.3 35.9 23.4

(12) 高齢者・障害者のスポーツ・レクリ
エーション大会の開催

平成１９年度 3.4 48.3 13.8 0

平成１３年度 7.8 46.9 20.3 25
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(13） 一般県民のスポーツ活動に対するボ
ランティアの手配
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(１) 総合型地域スポーツクラブの育成

県が主体
市町村が
主体

両方が主
体的

わからな
い

平成１９年度 31 24.1 41.4 3.4

平成１３年度

(２) 総合型地域スポーツクラブのＮＰＯ法
人取得についての助言

平成１９年度 58.6 0 34.5 6.9

平成１３年度 64.1 3.1 21.9 10.9

(３) 総合型地域スポーツクラブのクラブマ
ネージャーの育成

平成１９年度 72.4 0 24.1 3.4

平成１３年度 48.4 6.3 39.1 6.3

(４) 質の高いスポーツ指導者の配置及び
指導者の研修の充実

平成１９年度 82.8 0 17.2 0

平成１３年度 68.8 3.1 21.9 4.7

(５) 住民へのスポーツ関連情報を提供す
るシステムの整備

平成１９年度 24.1 31 44.8 0

平成１３年度 20.3 21.9 50 6.3

(６） 体育指導委員の資質の向上及び積
極的活用

平成１９年度 6.9 41.4 51.7 0

平成１３年度 6.3 45.3 45.3 3.1

問４ 次のスポーツ施策は、県と市町村どちらが主体となって行うべきだと考えますか。該当する項目に○をつけてくださ
い。

31

24.1

41.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

58.6

0

34.5

6.9

64.1

3.1

21.9

10.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

72.4

0

24.1

3.4

48.4

6.3

39.1

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

82.8

0

17.2

0

68.8

3.1

21.9

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

24.1

31

44.8

0

20.3

21.9

50

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

6.9

41.4

51.7

0

6.3

45.3

45.3

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県が主体

市町村が主体

両方が主体的

わからない

平成１９年度

平成１３年度

- 77-



(７） 既存施設のバリアフリー化（高齢者・
障害者向け）

平成１９年度 24.1 27.6 48.3 0

平成１３年度 28.1 12.5 51.6 6.3

(８） スポーツ大会の誘致・開催 平成１９年度 41.4 6.9 44.8 0

平成１３年度 51.6 6.3 31.3 10.9

(９） 競技団体・レクリエーション団体の育
成・支援

平成１９年度 20.7 17.2 51.7 6.9

平成１３年度 29.7 12.5 48.4 7.8

(10） トップレベルの競技者の育成 平成１９年度 75.9 0 24.1 0

平成１３年度 73.4 0 18.8 7.8

(11） 地域との共同利用に向けて、既存の
学校体育施設の整備

平成１９年度 13.8 55.2 31 0

平成１３年度 15.6 31.3 46.9 6.3
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(１) 市町村の公共施設の利用システム
広域化すべ
きである

広域化す
べきでは
ない

わからな
い

平成１９年度 55.2 37.9 6.9

平成１３年度 70.3 12.5 15.6

(２) イベントや施設利用に関するスポーツ
情報の提供

平成１９年度 86.2 0 6.9

平成１３年度 89.1 3.1 6.3

(３) 競技団体やレクリエーション団体の支
援・育成

平成１９年度 72.4 10.3 3.4

平成１３年度 60.9 9.4 25

(４) 選手強化・競技力の向上 平成１９年度 86.2 0 6.9

平成１３年度 79.7 6.3 10.9

(５) スポーツ人口の拡大や競技種目の普
及活動

平成１９年度 93.1 0 0

平成１３年度 79.7 1.6 14.1

問５ 住民の生活行動の広域化や行財政の効率化等への対応として、既存の行政区分を越えた行政の広域化を求
める声が ありますが、次の項目について、山梨県で郡市町村の枠を越えた広域化を進めるべきだと思いますか。

該当する項目に○をつけてください。
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(６) 競技会や大会の開催・運営 平成１９年度 75.9 5 17.2 0

平成１３年度 64.1 6.3 25

(７) 指導者や審判の養成・派遣 平成１９年度 93.1 0 0

平成１３年度 62.5 9.4 25
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(１) スポーツの振興における県と市町村
の役割を明確に分けるべきである

大変深刻な
問題である

深刻な問
題である

それほど
問題では
ない

該当しな
い

平成１９年度 6.9 24.1 31 3.4

平成１３年度 3.1 17.2 51.6 3.1

(２） 今後策定するスポーツ振興計画に
は、数値目標を明示し、その達成度を検
証すべきである

平成１９年度 0 24.1 41.4 0

平成１３年度 1.6 12.5 50 1.6

(３) スポーツ振興に関しては、教育委員
会だけではなく、全庁的な取り組みとして
位置づけるべきである

平成１９年度 3.4 0 51.7 0

平成１３年度 0 7.8 57.8 0

(４) スポーツ振興に関しては、行政だけで
なく、民間団体・企業、 民間施設とうまく
連携して行うべきである

平成１９年度 17.2 37.9 20.7 0

平成１３年度 7.8 39.1 32.8 7.8

(５) 公共施設の運営など、民間でも担え
るスポーツ行政は積極的に委託するべき
である

平成１９年度 6.9 41.4 31 0

平成１３年度 7.8 29.7 35.9 7.8

問６ 県及び市町村における今後のスポーツ振興のあるべき方向性について、どのようにお考えですか。該当する項目に
○をつけてください。
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(６） 財源が限られる時代なので、施設整
備（ハード）よりもソフト 面の整備を重視
すべきである

平成１９年度 0 17.2 34.5 3.4

平成１３年度 0 7.8 56.3 0

(７） 総合型地域スポーツクラブは、国の到
達目標どおり平成２２年度までに県内全市
町村に少なくとも１つは育成すべきである

平成１９年度 0 6.9 41.4 3.4

平成１３年度 0 12.5 54.7 0

(８） 本県では、広域スポーツセンターは、
複数を設置すべきである

平成１９年度 0 27.6 34.5 0

平成１３年度 4.7 25 42.2 4.7
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１ すでに設立している 平成１９年度 34.5

平成１３年度 3.1

２ 目標年度は、平成（ ）年度としている 平成１９年度 27.6

平成１３年度 10.9

３ 具体的な目標年度（予定）はない 平成１９年度 37.9

平成１３年度 82.8

１ ５０パーセント以上 58.6

60.9

２ ６０パーセント以上 6.9

10.9

３ ７０パーセント以上 6.9

6.3

４ その他 0

0

５ わからない 27.6

21.9

問７ 国は、スポーツ振興基本計画（平成１２年９月策定）において、平成２２年までに全国の各市町村において
少なく とも一つは総合型地域スポーツクラブを育成することを目標としています。 あなたの市町村では、最初
の総合型地域スポーツクラブの設立目標年度は、いつを予定していますか。

問８ 国は、スポーツ振興基本計画（平成１８年９月改定）において、成人の週１回以上のスポーツ実施率を、
５０パーセント（２人に１人）となることを目指しています。あなたの市町村では、今後、成人の週１回以上の
スポーツ実施率の目標はどの程度が望ましいとお考えですか。
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＊ その他、スポーツ振興に関する県への要望、県が今後策定するスポーツ振興計画に盛り込むべき方針や内容及
びあなたの市町村で現在抱える課題・問題等がありましたら、自由に記述してください。

・総合型スポーツクラブの今後について、経営等厳しい状況にあるため、支援等に苦慮している。
・社会体育施設の指定管理導入に関して検討しているところであるが、遅々として進まない状況である。
・スポーツ施設の老朽化に伴い維持管理、施設不足、財政厳しい中での利用者のニーズにこたえられない。
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山梨県教育庁スポーツ健康課

〒400-8504 山梨県甲府市丸の内1-6-1

TEL 055-223-1780 FAX 055-223-1786

E-mail sports@pref.yamanashi.lg.jp




